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１.０　方言区画
　琉球方言は、北は奄美諸島から南は八重山の与那国島に至る琉球諸島に住む人々によっ
て話されている言語の総体をさすが、現在の奄美諸島は行政区画上鹿児島県に属している。
従って奄美諸島の方言は琉球方言と異なる言語のように思われがちだが、それは1609年の
慶長の役（島津の琉球侵入）によって奄美諸島を島津領としたからであり、文化的には明
確に琉球方言文化圏に属する（注１）。
　方言量の多い単語を無作為に抽出して琉球列島の地図上に等語線を引くと沖縄本島と宮
古島の間に最も多くの等語線が集中する。琉球方言を北琉球方言と南琉球方言に大別する
根拠はここにある。この手法を更に進めて南、北琉球方言圏に適用すると、それぞれの地
域において等語線の濃淡が現れるから、これによって方言区画を細分化することができる。
　これまでの研究によれば、北琉球方言には奄美諸島方言と沖縄諸島方言がこれに属し、
奄美諸島方言はさらに北奄美方言（奄美大島方言、徳之島方言、喜界島北部方言）と南奄
美方言（喜界島中南部方言、沖永良部方言、与論方言）に下位区分される（注２）。沖縄諸島
方言も、さらに北沖縄方言（沖縄本島北部方言―恩納村と石川市屋嘉を結ぶ線以北の諸方
言及び伊江島方言、津堅島方言、久高島方言）と南沖縄方言（沖縄本島中南部方言及び久
米島方言、慶良間諸島方言、粟国方言、伊是名方言、伊平屋方言等）に区画される。
　南琉球方言は、宮古諸方言（宮古本島方言、大神方言、池間方言、来間方言、伊良部方言、
多良間方言）と八重山諸方言（石垣方言、川平方言、新城方言、小浜方言、古見方言、波
照間方言、竹富方言、黒島方言、鳩間方言、西表祖納方言）、それに与那国方言（祖納方言、
比川方言）等に区画されるのが一般であるが（注３）、筆者は与那国方言を八重山諸方言に所
属させて考えている（注４）。ここでは南琉球方言を便宜上、次のように図示して、これらの
言語的関係性を示すことにする。
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１.１　方言意識
　近世期において沖縄の人々の間で┌シュインチョー　スリーズリー　ナーフｱンチョー　
ナーハイバイ、クニンダンチョー　クンクルバーセー　トｳマインチョー　トｳメーイドｳ
メーイ（首里の人はうち揃って、那覇の人は散り散りばらばらで、久米村の人は互いに争っ
て、泊の人は互いに捜し合いながら）『沖縄語辞典』とか、ヤンバ┌ラ┐ー（山原人。沖縄の
北部地方の人をいやしめていう語）『沖縄今帰仁方言辞典』、┌ナークー（宮古の者。卑称）、
┌エーマー（八重山の者。卑称）『沖縄語辞典』等という言語表現があったことでも知られ
るように、琉球方言の地域差（方言）に基いて地域アイデンティティーが確立されていた
ことは、次にあげる琉歌が雄弁に物語っている。
　○　 山原の習いや差枕ないらぬ　こなへてすけめしやうれ　松の木くひ『琉歌全集　
52』
　　　ヤンバルヌナレヤ　サシマクラネラン　クネティスィキミショリ　マチヌキクイ
　　　 （山国の風習は、首里那覇にあるような差枕はありません。こらえて松のきりかぶ
を枕にして下さいませ）
　○　 あがと山原と糸の縁結で思ひ自由ならぬ百のくりしや『琉歌全集　1780』
　　　 アガトヤンバルトｳ　イトｳヌヰンムスディ　ウムイジユナラヌ　ムムヌ　クリシャ
　　　 （あんなに遠い山原の娘といとしい縁を結んで、こちらから行くことも、あちらか
ら来ることも、自由にできないのが大層苦しい）
　○　 あがと沖縄とこがと八重山と肝のふれものや縁ば結で『琉歌全集　1293』
　　　 アガト　ウチナトｳ　クガトエエマトｳ　チムヌフリムヌヤ　ヰンバムスディ
　『琉歌全集』1293番の琉歌は「あんな遠い沖縄と、こんなに遠い八重山と、心の狂いで
縁を結んでしまって悲しい」の意である『標音評釈琉歌全集』。｢恋は盲目というが馬鹿な
　　　　　　宮古諸方言　　大神方言系、狩俣方言
　　　　　　　　　　　　　宮古本島平良方言系、池間方言、西原方言、佐良浜方言
　　　　　　　　　　　　　伊良部（長浜）方言系、佐和田方言、伊良部方言、仲地方言、
　　　　　　　　　　　　　　国仲方言
　　　　　　　　　　　　　多良間方言系、水納島方言
南琉球方言　　　　　　　　石垣方言系　　イ石垣方言、小浜方言、新城方言、古見方言、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川平方言、大浜方言、平得方言、宮良方言
　　　　　　八重山諸方言　　　　　　　　ロ黒島方言、鳩間方言、竹富方言、西表祖内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ波照間方言、白保方言
　　　　　　　　　　　　　与那国方言系、与那国祖内方言、比川方言
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話だ、縁を結んだりして」の意に解される。｢沖縄と八重山の人間が縁結びするなんて馬
鹿＜心の迷い＞だ｣ と思われるほどに、両先島は沖縄本島から物理的にも心理的にもかけ
離れた存在として認識されていたのである。このような意識がコトバ（方言）の違いに由
来するものであることは明白であり、宮古・八重山の人が同じ琉球王国においても異邦人
的存在であったことは、沖縄本島の人が一部の例外を除いて、今でも宮古・八重山方言を
全く理解できないことからも言えるであろう。『宮古島旧記』には「与那覇勢頭豊見親は、
白川浜に祭壇をつくり祈願をおこなったところ、はるか東方に大国のあることを神より告
げられ、船出してついに察度のもとに達した。ところが言葉が通じないので泊に居宅を与
えられ滞留したところ、三年にしてはじめて意思を交わすことができた。その後島に帰り、
1390年に八重山の貢使もひきつれて再び察度のもとに入貢した」『琉球の時代　高良倉吉
著。55頁』とある。14世紀には宮古・八重山の言葉と沖縄の言葉ではお互いに意思の疎通
を図ることが出来なかったのである。 沖縄本島と宮古島の間は、幅約300キロメートルの
黒潮の大河で隔てられており、これが人々の自由な往来を阻害して先島方言を沖縄方言か
ら大きく変化させる要因となっていた。一方、宮古島と八重山石垣島の間にも幅約100キ
ロメートルの黒潮が流れている。これがまた両先島の人々の自由な往来や交流を阻害し、
先島各地の方言形成に大きく関与したことが次の琉歌によって推察される。
　○　 あが近く見ゆる伊計の島やすが舟浮ける渡海や自由やならぬ『琉歌全集　1187』
　　　 アガチカクミユル　イチヌシマヤスィガ　フニウキルトｳケヤ　ジユヤナラヌ
　この琉歌は、「あんなに近く見える伊計の島であるが、舟を浮かべて渡る海なので、自
由には行けない」という意味である。ほんの目と鼻の先の島でも沖縄では海が人と人の交
流の大きな阻害要因であったことを示している。近世期における沖縄本島から両先島への
航海は琉球王府の馬艦船による貢納物の搬送を主目的になされたものだから、一般人が自
由に乗船できるものではなかった。因みに王府の八重山統治で遣り取りされた ｢参遣状｣
（首里王府からの布達書である参状と八重山蔵元からの報告・問い合わせの遣状からなる
往復文書）には、八重山島在番宛、阿
あ
波
は
根
ごん
親
ぺ
雲
ー
上
ちん
　宮平親方より進達された次の布達文書
がまとめられているが、それには両先島への渡航が厳しく制限されたものであることが認
められる。「一、先島で、上納穀物の受け取りが済んで、順風になっても、私用のため滞
在し出発の時期を過ぎ、那覇への帰着が遅れることが以前はあったというが、良くないこ
とである。先島へ帰帆以後、または御米を積んで上国するのであれば、なるべく順風にお
くれないうちに上国する考えがなくてはならないので、十分に油断なく航海の準備をして
おき、上納の穀物を受け取ったならば、順風次第草々に帰帆すべきである。万一、先島で
私用のため出発の日が延びたということが知られたら、厳しく処分する。（以下略）」｢参
さん
遣
けん
状
じょう
抜
ぬき
書
がき
（下巻）｣『石垣市史叢書　９』。この文書は、沖縄本島と先島間の航海は王府が
管理運営する帆船によって貢納物資を搬送するためのものであり、一部の役人と船員しか
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乗船できなかったことが記されている。一般人の乗船は決して許されるものではなかった。
しかも季節風を利用しての定期便であり、一年に一、二往復程度の航海であって危険を伴
う航海であったことが示されている。島影の見えない沖縄本島と宮古・八重山間の航海は
正に命がけの船旅であった。沖縄本島からの情報は、何百年もの間限られた一部の人々に
よって、海上を這うようにして両先島へ伝えられたことが上記歴史資料には示されている。
　一方、両先島においても情報が両先島の中心地と離島間の海上を這うようにして伝達さ
れたことは上記の事情と同様であった。その事実は次の「文書」によって知ることができ
る。「鳩間島は、古見村の地頭の所管で、上納やいろいろの公務は古見村で勤めていた。
遠海の離島にいるのに、古見村と同じように公務を勤めるため、百姓は疲れ困っているの
で、与人・目差を任じて下されたいとの訴えについて、各々申し合わせ検討し許可された。
別紙上申書の写しを差し遣わす」「参遣状抜書（上巻）」『石垣市史叢書　８』。宮古方言圏
は宮古本島の中心地平良より情報は海上を這うように島々へ伝えられた。かくて宮古諸方
言も海を隔てて島々独自の方言が形成されるようになったのである。八重山方言圏におい
ても八重山の中心地石垣島の四箇村から海を隔てて離れる距離に従って島々独自の方言が
形成されていることが理解される。与那国方言の特性も、八重山における文化の中心地石
垣島より隔絶した孤島において、独自の変化を遂げたすえに石垣方言とかけ離れた姿を示
すようになったが、根は八重山諸方言に繋がっていることを ｢参遣状｣ の抜書きがよく説
明している。「与那国島の役人が交代して石垣に帰る時、荷調夫・船差夫を多く使役する
こともあるといっております。このことは良くないので、今後は禁止し、百姓中にもその
ように申し渡し、船差夫は水夫十二人で四日で務めることにします。右は今回人数改めの
ため渡海し見聞したことなので、ご指示をください。以上。卯五月十四日　石垣親雲上　
当銘筑登之親雲上」。与那国島と石垣島の間は約120キロの海で隔てられており、海の難所
として恐れられていた。
１.２　先島方言の歴史
　歴史学者の研究によると、「洪武五年（1372年）一月、洪武帝は楊載を正使とする使節
を『琉球』に派遣し、明の建国と自己の登極を告げる入貢をうながした。同年十二月『中
山王察度、弟泰期等を遣し表を奉じ方物を貢ず』と『明実録』は伝えている。（中略）『明
実録』の伝える右の記事は沖縄歴史にとって重大な意味をもっている。まず第一に、右の
記事は沖縄史にとって信頼のおける最古の記録であること、（以下略）」『琉球の時代』と
いう。『明実録』は信頼のおける最古の琉球歴史資料であるという。ところで『明実録』
は琉球語の記録を目的としたものではない。古事記や日本書紀、万葉集のような一定のま
とまった「琉球語」の言語資料が出現するのは、平山輝男著『琉球宮古諸島方言基礎語彙
の総合的研究』や服部四郎の「日本祖語について・１～21」、『図説琉球語辞典』による
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と、次の『語音翻訳』（申叔舟、『海東諸国紀』成希顔、1501年。168語。ハングル表記に
よる）、「たまおとんの碑の文＜金石文＞」（首里王府、1501年）、「石門の西の碑文（真珠
湊碑）＜金石文＞」（首里王府、1522年）「田名家辞令文書１号～16号」（首里王府、1522
年）、『使琉球録』（陳侃序文、1535年、407語）、『音韻字海』（周光祚、周鐘、陳明廷編、
1573年。407語。漢語資料）、『おもろさうし』（首里王府、第一巻＜1531年＞、第二巻
＜1613年＞、第三巻～二十二巻＜1623年＞。1554首。平仮名表記を中心とした漢字かな混
じり表記）、『琉球館訳語』（『華夷訳語』＜丙＞朱子蕃、茅伯符著1580年の中。595語）、『中
山伝信録』（徐葆光1719年、1720年。606語。夏子陽＜1602年＞と張学礼＜1663年＞を採録。
漢語資料）、『混効験集』（首里王府、1711年、総見出し項目1148。重複を含む。漢字かな
混じり表記）、『琉歌百控乾柔節流』（編者未詳、1795年、194首）、『琉歌百控独節流』（編
者未詳、1798年、203首）、『琉歌百控覧節流』（編者未詳、1802年、204首）、クリフォード
の『琉球語語彙』（Vocabulary of the Language Spoken at the Great Loo-choo Island, in 
the Japan Sea）（注５）、および幕末の1846年から1854年の８年間琉球に滞在して研究した宣
教師ベッテルハイム＜伯徳令＞（Bernard Jean Bettelheim）の『英琉辞書』（原題　
English-Loochooan　Dictionary、1851年成立、約1900語）や『琉球語訳福音書』（注６）等の
諸文献をまたなければならないのである。明治以後の文献では『沖縄対話　上・下』（沖
縄県学務課編、1880年＜明治12年＞）とチェンバレン（B. H. Chamberlain）の『日琉語比
較文典』（Essay in aid of a Grammar and Dictionary of the Luchuan Language. 1895年）、
東条操編の『南島方言資料』（宏徳会紀要、1923年）等の文献が有名である。
　ところで上記の漢語文献資料やハングル文献資料、欧文文献資料に記録された琉球語は
現在の首里方言に対応するものと推定され、『中原音韻』や『蒙古字韻』等の韻書及びハ
ングルとの比較研究が推進されて、現在では16世紀当時の琉球語の詳細な音価推定ができ
るまでに研究が進展しているが、他の諸方言の古文献資料は今のところ不明である。
　宮古諸方言や八重山諸方言に関する精確な記録が現れるのは、N.ネフスキーの「アヤゴ
の研究二篇」（『民族』１－３、２－１、1925～1926）、「月と不死」（『民族』３－２・４、
1928年）と宮良当壮の『採訪南島語彙稿』（自家謄写、1926年）、『八重山語彙』（東洋文庫
叢刊２、1930年）からである。日本における方言の本格的な音声表記はネフスキーのロシ
ア語式国際音声字母（IPA）による宮古諸方言の記録が最初であろう。宮良当壮は音声学
をネフスキーに学び、琉球列島80集落の方言をIPAで精密に表記して『採訪南島語彙稿』
を出版した。明治期の均質的な琉球諸方言を、当時最先端の科学的方法（IPA）で採録し
た日本最初の方言集である。これらの資料に基いて人体語彙及び生活語彙に関する幾つか
の基礎語彙の歴史を追跡してみると次のようになる。
－ 112 －
①頭 ②髪 ③顔 ④目 ⑤鼻
１、平良 kanama ïz karaƱï mipana mi: pana
２、大神 kanamaï karakï mipana mi: pana
３、池間 kanamai aka mihana mi: hana
４、長浜 kanama L karaƱï mipana mi: pana
５、多良間 kanama L aka mipana mi: pana
６、石垣 ïburï 㷊akamaƱï 㷊umuti, ïra mi: pana, hana
７、波照間 㷊amasukuru 㷊amaƱï mutʃi miŋ p‘ana
８、竹富 suburu hamaƱï 㷊umuti mi: hana
９、鳩間 suburu gamaƲi 㷊umuti, ʃira mi: pana
10、与那国 mimburu karaŋ umuti, tʃira mi: hanaburu
⑥口 ⑦首 ⑧腹 ⑨手 ⑩足 ⑪人
１、平良 fu ï nubui bata ti: pag ïz p ïs tu
２、大神 fuk ïs nupui, fukï pata ti: pakï pïtu
３、池間 fu ï nudu bata ti: haƱï sïtu
４、長浜 fu ï nubui bata ti: pag ïz p ïs tu
５、多良間 fu ï fuƱïbuni bata ti: pag ïz p ïs tu
６、石垣 㸐u ï nubi bada ti: haŋ pïtu
７、波照間 fu ï mansïŋ bata ʃi:, sï: paŋ pïtu
８、竹富 futʃi nubuikaƲi bata ti: paŋ pitu
９、鳩間 㸐utʃi nubi, nubikaƲi bata ti: paŋ pusu
10、与那国 t’i: nubi bata ti: haŋ t’u
⑫男 ⑬女 ⑭子 ⑮父 ⑯母 ⑰私
１、平良 bikidum midum ffa ïz za, uja mma, anna ba:, ban
２、大神 bikitum mitum fa: ïza mma aka, anu
３、池間 bikiduŋ miduŋ ffa ïz za mma ba, baŋ
４、長浜 bikidum midum ffa ïz za, uja mma, anna ba, baŋ
５、多良間 bikidum midum ffa ïz za, uja mma, anna（新）ba, baŋ
６、石垣 bigiduŋ mi:duŋ 㸐a: ʃu:, 㷊aja appa（士）, abu banu
７、波照間 bidum midunu 㷊utama 㷊ija 㷊abwa banu
８、竹富 bidõ: midõ: fa:nã: 㷊i:dza amma banu
９、鳩間 bikidumu midumu ffa 㷊a:ja, 㷊i:ja 㷊abu baŋ
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10、与那国 biŋga minuŋa 㷊agami 㷊ija 㷊abuta anu:
⑱君 ⑲動物 ⑳朝 ㉑昼 ㉒夜 ㉓着る ㉔着物
１、平良 vva ik ïs musï sïtumuti p ïs :ma ju ïz k ïs sï k ïs ŋ
２、大神 vva ikïmusï sïtumuti pïsïma juï kiʃim kïn
３、池間 vva i ïmusï sïtumuti hi:ma jui ï: ïŋ
４、長浜 vva i ïmusï sïtumuti pi L:ma junai ï: ïŋ
５、多良間 vva ik ïs musï sïtumuti pï:ma june:ŋ ki: L k ïs ŋ
６、石垣 wa: 㷊ikimusï sïtumudi pï:rï ju:rï kïsuŋ kïŋ
７、波照間 da: 㷊isïmusï ʃitumutʃi pïsu juru ssuŋ sïnu
８、竹富 wa: 㷊iʃimuʃi ʃitumuti çiru juru ʃʃuŋ ʃiŋ
９、鳩間 wa: ikimuʃi ʃitumuti pi:ru ju:ru ssuŋ, kisuŋ kiŋ
10、与那国 nda 㷊ittimutʃi t’umut’i ttsu: duru ’uŋ nnani
　①の ｢頭｣ を表す方言は宮古諸方言の［kanama ïz ］系統を挟んで北の沖縄本島と八重山
諸島に［tʃiburu］（「円、此れをば豆夫羅＜つぶら＞といふ」紀履中二年）系統が分布して
いる。［kanama ïz ］は、［kana］（金）と［ma: ïz ］（「椀、杯也、万利＜まり＞」新撰字鏡）
に分析される。平安時代の ｢万利｣ 系統の語が宮古諸方言の［kanama ïz ］の中に認められ、
それを中心にして奈良・平安時代の「豆夫羅」系統の沖縄本島諸方言と八重山諸方言が周
圏論的に分布しているといえるから、「万利＜まり＞」系統の宮古諸方言は日本祖語に遡
る最も古い方言と認められる。与那国方言の［mimburu］も［mi・mburu］と分析され、
［mburu］は［suburu］（円＜つぶら＞）の融合変化したものであると考えられる。『語音
翻訳』のハングル表記の「頭　kanandzu」や『琉球館訳語』の「頭　䏨籃子」は、中本正
智によると「頭風、カシライタキヤマヒ」『類聚名義抄』の「カシラ」がmetathesis（音位
転倒）を起こしたものという。そして十五世紀ごろカシラが「頭」から「髪」への意味変
化が起きた結果形成されたものという『図説琉球語辞典』。
　②の「髪」を表す方言は、宮古諸方言ではカシラの音位転倒である［karazï］系統が平
良、長浜に、［aka］系統が池間、多良間に分布している。大神方言の［karakï］は、［kï］
が［mikï］（水）の［kï］に対応するから［karazï］系統の語である。八重山諸方言では
［㷊akamaƱï］系統が石垣、鳩間、竹富（k→hの対応）、波照間（k脱落）に分布する。
［㷊akamaƱï］は［㷊a・kamatʃi］（吾・髪）に分析され、奄美大島の［kamatʃi］（髪、頭）と
共通する。与那国方言の［karaŋ］は［karaƲi］系統に属する。このような琉球列島の「髪」
の方言分布を一覧すると、北端の奄美大島諸方言と南端の八重山諸方言に［kamatʃi］系統
の方言が分布していることに気付く。これは、かつては琉球列島全体に［kamatʃi］系統の
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方言が分布していたことを意味する。そして、そこへ琉球王国の優勢な言語が新しく周圏
論的に北（徳之島まで）と南へ（波照間島まで）拡張しつつある姿を示すものと解釈でき
る。宮古諸島の多良間島や池間島に［aka］が分布していることがその傍証となろう。
　③の「顔」を表す方言は、宮古諸方言では［mipana］（目鼻）が一般的である。八重山
諸方言では［㷊umuti, ïra］が石垣、［㷊umuti, ʃira］が鳩間、［umuti, tʃira］が与那国島に
分布している。竹富の［㷊umuti］は鳩間系統に属し、波照間の［mutʃi］は石垣方言の転訛
したものであろう。鳩間方言では、古老は［┌mi:┐pana］を多用する。［㷊umuti］（面）は
［ʃimuŋ］（洗う。「澄ます」）などと共に用いられ、［ʃira］（つら＜面＞）はウトｳン［㷊utuŋ］
（ぶん殴る）、［㸐ukuruŋ］（脹れる＜不平不満を表す＞）などの品格の低い語感を有する語
と共に用いられることが多い。おそらく生まれながらの顔のつくりを客観的に表現する文
脈では［mipana］系統の語が宮古諸方言と八重山諸方言に分布していたことを示すものと
思われる。
　④の「目」を表す方言は沖永良部島以南の沖縄諸方言、宮古・八重山諸方言で［mi:］が
分布しており、徳之島以北の奄美方言で［mï:］が分布している。1501年の『語音翻訳』（成
希顔）では「眼、mui」とハングル表記されてあり、1580年の『琉球館訳語』（朱子蕃）で
は「目　剔」、1719年の『中山伝信録』（徐葆光）に「目　美」とある。服部四郎によると、
奈良時代エ段乙類のケ、ゲは日本祖語の＊kaiに遡り、B時代の［kïi］、現代の［ki］に対
応するという「日本祖語について」。「キラマー　ミーシガ　マチゲー　ミーラン（慶良間
は見えるが睫毛は見えない）」という諺が示すように、「目」の［e］は「睫毛」の［a］と
交代するから、『語音翻訳』に写されたハングル表記の［mui］は服部のB時代の音韻を表
し、奄美方言の［mï:］と略一致することになる。これが『琉球館訳語』、『中山伝信録』の
時代になると現代方言と同じ音韻に変化していることになる。従って宮古・八重山諸方言
の［mi:］（目）は16世紀ごろまで遡ることが出来ると考えてよいであろう。
　⑤の「鼻」を表す方言［pana］は、沖縄本島北部諸方言（与論島方言と喜界島方言の一
部を含む）と宮古・八重山諸方言に分布する。沖縄本島中南部諸方言と奄美大島諸方言に
は［hana］系統の方言が分布している。あたかも琉球王国の首都首里を中心とする沖縄本
島中南部の［h］系統の言語を取り囲むように沖縄本島北部および奄美大島と宮古、八重
山諸島に［p］系統の方言が周圏論的に分布していることが観察される。これは、かつて
琉球列島一円に［pana］系統の言語が分布していたところへ新興王国の［hana］系統の語
が周辺へと拡張していく姿を示すものと考えられる。『語音翻訳』には「鼻　pana」とハ
ングル表記され、『琉球館訳語』には「鼻　花那」、『中山伝信録』には「鼻　豁納」と表
記されてある。『使琉球録』（陳侃、1535年）付載の「夷字附」の次の漢字「は（罷）、ほ
（布）、へ（比）、ふ（不）、ひ（庇）」は、服部四郎によると ｢すべて声母pの漢字が用いら
れているから、当時の琉球語のハ行清音の子音が［㸐］ではなく［p］であった｣。そして
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『中山伝信録』（徐葆光、1719年）の音注では「ハは　波読如花、ホほ　保読如夫、ヘへ　
飛読如揮、フは　不読如夫、ヒひ　比読如蜚」とあるから18世紀初頭の琉球語（首里方言）
では／p／→／㸐／の音韻変化が完了していた「日本祖語について」（注７）という。「鼻」を表
す琉球方言は日本語ハ行音の音韻史と重ね合わせてみるとき、日本語の／p／（奈良時代
以前～奈良時代）→／㸐／（平安時代～室町時代）→／h／（江戸時代以降）の通時的変遷
過程を琉球列島諸方言の共時的分布状態の中に読み取ることができる。
　⑥の口を表す方言は宮古諸島以南では［futsï］系統の方言が、沖縄諸島以北では［kutʃi］
系統の方言が分布している。『語音翻訳』では、ハングル表記で［k‘utʃi］、『琉球館訳語』
で「口　姑之」とある。藤堂明保の『学研漢和大辞典』によると「姑」には［ku］、「之」
には［tsi］と（中原音韻）音価推定されているから、15世紀中葉の首里では現在と同様に
［kutʃi］と発音されていたものと考えられる。それが『中山伝信録』（1719年）では「濶生」
と表記されている。「濶」は「闊」の異体字で、中原音韻の［k‘uo］『学研漢和大辞典』と
音価推定されている。おそらく宮古・八重山諸方言の［futsï］系統の直前の姿を示してい
るのであろう。石垣方言の［㸐utsï］はf→㸐の唇音退化による音韻変化で、与那国方言の
［t’i:］（口）は［㸐utʃi］の第一音節の［㸐u］が無声化して脱落した結果、第二音節が喉頭化
したものと『図説琉球語辞典』は解釈している。
　⑩の足を表す方言は与論島以北には［pagi］、［hagi］系統の語が分布するが、徳之島に
は［sïni］（脛）系統が分布する。沖縄本島北部諸方言には［piʃa］系統の語が分布し、沖
縄本島中南部諸方言には［㸐isa］系統の語が分布している。そして沖縄本島を中に挟んで
先島の宮古諸島に［pagï］系統の語が、八重山諸島に［paŋ］系統の語が分布していおり、
周圏論的分布を示している。沖縄本島の［piʃa］と［㸐isa］は同系統に属するが、ハ行子
音の変遷で見たように、p→㸐の変化過程から［piʃa］系統が古形を保持していると考えら
れる。［pagi］（脛、「夜都賀波岐」『常陸風土記』）の「岐」は甲類の仮名である。「麦、牟
岐＜むぎ＞」『和名抄』に対応する平良方言は［mug ïz ］、多良間方言は［mug ïz ］、石垣方言、
鳩間方言は［muŋ］、「釘、クギ」『類聚名義抄』に対応する平良方言は［fug ïz ］、多良間方
言は［fug ïz ］であり、石垣方言、鳩間方言は［㸐uŋ］で、甲類仮名の「岐」に宮古の［g ïz ］、
八重山の［ŋ］が規則的に対応するから、奄美諸方言の［pagi］系統の語は宮古諸方言の
［pag ïz ］、八重山諸方言の［paŋ］系統の語と同一系統の語と認められる。方言分布の姿か
ら考察すると、かつて古い時代には［pagi］、［pag ïz ］、［paŋ］系統の語が琉球列島一円に
分布していたが、新興王国の言語が首里を中心に四方に拡散した結果、現在の分布状態を
示すようになったものと考えられる。文献上では1501年の『語音翻訳』に「足　p‘iʃa」と
ハングル表記されており、1534年の『使琉球録』では「脚　悪失」、1580年の『琉球館訳語』
では「脚　亜失」、1531年～1613、1623年の『おもろさうし』に「あし」、1573年の『音韻
字海』に「脚　匹奢」と表記されていて、［pagi］系統の語が古いことを実証しており、方
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言分布から得られた解釈を支持してくれる。［çiʃa］は、くるぶし＜踝＞から膝までを表す
脚を「脛＜スネ・ハギ＞」（前部を［sïnï］系統、後部を［pagi］、［pagï］、［paŋ］系統）
といっていたが、踝から下の足を意味する［pira→piʃa→㸐iʃa→çiʃa］（足の平）が足の総
称としての「çiʃa」へと意味変化したのが沖縄本島中南部方言であると考えられる。
　⑪の人を表す方言は北琉球に［tʃu:］系統が分布し、南琉球には［p ïs tu］系統が分布して
いて、方言分布上大きく二つの系統に分かれている。［tʃu:］系統の中には［çitʃu］、［tʃ’u:］、
［ u:］、［tu:］等の語形も分布するから、これらは祖形の＊hitoに遡源される。一方、南琉
球の［p ïs tu］系統のなかにも［pïtu］、［pusu］、［t’u:］などの語形も分布する。古代日本語
のイ段甲類の仮名「比登」の「比」に対しては南琉球方言の［p ïs ］［pï］［pi］［pu］等が
対応するから、これらの祖形は＊pitoに遡源される。［çitʃu］と［p ïs tu］を比較した場合、
日本語のハ行子音の変遷過程を考慮すると、南琉球の［p ïs tu］系統の語が古形を保存して
いることが分かる。『語音翻訳』には［p‘itʃu］とハングル表記され、『琉球館訳語』では
「亜馬奴必周」（日本人）、『中山伝信録』には「亜馬吐必周」と表記されているから、これ
は［jamatu　pitʃu］を表記したものと考えられ、15世紀末の首里方言では狭母音［i］の直
前の［p］はまだ口蓋化されていないが、［i］の直後のタ行音の［t］は口蓋化されて［tʃu］
に変化していることが分かる。少なくとも首里方言においては、1721年の『中山伝信録』
以後にハ行イ段音が唇音退化してp→㸐→hの音韻変化が進んだものと考えられる。その結
果、地域によっては［çitʃu］、第一音節脱落して［tʃ’u:］、［ u:］、［tu:］が形成されるように
なったものと考えられる。
２.　宮古諸方言の特色
２.１.１　宮古諸方言の母音について
　宮古諸方言の母音を国語（奈良時代中央語）との対応関係で示すと次の表のようになる。
（国語） i、 e、 a、 o、 u、 ai、 au、
平良 ï i a u u、ï/s、z、ts aï、ai o:
大神 ï i a u u、ï/s、z、ts aï、ai au
池間 ï i a u u、ï/s、z、ts ai au
長浜 ï i a u u、ï/s、z、ts ai au
多良間 ï i a u u､ ï/s、z、ts ai、e: au、o:
①　母音音素／a／について
　母音［a］は国語（共通語）とほぼ同様に調音される。沖縄本島諸方言の母音は語頭
で常に声門破裂音［㷊］を伴って調音されるので、喉頭の強い緊張が観察される。しかし、
宮古諸方言の場合、母音は比較的に柔らかな声たてで調音されるし、［㷊］を伴うことが
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あっても、それには意味を弁別する機能はない。従って母音の前にいちいち［㷊］を表
記する必要もない。
　例、アギイｳ［agi ïz ］（上げる）、アキイｳ［aki ïz ］（開ける）、アふキｳ［afuk ïs ］（欠伸）
＜平良＞。アギー［agi:］（あげる）、アキー［aki:］（開ける）、アふジｳ［afuƱï］（欠伸）
＜池間＞。アギる［agiL］（あげる）、アキる［akiL］（開ける）、アふジｳ［afuƱï］（欠伸）
＜長浜＞。アギる［agiL］（あげる）、アキる［akiL］（開ける）＜多良間＞
②　母音音素／i／について
　母音［i］は母音［a］と同様、比較的柔らかな声たてを伴って調音され、全体的に国
語の［i］とほぼ同様に調音されるが、より厳密に述べるならば国語の［i］の調音点より
やや低く調音されることが［hi］の調音の際に池間方言などにおいて明瞭に観察される。
　例、イキｳ［ik ïs ］（息）平良、多良間、大神。
　　　イチｳ［i ï］（息）池間、長浜。ヒダイ［hidai］（左）池間。
③　中舌母音音素／ï／について
　中舌母音［ï］は、国語にはない母音で、宮古・八重山方言の特徴的な母音である。な
かんずく宮古諸方言の中舌母音は、標準的な中舌母音よりも舌全体がやや持ち上がる。
従って舌端部が歯茎に接近して舌根の強い緊張を伴い、唇を両側に強く引いて調音され
る音声のように観察される。その結果、舌端部と歯茎による無声の摩擦的噪音［-s］や
有声の摩擦的噪音［-z］を伴う中舌母音［ ïs ］、［ ïz ］として実現されることが多い。無声
破裂音の［p］、［k］が中舌母音と結びつくときは［p ïs tu］（人）平良、長浜、多良間、
［k ïs ŋ］（衣。着物）平良、多良間、［ ïŋ］（衣。着物）池間、長浜のように調音され、有
性破裂音の［b］、［g］が中舌母音と結びつくときは［b ïz :］（座る）平良、長浜、［b ïz :L］
（座る）多良間、［fug ïz ］（釘）平良、多良間、［fuƱï］（釘）池間、長浜のように調音され
るのが一般的（法則的）である。k、gが破擦音化してk→ 、ｇ→Ʊの音韻変化を起こし
ている池間、長浜方言では無声破擦音［ ］、有声破擦音［Ʊ］と結びついた［ ïs 、 ïz ］の
摩擦的噪音が直前の破擦音に融合吸収される。しかし大神方言では、［pïtu］（人）、
［k ïs k ïs m㷧］（聞く）、［fukï］（釘）、［pakï］（はぎ＜脛＞）、［pïm］（座る）、［tapï］（旅）の
ように無声破裂音［p、k］に中舌母音が結びつくときは［p ïs ］、［k ïs ］、有声破裂音［b、g］
に対応する［p、k］に結びつくときは［pï］、［kï］のように摩擦的噪音が消えて現れる。
これは、大神方言では有声子音と無声子音の対立が、完全にではないが、失われて総て
清音（無声子音）に統合しつつあるためである。有声破裂音［b、g］の場合、それと共
起するはずの中舌母音［ï］の［-z］は、直前の子音が有声破裂音の有声性を表示する弁
別的素性を失ったことによって消失したのである。つまり有声破裂音を表示する標識で
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あった中舌母音の弁別的素性［-z］の必要性が無くなったからである。逆説的に言うと
大神方言の中舌母音［ï］は直前の子音が有声子音であることの標識であり、有声の摩擦
的噪音が現れないいうところに音韻論的意味が存するのである。
　中舌母音音素を舌尖母音素とする説があるが（注８）、ここでは採らない。ネフスキー以
来音声的に［ ïs 、 ïz ］と表記されてきたように、それは［ï］に［-s、-z］の摩擦的噪音を
伴うことを意味しており、それ自体が舌端部と歯茎とによって調音されるものであるこ
とをも意味しているのである。［-s、-z］の摩擦的噪音は舌尖による調音でなく、舌全体
が高まって舌端部が調音に関与していることを示していると解されるからである。舌尖
母音が［s ］、［z ］と表記されること自体、摩擦的噪音を伴う舌尖母音の弁別的素性であ
る摩擦的噪音を含む舌尖性に更に摩擦的噪音の［-s、-z］を重ねるという矛盾が存するか
らである。
④　母音音素／u／について
　母音［u］は平唇性の［u］と異なり、円唇性の［u］に近く調音される。大神方言で
は［U］に調音される。宮古諸方言の母音［u］は円唇性を帯びて、多少前方へ窄まる口
構えを示すのに反比例して、舌の位置が相対的に後方へずれ込むように調音される。そ
のため、母音［u］が奥舌の軟口蓋破裂音［k］や［g］と結びつく際、上顎の前歯が下
唇と自然に接触するようになり、［ku］が［fu］に、［gu］が［vu］に変化しやすくなる
ものと考えられる。例.アふキｳ［afuk ïs ］（欠伸）平良。アふキｳ［afukï］（欠伸）大神。
アふジｳ［afuƱï］（欠伸）池間、長浜。イふチｳ［ifu ï］（いくつ）平良、池間。イふキｳ
［ifukï］（いくつ）大神。ドーヴ［do:v］（道具）平良。タヴ［tav］（道具）大神。ダウヴ
［dauv］（道具）長浜。
　また、母音［u］が［r］に前接する際にも上述の［u］の特性により、［r］を融合同
化させ、Cura→vva（ただし、C=有声子音。C=無声子音の場合はCura→ffaとなる）の
ような音韻変化を起こすと考えられる。例.ッヴァン［vvaŋ］（売らない）平良、池間、
長浜、多良間。ッヴャマシｳムヌ［vvjamasïmunu］（羨ましい）平良、ッヴィ［vvi］（売
る）大神。
　一方、前舌母音［i］の場合、唇は左右へ強く引張られ、舌端部が歯茎の［s］の調音
点に限りなく接近するから、それとラ行音が結びつく際、［r］を融合同化させ、
Cira→ssa（または、Cira→zza）のような音韻変化を起こすのが普通のようである。
　例.ッサン［ssaŋ］（知らない）平良、池間、長浜、多良間。ッサﾑ［ssam㷧］（虱）平良、
大神、池間、長浜、多良間。ッスカイｳ［ssuka ïz ］（白い）平良、ッスカイ［ssukai］（白
い）池間、ッスカﾑ［ssukam㷧］（白い）長浜、大神、ッスシャーる［ssuʃa:L］（白い）多
良間。ッサギ［ssagi］（白髪）平良、多良間、ッサキ［ssaki］（白髪）大神、ッスカラ
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ジｳ［ssukaraƱï］（白髪）長浜、ッスアカ［ssuaka］（白髪）池間。
⑤　母音音素／e／について
　国語との対応関係上、奄美方言を除く沖縄方言全体において母音［e］は［i］に音韻
変化し、母音［o］は琉球方言が全体的に［u］に変化している。いわゆる三母音化現象
である（但し撥音／N／や促音／Q／が続く音声環境においては例外である）。これまで
の資料によると、基本的に宮古、八重山諸方言は連母音aiの非融合地域であるが、連母
音aiが融合して長母音［e:］となる語例は宮古諸方言では多良間方言に多く認められる。
これらは多くの場合、ハ行四段活用語の連用形に含まれる連母音aiから転成したものと、
その他の要因によるものとが考えられる。例.ニゲー［nige:］（願ひ）。ケーブﾙ［ke:buL］
（買ひて居り）。ニゲー［nige:］（願ひて）。ケー［ke:］（買ひ＞）。ナレー［nare:］（習ひ）。
ふｴー［fe:］（食らひ）。
　その他の要因としては名詞及び用言の拍構造に/ija/及び/ai/を含むものが考えられる。
例.エーグ［e:gu］（歌）＜ajagu（あやご）。ウｴーダ［we:da］（鼠）＜＊ojaƱa（親人）。ゲー
ムトｳ［ge:mutu］（ひばり）＜gajamutu（茅の根元に棲息する鳥）。テー［te:］（力）
＜taja（力）。ヴｴーマシャーﾙ［ve:maʃa:L］（羨ましい）＜＊urajamasiku・aru（羨まし
く・ある）。ベータ［be:ta］（私たち）＜＊ba・i（わ・い・たち（吾達）。なお、多良間
方言に現れる中舌母音の［ë］は特殊な音声環境においてのみ現れるから、音素として
は認められない。
⑥　母音音素／o／について
　長母音［o:］は連母音auが融合して形成される語と、連母音ouが融合して形成される
語、及び語末の［u］に係助詞［ja］（は）が結びついて形成されるものが認められる。
例.ソー［so:］（竿）平良。ショー［ʃo:］（竿）多良間。コー［ko:］（買う）平良、多良間。
ボー［bo:］（棒）平良。チｳカノー［ ïkano:］（飼う）平良。ふｵー［fo:］（喰らう）平良。
シューコーディン［ʃuːko:diŋ］（焼香銭、香典）平良。トーシｳ［to:sï］（倒す）平良。トー
フ［to:fu］（豆腐）平良。ポー［po:］（這う）平良。モーキリｳ［mo:kiL］（儲ける）。ムコー
［muko:］（婿は）多良間、パトー［pato:］（鳩は）多良間。
２.１.２　宮古諸方言の半母音について
①　半母音音素／j／について
　宮古諸方言には／j／と／w／の２個の半母音音素が認められる。／j／はいろいろな
子音と結びついて開拗音の音節（拍）をつくる。これは、それぞれの子音の調音点を本
来の位置から口蓋の方に引き寄せて調音するもので、一般に口蓋化現象と呼ばれている
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音韻現象である。平良方言、池間方言、長浜方言では半母音音素／j／はいろいろな子音
音素と結びついて／CSV／の拍を構成するが、多良間方言では半母音音素と結びつく子
音音素が／’、k、z、c、s、n、b、m／などに限られ、大神方言の場合は／’、c／のよう
に限定されるようである。次に平良方言の例を示す。ヤー［ja:］（家）、キュー［kju:］（今
日）、マンジュー［manƲuː］（パパイヤ）。チャー［tʃa:］（茶）。カチュー［katʃu:］（カツオ）。
グシャン［guʃaŋ］（杖）。スデャ ［ーsudja:］（袖は）。ウテャーイｳ［utja: ïz ］（落ちている）。
ニャーン［nja:ŋ］（無い）。ッふァムリャー［ffamurja:］（子守り）。ニッヴューイ［nivvju: ïz ］
（寝ている）。ビューイｳ［bju: ïz ］（酔っている）。ピャーク［pja:ku］（百）。ミューイｳ
［mju: ïz ］（甥、姪）。
②　半母音音素／w／について
　半母音音素／w／は、多くの宮古諸方言においてカ行子音の［k］やガ行子音の［g］
と結びついて合拗音の拍を構成するのみであるが、大神方言においてはカ行子音［k］
やガ行子音［g］と結びつくことは認められない。次に平良方言の語例を示す。ワ ［ーwa:］
（豚）。シヲー［ʃiwo:］（心配を）。グﾜンス［gwansu］（先祖）。クﾜーシｳ［kwa:sï］（菓子）。
２.１.３　宮古諸方言の子音の特徴
　宮古諸方言の子音の特徴について、平良方言を中心に、大神方言、池間方言、伊良部町
長浜方言、多良間村塩川方言について概略的に述べる。
①　カ行子音音素／k／について
　宮古諸方言のカ行子音は、ア段、エ段、オ段では国語＜共通語、以下同様＞と同じく
奥舌と軟口蓋で調音される［k］である。例.カジ［kaƲi］（風）、サキ［saki］（酒）、キｳム
［k ïs mu］（肝、心）、クズ［kuƱu］（去年）、コージｳ［ko:Ʊï］（麹）、［kati］（風）大神、
［saki］（酒）大神、［k ïs mU］（肝、心）大神、［kutu］（去年）大神。
　イ段では平良方言と多良間方言では口蓋化しないがのが一般的であるが、池間方言や
長浜方言では口蓋化してk ïs → ïの音韻変化が起きる。例.［ik ïs ］（息）平良、多良間。
［kak ïs ］（垣）平良、［takigak ïs ］（竹垣）多良間、［sak ïs ］（先）平良、［ʃak ïs ］（先）多
良間、［ ïk ïs ］（月）平良、多良間；［i ï］（息）池間、長浜、［ka ï］（垣）池間、長浜、
［sa ï］（先）池間、長浜、［ ïttʃu:］（月）池間、長浜、［kak ïs ni］（垣）、［kïn㷧］（衣、着物）、
［k ïs k ïs m㷧］（聞く）、［ki:］（木）、［Ukim㷧］（起きる）大神。大神方言の母音［ ïs ］は奈良時
代中央語のイ段甲類に、［i］は乙類に対応する傾向が認められる。
　ウ段では宮古方言全般にku→fuの音韻変化が起きている。例.［fusa］（草）平良、池間、
長浜、［fuʃa］（草）多良間、［fusï］（櫛）平良、池間、長浜、［fusï:］（櫛）多良間、［fusï ïz ］
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（薬）平良、［fusui］（薬）池間、［fusuL］（薬）長浜、［fuʃuL］（薬）多良間、［fu ï］
（口）平良、池間、長浜、多良間、［fukï］（口）、［fukï］（釘）、［fum］（汲む）、［ffa］（草）、
［ffu:］（薬）。［ffakam㷧］（暗い）大神。
　ところで、伊良部町長浜方言のカ行ア段子音［k］の調音点は、平良方言のそれより
も奥寄りの口蓋垂破裂音［q］のように調音される。したがって対立する摩擦音も［x］
のように口蓋垂摩擦音として調音される点が特徴的である。これは、伊良部町仲地方言
における［k］､［g］脱落に基く喉頭破裂音化現象［ta㷊a:ta㷊a:］（高い）の成立過程を考
える上で非常に示唆的な調音現象であるといえる。仲地方言のそれは、長浜方言よりも
更に奥寄りに調音されることによって［k］や［g］が脱落し、破裂の調音運動による喉
頭の緊張のみが残る結果、喉頭破裂音化現象が起きたと考えられる。長浜方言話者の発
する国語のカ行音はかなり奥寄りに調音されているため、聞き手も自然に力むようにな
り、疲れやすくなるほどである。
　また池間方言、長浜方言には無気喉頭化音の［k’］［t’］［ ’］［tʃ’］が、例えば［k’unu ï］
（九つ）、［k’u ïgi:］（福木）池間方言、［t’aL］（来た）、［tʃ’i:］（着て。釣って）、［ ’aŋ］
（着ない。釣らない）長浜方言、のように化石的に残存している。これは第一拍が脱落
した結果、その代償現象として第二拍の頭子音が無気喉頭化したものと考えられる。こ
の音韻現象は『琉球宮古諸島方言基礎語彙の総合的研究』において初めて確認された。
②　ガ行子音音素／g／について
　ガ行子音は平良方言では国語と同様、ア段、エ段、オ段音において奥舌軟口蓋破裂音
の［g］として調音される。長浜方言のガ行音は奥寄りの［G］に調音されるが、以下便
宜上［g］と表記する。例.アガイｳ［aga ïz ］（上がる）平良。アガイ［agai］（上がる）池
間。アガる［agaL］（上がる）長浜。アガる［agaL］多良間。カガむ［kagam㷧］（鏡）平
良、池間、多良間。カガむ［kagam㷧］（鏡）長浜。カギ［kagi］（影）平良、池間、長浜、
多良間。サギイｳ［sagi ïz ］（下げる）平良。サギー［sagi:］（下げる）池間。シャギる
［ʃagiL］（下げる）多良間。ウタゴー［utago:］（疑う）。アーグ［a:gu］（歌）平良、池間、
長浜。エーグ［e:gu］（歌）多良間。
　ガ行イ段音にはカ行イ段音と並行的に口蓋化を起こす方言と口蓋化の起きない方言が
認められる。例.パギｳ［pag ïz ］（足＜脛＞）平良、長浜、多良間；ハジｳ［haƱï］（足＜脛＞）
池間。フギｳ［fug ïz ］（釘）平良、多良間；フジｳ［fuƱï］（釘）池間、カニふジｳ［kanifuƱï］
（鉄釘）長浜。ムギｳ［mug ïz ］（麦）平良、多良間；ムジｳ［muƱï］（麦）池間、長浜。
　大神方言は次に例示するように、体系的に清音（無声子音）と濁音（有声子音）の区
別を失いつつあり、その点では琉球方言の中でも特異な方言といえる。
　例.［kakam㷧］（鏡）。［pakï］（足、脛）。［kUkim㷧］（漕ぐ）。［kukï］（釘）。［p ïs ki］（鬚）。
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［kati］（風）。［mikï］（水）。［tin］（銭）。［tU:］（尾）。［pïtaï］（左）。［sapï］（錆）。
［pakakam㷧］（若い）。［pata］（腹）。［pak ïs miki］（湧き水）。［passïm㷧］（忘れる）。［putu］
（夫）。
　しかし、限られた語彙及びC１V１RV１＞C２C２V２（C１＝無声子音ならばC２＝無
声子音①、C１＝有声子音ならばC２＝有声子音②、ただし①②のV＝狭母音）という、
特定の音韻同化現象を起こす音声環境では清濁の区別が化石的に保存されている。
　例.［pakï］（剥ぐ）；［pak ïs ］（吐く）、［m㷧 kï］（右）；［m㷧 k ïs ］（道）＝g；k
［maffa］（枕）、［ffakam］（暗い）、［ffu］（黒い） …………………………①
［avva］（油）、［avvi］（炙る）、［kavvi］（被る）［tavvi］（手繰り） ……②
③　サ行子音音素／s／について
　サ行音は、平良方言では国語と同じくア段では歯茎摩擦音の［s］に調音され、順次［sa
（ア段）、sï（イ段）、sï（ウ段）、ʃi（エ段）、su（オ段）］のように調音されるが、多良間
方言では開拗音が発達しており、［ʃa（ア段）、sï（イ段）、sï、ʃu（ウ段）、ʃi（エ段）、ʃu
（オ段）］のように調音される。室町時代国語のサ行音と通うものが認められる（『ロド
リゲス　日本大文典』土井忠生訳註、p.632）。
　例.［saki］（酒）平良、大神、池間、長浜、［ʃaki］（酒）多良間。［sak ïs ］（先）平良、
［satare:］（先）大神、［sa ï］（先）池間、長浜、［ʃak ïs ］（先）多良間。［sata］（砂糖）
平良、大神、池間、長浜、［ʃata］（砂糖）多良間。
　［sïda］（舌）平良、［sïta］（舌）長浜、多良間、［t’a:］（舌）池間。［sïma］（島）平良、
大神、池間、長浜、多良間。［sïsï］（裾）平良、池間、長浜。
　［sUsU］（裾）大神、［ʃuʃu］（裾）多良間。［sïm］（墨）平良、大神、池間、長浜、多
良間。［sïti ïz ］（捨てる）平良、［sïtim］（捨てる）大神、［sïti:］（捨てる）池間、［sïtiL］
（捨てる）長浜、多良間。
　［ʃindu:］（船頭）平良、池間、長浜、多良間、［ʃin］（線）大神。［ʃibaka ïz ］（狭い）
平良、［ʃipakam］（狭い）大神、［ʃibakaL］（狭い）長浜、［ʃibaʃa:L］（狭い）多良間。
　［su ïz ］（剃る）平良、［suri］（剃る）大神、［sui］（剃る）池間、［suL］（剃る）長浜、
［ʃuL］（剃る）多良間。［sudi］（袖）平良、池間、長浜、［suti］（袖）大神、［ʃudi］（袖）
多良間。
④　ザ行子音音素／z／について
　ザ行子音は、平良方言では国語と同じくア段では歯茎破擦音の［Ʊ］に調音され、順
次［Ʊa（ア段）、Ʊï（イ段）、Ʊï（ウ段）、Ʋi（エ段）、Ʊu（オ段）］のように調音されるの
が一般的であるが、多良間方言では［da（ア段）、Ʊï（イ段）、Ʊï（ウ段）、Ʊu、Ʋu（オ段）］
－ 123 －
のように調音される点が特徴的である。大神方言では清音濁音の区別が失われつつある
ため、ジ、ヂ、ズ、ヅの四つ仮名は［ti］に統合されている。
　また、大神方言の場合、イ段音の ｢シ｣ とウ段音の ｢ス｣ は［sï］に統合され、イ段
音の「チ」とウ段音の「ツ」は［k ïs ］に統合されているため、摩擦音と破擦音の区別は
保持されている。
　例.［aƱa］（兄）平良、長浜。［aƲa］（兄）多良間。［suƲa］（兄）池間。［sïta］（兄）大
神。［kaƱa］（匂）平良、長浜。［kaƲa］（匂）池間。［kada］（匂）多良間。［kata］（匂）
大神。［fuƱï］（籤）平良、長浜、多良間。［fuƲi］（籤）池間。［fukï］（籤）大神。［aƱï］
（味）平良、池間、長浜、多良間。［akï］（味）大神。［padzïma ïz ］（始まる）平良。
［paƱïmai］（始まる）池間。［paƱïmaL］（始まる）長浜、多良間。［buƱa］（叔父）平良、
長浜。［buƲa］（叔父）池間。［buda］（叔父）多良間。［buta］（叔父）大神。［Ʊï:］（地
面）平良、池間、長浜、多良間。［kï:］（地面）大神。［miƱï］（水）平良、池間、長浜、
多良間。［mikï］（水）大神。［uƱïm㷧］（埋める）平良、池間、長浜、多良間。［kiƱï］（傷）
平良、長浜、多良間。［kikï］（傷）大神。［sïƱï:］（硯）平良、長浜。［sïƱïri］（硯）池間。
［sïƱïL］（硯）多良間。［ ïƱïm］（太鼓＜鼓＞）平良、長浜、多良間。［kaƲi］（風）平良、
長浜。［kadi］（風）池間、多良間。［kati］（風）大神。［Ʋin］（金＜銭＞）平良、長浜、
多良間。［din］（金＜銭＞）池間。［tin］（金＜銭＞）大神。［kuƱu］（去年＜こぞ＞）平
良、長浜。［kuƲu］（去年）池間、多良間。［kutu］（去年＜こぞ＞）大神。
⑤　ツァ行子音音素／c／について
　ツァ行音は、歯茎破擦の無声子音［ ］に母音や半母音が結びついて形成された拍で
ある。これは、［t］や［k］が後続する、あるいは直前の狭母音［i］によって口蓋化さ
れてたものであることが次に示す語例によって知ることが出来る。
　例.［itsa］（板）平良、長浜。［itʃa］（板）池間。［ita］（板）大神。［a a］（明日）平良、
長浜。［atʃa］（明日）池間。［ata］（明日）大神。［na ï］（夏）平良、池間、長浜、多良間。
［nakï］（夏）大神。［fu ï］（口）平良、池間、長浜、多良間。［fukï］（口）大神。
　［ ïk ïs ］（月）平良、多良間。［ ï ï］（月）池間、長浜。
⑥　タ行子音音素／t／について
　タ行子音は国語とほぼ同様の無声歯茎破裂音［t］で調音される。そして、その有声音
がダ行の［d］である。平良方言の場合、［ta］（ア段）、［ ï］（イ段）、［ ï］（ウ段）、［ti］
（エ段）、［tu］（オ段）のように調音され、イ段、ウ段において次のように破擦音化する
が、大神方言では、イ段のチ、ウ段のツは［k ïs ］となる点特異である。
　例.［taki］（竹）平良、池間、長浜、多良間。［tab ïz ］（旅）平良、長浜。［tabi］（旅）
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池間。［tabï］（旅）多良間。［ta:ra］（俵）平良、池間、長浜、多良間。［ita］（板）大神。
［sïda］（舌）平良。［t’a:］（舌）池間。［sïta］（舌）長浜、多良間。［sïta］（舌）大神。
［aka ï:］（血）平良、池間、長浜、多良間。［akakï］（血）大神。［ ï:］（乳）平良、池間、
長浜、多良間。［k ïs :］（乳）大神。［ ïkaka ïz ］（近い）平良、池間。［ ïkakaL］（近い）
長浜。［ ïkaʃa:L］（近い）多良間。［k ïs kakam㷧］（近い）大神。［ ïk ïs ］（月）平良、多良
間。［ ï ï］（月）池間、長浜。［k ïs k ïs su］（月）大神。
⑦　ダ行子音音素／d／について
　ダ行音は国語とほぼ同様に調音される［d］である。平良方言の場合、タ行音と並行
的に［da］（ア段）、［Ʊï］（イ段）、［Ʊï］（ウ段）、［Ʋi］（エ段）、［Ʊu］（オ段）のように調
音されるが、大神方言は清音と濁音の区別が失われているため、ダ行音が清音のタ行音、
またはカ行音に統合して、［ta］（ア段）、［kï］（イ段）、［kï］（ウ段）、［ti］（エ段）、［tu］
（オ段）となり、平良方言と規則的に対応している。平良方言のダ行音がイ段、ウ段に
おいて口蓋化して［Ʊï］となるのに対し、大神方言では軟口蓋化音の［kï］となる点特
異である。
　例.［dak ïs ］（抱く）平良、多良間。［da ï］（抱く）池間。［dafu］（抱く）長浜。［juda］
（枝）平良、池間、長浜、多良間。［juta］（枝）大神。［Ʊï:］（文字）平良、池間、長浜、
多良間。［kï:］（文字）大神。［aƱï］（味）平良、池間、長浜、多良間。［akï］（味）大神。
［aƱïki ïz ］（預ける）平良。［aƱïki］（預ける）池間。［aƱïkiL］（預ける）長浜、多良間。
［miƱï］（水）平良、池間、長浜、多良間。［mikï］（水）大神。［udi］（腕）平良、池間、
長浜、多良間。［uti］（腕）大神。［sudi］（袖）平良、池間、長浜。［ʃudi］（袖）多良間。
［duru］（泥）平良、池間、長浜、多良間。［turu］（泥）大神。［kadu］（角）平良、池間、
長浜、多良間。［katU］（角）大神。［dusï］（友）平良、池間、長浜、多良間。［tusï］（友）
大神。
⑧　ラ行子音音素／r／について
　ラ行音は、平良方言では国語とほぼ同様の弾き音［r］に調音されるが、母音i,u,eに結
びつく際には［r］が脱落して、［ra］（ア段）、［ ïz ］（イ段）、［ ïz ］（ウ段）、［i］（エ段）、
［ru］（オ段）のように調音される。長浜方言や多良間方言では、これらの音声環境にお
いて、法則的にそり舌側面摩擦音［L］となる点が特異である。
　例.［tura］（虎）平良、長浜、多良間、大神。［tora］（虎）池間。［mura］（村）平良、
池間、長浜、多良間、大神。［garasa］（烏）平良、池間、長浜。［garaʃa］（烏）多良間。
［karasa］（烏）大神。［ka ïz ］（借りる）平良。［kai］（借りる）池間。［kaL］（借りる）
長浜、多良間。［kariru］（借りる）大神。［tu ïz ］（鳥）平良。［tui］（鳥）池間。［tuL］
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（鳥）長浜、多良間。［tuL］（鳥）大神。［u: ïz ］（瓜）平良。［ui］（瓜）池間。［uL］（瓜）
長浜、多良間。［uL］（瓜）大神。［ju ïz ］（夜）平良。［jui］（夜）池間。［junai］（夜）長
浜。［june:ŋ］（夜）多良間。［ju ïz ］（夜）大神。［pu ïz ］（掘る）平良。［hui］（掘る）池
間。［puL］（掘る）長浜、多良間。［pUri］（掘る）大神。［kari ïz ］（枯れる）平良。
［sari:］（枯れる）池間。［kariL］（枯れる）長浜、多良間。［karim㷧 ］（枯れる）大神。
［kui］（これ）平良、池間。［kuri］（これ）長浜、大神。［kuL］（これ）多良間。［duru］
（どろ）平良、池間、長浜、多良間。［turu］（泥）大神。［iru］（色）平良、池間、長浜、
多良間、大神。
　また、ラ行音は狭母音［i］［u］に続く音声環境では次のように規則的な進行同化現象
（progressiv assimilation）をおこす。
　例.［maffa］（枕）平良、池間、長浜、多良間、大神。［ffaka ïz ］（暗い）平良。［ffakai］
（暗い）池間。［ffakam㷧］（暗い）長浜、大神。［ffaʃa:L］（暗い）多良間。［mussu］（筵）
平良、池間、長浜、多良間。［mussU］（筵）大神。［ssam㷧］（虱）平良、池間、長浜、多
良間、大神。［avva］（油）平良、池間、長浜、多良間、大神。［vva］（君）平良、池間、
長浜、多良間、大神。［tavvi］（手繰る）大神。
　大神方言で、［avva］（油）、［tavvi］（手繰る）などの音韻現象がみとめられること
は、清音と濁音が完全に統合していないことの証拠となる。
⑨　ふァ行子音音素／f／について
　ふァ行子音は下唇と上歯で調音される無声唇歯摩擦音の［f］で、宮古諸方言の代表的
な、特徴ある子音音素である。国語のカ行ウ段音ク［ku］に対応する音韻で、カ行子音
の［k］が円唇性の母音［u］と結びつくことにより［fu］が生成されたものと解釈され
る。このふァ行ウ段音にラ行音が続くと融合変化して､［ffaka ïz ］（暗い）＜平良方言＞
のような進行同化の音韻現象が起きることは２.１.３の⑧で述べた。
　例.［fusa］（草）平良、池間、長浜、多良間。［ffa］（草）大神。［fusaka ïz ］（臭い）平良。
［fusakai］池間。［fusakaL］（臭い）長浜。［fuʃaʃa:L］（臭い）多良間。［ffakam］（臭い）
大神。［fusu ïz ］（薬）平良。［fusi］（薬）池間。［fuʃuL］（薬）長浜、多良間。［ffu:］（薬）
大神。［fusï］（櫛）平良、池間、長浜、多良間。［ffu］（櫛）大神。
⑩　ヴァ行子音音素／v／について
　ヴァ行子音［v］の調音点は、［f］と同様、唇歯摩擦音であり、有声子音という弁別的
特徴でもって［f］と対立する。平良方言の場合、国語のバ行ウ段音ブ［bu］に対応す
るが、大神方言ではガ行ウ段音［gu］に対応しており、カ行ウ段音［fu］にラ行音が続
く際の音韻同化現象と完全に並行的な音韻現象を示している。これは、大神方言に無声
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と有声の対立が化石的に存在することを立証するものと考えられる。平良方言や長浜方
言、多良間方言にも［v］が国語のガ行ウ段音グ［gu］に対応する語例が散見される。
　例.［avva］（油）平良、池間、長浜、多良間、大神。［kav］（被る）平良、長浜。［kau］
（被る）池間。［kavvi］（被る）多良間、大神。［tavvi］（手繰る）大神。［to:vva］（倉、
炊事場）多良間。［tiv］（投げる）池間、長浜。［kuv］（漕ぐ）長浜。［kuvva］（脹脛、
コムラ、コブラ）平良、池間、長浜、多良間。
⑪　パ行子音音素／p／について
　パ行子音［p］は、国語のハ行子音に対応するものである。これは宮古・八重山諸方
言と沖縄北部諸方言の大きな特徴であり、沖縄本島南部諸方言と大きく対立する音韻現
象である。なお［p］音は奄美方言の一部にも残っており、琉球文化圏において文化の
中心地首里より遠く離れた辺境の地に［p］が分布する、一種の周圏論的分布を示すこ
とになる。ハ行子音は、漢字資料の『使琉球録』（陳侃、1535年）では、「罷、布、比、不、
庇」のようにすべて声母pの漢字が用いられているから、当時の琉球語の「ハ行清音」
の子音が、［㸐］でなく［p］であったことがわかる（「日本祖語について」服部四郎）と
いうから、15世紀以前の琉球語諸方言のハ行子音はすべて［p］であったと考えられる。
宮古諸方言では［pa］（ア段）、［p ïs ］（イ段）、［fu］（ウ段）、［pi］（エ段）［pu］（オ段）
のように調音される。但し池間方言では［ha、hi～ʃi、fu、pi、hu］と調音され、エ段
において［p］音が残る点が特徴的である。
　例.［pana］（花）平良、池間、長浜、多良間、大神。［pani］（羽）平良、池間、長浜、
多良間、大神。［p ïs ka ïz ］（光る）平良。［hikai］（光る）。［p ïs kaL］（光る）長浜、多良間。
［p ïs kaïm㷧］（光る）大神。［p ïs tu］（人）平良、池間、長浜、多良間、大神。［funi］（船）
平良、池間、長浜、多良間。［funi］（船）平良、池間、長浜、多良間、大神。［fukuru］（袋）
平良、池間、長浜、多良間、大神。［pi:］（屁）平良、池間、長浜、多良間、大神。
　［pina ïz ］（減る）平良。［pinai］（減る）池間。［pinaL］（減る）長浜、多良間。
［pinaïm㷧］（減る）大神。［puni］（骨）平良、長浜、多良間、大神。［huni］（骨）池間。
［pu:］（穂）平良、長浜、多良間。［pU:］（穂）大神。［hu:］（穂）池間。
⑫　バ行子音音素／b／について
　バ行子音の［b］は音声的には両唇破裂音で、現代国語と同じであるが、奈良時代中
央語のワ行音に対応するものである。これは宮古・八重山諸方言に共通する一般的な音
韻現象である。古代日本語ワ行音の［w］が宮古・八重山諸方言の［b］に音韻変化した
とする、内間直仁氏を初め、諸氏の優れた説がある（『国語学』第55巻２号）。
　例.［bakaka ïz ］（若い）平良。［bakakai］（若い）池間。［bakakam］（若い）長浜、大
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神。［bakaʃa:L］（若い）多良間。［baki ïz ］（分ける）平良。［baki:］（分ける）池間。
［bakiL］（分ける）長浜、多良間。［paki:ru］（分ける）大神。［b ïz :］（座る）平良、長浜。
［bi:］（座る）池間。［b ïz :L］（座る）多良間。［pim㷧］（座る）大神。［bju: ïz ］（酔う）平良、
長浜。［bju:］（酔う）池間。［bi:fuʃa:ri:ŋ］（酔わない）多良間。［pi:tu　u ïz ］（酔ってい
る）大神。［ibi ïz ］（植える）平良。［ibi:］（植える）池間。［ibiL］（植える）長浜、多良
間。［ipiru］（植える）大神。［bu ïz ］（折る）平良。［bui］（折る）池間。［buL］（折る）
長浜、多良間。［puïm］（折る）大神。［butu］（夫）平良、池間、長浜、多良間。［putu］
（夫）大神。［bikidum］（男）平良、長浜、多良間。［bikiduŋ］（男）池間。［pikitum㷧］
（男）大神。［buƱa］（叔父）平良、長浜。［buƲa］（叔父）池間。［buda］（叔父）多良間。
［puta］（叔父）大神。
⑬　マ行子音音素／m／について
　宮古諸方言のマ行音［m］は国語とほぼ同様、両唇破裂の通鼻音であり、［ma］（ア
段）、［mi／N、m］（イ段）、［mu／N］（ウ段）、［mi］（エ段）、［mu／m］（オ段）のよう
に調音される。
　なお、マ行イ段、ウ段における［mi］、［mu］は次に示す例のように、母音が脱落し
て拍音素／N／になることも認められるが、大神方言ではイ段において成節的子音［m㷧］
となるなど、琉球方言の中でも特異な音韻現象といえる。
　例.［mai］（前）平良、池間、長浜、多良間。［maukɛ:］（前）大神。［mak ïs ］（蒔く）
平良、多良間。［mafu］（蒔く）池間。［ma ï］（蒔く）長浜。［mak ïs m］（蒔く）大神。
　［ŋg ïz ］（右）平良。［n ï］（右）池間、長浜。［mi:gï］（右）多良間。［m㷧 kï］（右）大
神。［miƱï］（水）平良、池間、長浜、多良間。［mikï］（水）大神。［m ï］（道）平良、
池間、長浜、多良間。［mk ïs ］（道）大神。［ŋkja:ŋ］（昔）平良、池間、長浜、多良間。
［kja:m］（昔）大神。［mug ïs ］（麦）平良、多良間。［muƱï］（麦）池間、長浜。［mug ïz ］
（麦）平良。［mukï］（麦）大神。［mussu］（筵）平良、池間、長浜、多良間。［mussU］
（筵）大神。
　［mi:］（目）平良、池間、長浜、多良間、大神。［jumi］（嫁）平良、池間、長浜、多
良間、大神。［imi］（夢）平良、池間、長浜。［m㷧 ni］（胸）多良間。［imi:］（夢）大神。
　［m㷧 u ï］（持つ）平良、池間、長浜、多良間。［muk ïs m㷧］（持つ）大神。［munu］（物）
平良、池間、長浜、多良間。［mUnU］（物）大神。［m㷧 :］（芋）平良、池間、長浜、多良間、
大神。［kam㷧］（神）平良、池間、長浜、多良間、大神。［im㷧］（海）平良、池間、長浜、
多良間、大神。［m㷧 ï］（道）平良、長浜、多良間。［m㷧 k ïs ］（道）大神。
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⑭　ナ行子音音素／n／について
　宮古諸方言のナ行子音の［n］は国語とほぼ同様、歯茎破裂の通鼻音であり、［na］（ア
段）、［ni／N］（イ段）、［nu／N］（ウ段）、［ni］（エ段）、［nu］（オ段）のように調音さ
れる。マ行音と同様、イ段とウ段において母音が脱落し、次に例示するように拍音素／
N／を形成する点が特徴的である。
　例［nai］（苗）平良、池間、長浜、多良間。［nak ïs ］（鳴く）平良、多良間。［na ï］（鳴
く）池間。［nafu］（鳴く）長浜。［nak ïs m㷧］（鳴く）大神。［na ï］（夏）平良、池間、長
浜、多良間。［nak ïs ］（夏）大神。
　［ŋgjaka ïz ］（苦い）平良。［ŋgjakai］（池間）。［ŋgjakaL］（苦い）長浜。［ŋgjaʃa:L］
（苦い）多良間。［ŋkɛ:kam］（苦い）大神。［ni: ïz ］（煮る）平良。［ni:］（煮る）池間。
［ni:L］（煮る）長浜、多良間。［nim㷧］（煮る）大神。［ŋ:ka ïz ］（似る）平良。［n:sakai］（似
る）池間。［n:kaL］（似る）長浜。［ŋʃa:L］（似る）多良間。［nititU:ï］（似ている）大神。
　［ŋka］（糠）平良、長浜。［puki］（池間）。［m㷧 ka］（糠）大神。［nunu］（布）平良、
池間、長浜、多良間、大神。［nu ïz ］（塗る）平良。［mami:］（塗る）池間。［nuL］（塗る）
長浜、多良間。［nuïm㷧］（塗る）大神。
　［ni:］（根）平良、池間、長浜、多良間。［nipa:ï］（根）大神。［ni ï］（熱）平良、池間、
長浜、多良間。［nik ïs ］（熱）大神。
　［nukug ïz :］（鋸）平良、多良間。［nukuƱï:］（鋸）池間、長浜。［nUkUkï:］（鋸）大神。
［nu:ʃi ïz ］（乗せる）平良。［nu:ʃi:］（乗せる）池間。［ni:ʃiL］（乗せる）大神。［num㷧 ］
（蚤）平良、長浜、多良間。［nuŋ］（蚤）池間。［nUm㷧］（蚤）大神。カン［kaŋ］（蟹）
平良、池間、長浜。
⑮　無声無気喉頭化音について
　筆者等は、伊良部町長浜方言や池間方言には限られた音声環境において、無声無気喉
頭化音が化石的に存在することを『琉球宮古諸島方言基礎語彙の総合的研究』で確認し
た。第一拍が無声化して脱落した結果、第二拍の頭子音が無気喉頭化して生成されたも
ので、与那国方言の無気喉頭化に繋がる音韻現象として注目される。
　例．くチｳギー［k’u ïgi:］（福木）。ちー［tʃ’i:］（着て。切って）。ちャン［tʃ’an］（着な
い）。たチｳ［t’a ï］（叩く）池間方言。つァン［ ’an］（着ない。釣らない）。たル［t’aL］
（来た）。ちャール［tʃ’a:L］（着てある。釣ってある）長浜方言。
２.２　宮古諸方言のアクセント
　宮古諸方言のアクセントは、従来の研究では、アクセントの型意識のない無アクセント
とするか、各類のアクセントが統一された一型アクセントとして扱うのが一般であった。
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それが平山輝男氏の詳細な調査研究により、有型アクセントの存することが知られるよう
になり、それぞれ次のように分析された。
⑴　 有型アクセント地域…平良市狩俣、同大浦、同西原、下地町、上野町、城辺町の諸
方言、池間島、伊良部町佐良浜、同国仲、多良間島
⑵　 一型アクセントと無アクセント、中間的アクセント地域…平良市東・西仲宗根、下
地町来間島
⑶　 無（崩壊）アクセント地域…平良市大神島、多良間村水納島
　語類別の分かれ方をもとに、二拍名詞のアクセントを分類すると、多良間式方言グルー
プ（多良間、上地、上野、城辺、友利、保良）が（１・２類）対（３・４・５類）に別れ、
池間式方言グループ（池間、佐良浜、西原、大浦、島尻、狩俣、与那覇）が（１・２・３類）
対（４・５類）に分かれるという。これを表示すると次のようになる。
多良間（仲筋）方言アクセント（２拍語）
拍 語類別 音韻論的解釈 反省的型 アクセント節例
???
１類
○○
○○ ami（飴）、usï（牛）、pana（鼻） ⑴
２類 ○● iʃi（石）、pa:（葉）、pïtu（人） ⑵
３類
○○ ●○
pa┐na（花）、ja┐ma（山）、ti┐:（手） ⑶
４類 i┐ki（息）、u┐sï（臼）、ta┐ni（種） ⑷
５類 ka┐gi（陰）、ku┐v（蜘蛛）… ⑸
池間方言アクセント（２拍語）
拍 語類別 音韻論的解釈 反省的型 アクセント節例
???
１類
２類
３類
○○
○●
●○
a┌mi（飴）、u┌sï（牛）、ha┌na（鼻）、fu┌ ï（口）
tu┐i（鳥）、ki┐:（毛）＜１＞、i┌sï（石）、hi┌tu
（人）pa┐:（葉）＜２＞、ha┌na（花）、ja┌ma（山）、
ti┐:（手）、i┐ŋ（犬）＜３＞
４類
○○ ○○
i ï（息）、usï（臼）、tani（種）＜４＞
kagi（蔭）、ku:（蜘蛛）＜５＞５類
（『琉球宮古諸島方言基礎語彙の総合的研究』平山輝男編、桜楓社）
２.３　宮古諸方言の文法
　宮古諸方言の文法について、平良方言を中心にして可能な限り池間方言、長浜方言、多
良間方言、大神方言などの周辺方言と関連付けながら述べることにする。
°¯±
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２.３.１　代名詞
　宮古諸方言の代名詞を国語の代名詞と対照させた示すと次のように整理される。
奈良時代中央語 平良方言 池間方言 長浜方言 多良間方言 大神方言
?????
自称 単数 ba、baŋ ba、baŋ ba、baŋ ba、baŋ a、aŋ
複数 banta banti banti anta anta
対称 単数 vva vva vva vva vva
複数 vvata vvadu vvadu vvata vvata
他称 単数 kai kai kari kaL uri
複数 kaita kunukja kanukja kaŋki urita
?????
近称 単数 kui kui kuri kuL uri
複数 kuita kuikja kunukja kaŋki urita
中称 単数 ui ui uri uL uri
複数 uita uikja unukja uŋki urita
遠称 単数 kai kai kari kaL kari
複数 kaita kaikja kanukja kaŋki karita
不定称 単数 nƲi idi iƲi ndi nti
複数 nƲita inukja iƲinagi ndita
　平良方言の二人称代名詞、ッヴァガ　ヤー［vvaga　ja:］（君の家）のッヴァ［vva］が
奈良時代中央語の「おれ＜汝・己＞」に対応することは「語音翻訳」（『海東諸国紀』申叔
舟著、1501、田中健夫訳注）に［’ura］（汝）が認められること、西表祖納方言に［㷊ura］（あ
なた）が認められることからも確認される。「語音翻訳」の［’ura］（汝）は首里方言であ
る。『図説琉球語辞典』によれば、喜界島や沖永良部島にも［ura］（あなた）が点在して
分布しているし、八重山の近世歌謡「トｳバラーマ節」にも「ウラ（あなた）」が認められ
るから、古くは琉球全域に分布していたものと解釈される。奈良時代中央語の「おれ」系
統の語が九州地方でオラと訛って琉球に入ったものが三母音化によって［㷊ura］に転訛
し、それが宮古方言の音韻法則に従って、更にッヴァ［vva］と激しく再転訛したものと
考えられる。指示代名詞「こ、そ、あ、ど」の体系は上の表に示したように、総じて宮古
諸方言にも認められる。
２.３.２　動詞
　動詞は、主として時間の経過の中で物事の動作や作用を認識し、叙述する単語と言われ
ている。普通、「何が（どう）する」のように、叙述内容をまとめ上げ、断定や疑問、感動、
訴え、呼びかけなどの陳述を文の形で表現するが、その際、文の切れ続きによって語形替
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変（活用）を起こす。宮古方言の場合、文が終止して陳述を表す場合、また更に用言や体言、
その他に続いて連用再展叙、連体再展叙する際に下接する接辞や形式等を分析することに
よって次の諸活用形を認めることができる。これは宮古諸方言にも適用することができる
と考えられる。ここでは平良方言の活用例を示す（注９）活用表では［ ïs ］、［ ïz ］を便宜上［ï］
と表記し、-は続く形、.は言い切りの形を表す。
（平良方言の活用表）
書く 漕ぐ 洗う 押す 待つ 飛ぶ 飲む 取る 眠る 有る
志向形 kaka. kuga. araa. usa. mata. tuba. numa. tura. nivva. ara.
未然形 kaka- kuga- araa- usa- mata- tuba- numa- tura- nivva- ara-
連用形 kakï- kugï- aro:- usï- matʃi- tubï- num- tuï- nivv- aï-
接続形 kaki- kugi- arai- uʃi- matʃi- tubi- numi- turi- nivvi- ari-
終止形 kakïm. kugïm. aro:m. usïm. ma ïm. tubïm. num. tuïm. nivvm. aïm.
連体形 kakï- kugï- aro:- usï- ma ï- tubï- num- tuï- nivv- aï-
已然形 kaki- kugi- arai- uʃi- matʃi- tubi- numi- turi- nivvi- ari-
命令形 kaki. kugi. arai- uʃi. matʃi. tubi. numi. turi. nivvi. ari.
居る 死ぬ 起きる 植える 為る 来る
志向形 ura. sïna. uki. ibi. su:. ku:.
未然形 ura- sïna- uki- ibi- su:- ku:-
連用形 uï- sïN- uki- ibi- ssï- kïsï-
接続形 uri- sïni- uki- ibi- ʃʃi- kïʃi-
終止形 uïm. sïN. ukiïm. ibiïm. ssïm. kïsïm.
連体形 uï- sïN- ukiï- ibiï- ssï- kïsï-
已然形 uri- sïni- ukiri- ibiri- ʃʃi- kïʃi-
命令形 uri. sïni. ukiru. ibiru. ssu. ku:
　以上の動詞の活用例をまとめると、次のようにⅠ型、Ⅱ型、Ⅲ型、Ⅳ型、Ⅴ型、Ⅵ型、
Ⅶ型の活用形の型を認めることが出来る。
志向形 未然形 連用形 接続形 終止形 連体形 已然形 命令形
Ⅰ型（書ク） a. a- ï- i- ïm． ï- i- i．
Ⅱ型（飲む） a. a- ’- i- ’. ’- i- i.
Ⅲ型（洗ウ） aa． aa- o:- ai- o:m． o:- ai- ai．
Ⅳ型（眠る） a. a- ’- i- ’m. ’- i- i.
Ⅴ型（死ヌ） a． a- N- ni- N． N- ni- ni．
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Ⅵ型（起キル） i． i- i- i- ïm． iï- iri- iru．
Ⅶ型（為ル） u． u- ï- i- ïm． ï- i- u．
　各活用形の文例を示す。
志向形。そのままの形で、またはdi（～しよう）がついて意思、勧誘の意を表す形。
ズー　アトｳ　イチジカン　シｳチｳカー　イカ［Ʊuː　atu　itʃiƲikan　sï ïka:　ika］（さ
あ、あと一時間したら行こう）
未然形。打ち消しのN（～ない）、dja:N（～まい。～ない）、iï（れる）、raiï（～られる）、
sïmi（～させる）などの助動詞がつく形。
カカデャーン［kakadja:ŋ］（書かない）
カマヌ　ピシガミ　クガシｳミル［kamanu piʃigami kugasïmiru］（向こうの干瀬まで漕
がせろ）
連用形。パジｳミイｳ［paƱïmiï］（～はじめる）。ウイｳ［uï］（居る）、ウキｳ［ukï］（～置く）、
busu（～たい＜希望＞）、kaniï（～かねる。～できない）、taï（～た＜過去＞）などの
用言や助動詞がついてテンス、アスペクト、ムードを表す形。
ジｳーユバ　カキｳパジミイｳ［Ʊï:juba　kakïpaƲimiï］（字を書き始める）
キューヤ　マーチｳキ　カキタイｳ［kju:ja　ma: ïki　kakïtaï］（今日は一緒に書いた）
アミヌ　ふイｳタイｳ［aminu　fuïtaï］（雨が降った）
接続形。uï（～居る）、aï（～ある）、ウキｳ［ukï］（～置く）、ミーイｳ［mi:ï］（～みる）な
どがついて動作の継続進行、状態の継続等のアスペクト、試み等を表す形。
ンナマドｳ　カキ（ー）　ウイｳ［nnamadu kaki: uï］（今＜ぞ＞書いている）
ジｳーユバ　カキ（ー）　ミーイｳ［Ʊï:juba　kaki（:）mi:ï］（字を書いてみる）
タカヌドｳ　ビジウイｳ［takanudu　biƲiuï］（鷹が止まって＜座って＞いる）
終止形。強く言い切る形。終助詞do:（よ）、sai（ます）などが付いて言い終る形。
バー　ジーユ　カキｳむ［ba:　Ʊï:ju　kakïm］（私は字を書く）
クリマイ　カキｳンドー［kurimai　kakïndo:］（これも書くぞ）
連体形。体言、形式名詞［paƱï］（はず）。na（～な＜禁止＞）、gami（～まで）などの助
詞が付く形。係助詞du（ぞ）、ガ（か）を受けて結びとなる形。
カキｳ　クトｳヌドｳ　アイｳ［kakï　kutunudu　aï］（書くことがある）
キューマイ　カキｳ　パジｳ［kju:mai　kakï　paƱï］（今日も書くはずだ）
フンヌ　ミーガチｳン　ムヌ　ふォーナ［㸐unnu　mi:ga ïn　munu:　fo:na］（本を見な
がらものを食べるな）
ッヴァガドｳ　カキｳ［vvagadu　kakï］（君が＜ぞ＞書く）
ノーユガ　カキｳ［no:juga　kakï］（何をか書く。何を書いているのか）
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ジｳーマイ　カキｳナ［Ʊïi:mai　kakïna］（字も書くな）
アンチドｳ　カキｳナー［antʃidu　kakïna:］（そのように＜ぞ＞書くのか）
已然形。ba（～ば＜確定条件＞、順接）、bamai（～ても＜条件＞逆接）などの接続助詞が
ついて、再展叙する形。
バガ　イキバマイ　ヤーンナ　ミーッタむ［baga ikibamai ja:nna mi:ttam］（私が行っ
たけど家には居なかった）
アツァ　ヤーン　ウイバ　アシｳピｳガ　クーヨー［a a: ja:ŋ uiba asïpïga ku:jo:］（明日
は家にいるから遊びに来いよ）
命令形。そのままの形、及び終助詞jo:（よ）がついて命令の意味を表す言い切りの形。
マサガン　ミーッティカラ　ムヌー　イラビ［masagam　mi:ttikara　munu:　irabi］
（よく＜正しく＞見てからものを選べ）
ジョージン　ショー　ヌバシッティカラ　カキヨー［Ʋo:Ʋiŋ　ʃo:　nubaʃittikara　
kakijo:］（よく＜上手に＞皺を伸ばしてから書けよ）
２.３.３　形容詞
　宮古方言の形容詞は「語幹＋ク＋有り」から形成される、いわゆる「カリ活用」に対応
するものである。語構成上、沖縄本島方言の「語幹＋サ＋有り」系の語構造と異なる特徴
を有する。次に平良方言形容詞［takakaï］（高い）の活用を示すことにする。
未然形 連用形 接続形 終止形① 終止形②連体形 理由形 已然形 命令形
takak ara- aï-① ari- aï- am. aï- － ari（ai）- ari.
takaf － u-② － － － － － － －
takas － － － － － － anu- － －
接辞 ba
（たら）
-taï
（た）
-uï
（ており）
tidu
（といって）
言い切り munu
（もの）
～できない ba
（ので）
言い切り
bamai
（ても）
-naï
（なる）
-tti
（あって）
形容詞の用法
⑴　語幹用法
①　畳語の形で形容詞述語文を作る。
　 　カヌ　ヤマー　タカータカー［kanu　jama:　taka:taka:］（あの山は高い）（本永、
1994）
②　畳語の形で副詞的に用いられる。
　 　タカータカー　トｳビ［taka:taka:　tubi］（高く飛べ）（本永、1994）
－ 134 －
⑵　未然形
　 　タカカラバマイ　ヌーラディー［takakarabamai　nu:radiː］（高くても登る）（本永、
1994）
⑶　連用形①
　 　アチｳカイｳタイｳ［a ïkaïtaï］（暑かった）
⑷　連用形②
　 　タカふ　ナイｳ［takafu　naï］（高くなる）（本永､ 1994）
　 　タカッふァ　ニャーン［takaffa　nja:ŋ］（高くはない）
⑸　接続形
　 　カリャー　アカカリッティ　クリャー　ッフォッフ［karja:　akakaritti　kurja:　
ffo:ffu］（あれは赤くて、これは黒い＜黒く＞）
⑹　終止形①
　 　カリャー　タカカイｳ　ティドｳ　カーッタン［karja:　takakaï　tidu　ka:ttaŋ］（彼は
＜値段が＞高いといって買わなかった）（本永、1994）
⑺　終止形②
　 　タカカむ　コーナ［takakam　ko:na］（高い！、買うな）（本永、1994）
⑻　連体形
　 　タカカイｳ　ヤマ［takakaï　jama］（高い山）
　 　カヌ　ヤマヌドｳ　タカカイｳ［kanu　jamanudu　takakaï］（あの山が＜ぞ＞高い）
⑼　理由形
　 　アチｳサヌ　ナラン［a ïsanu　naranu］（暑くてたまらない＜ならない＞）（本永、
1994）
⑽　已然形
　 　タカカリバ（タカカイバ）　ヌーライン［takakariba（takakaiba）　nu:raiŋ］（高いの
で登れない＜登られない＞）
⑾　命令形
　 　キｳンナー　ヨーカリ　ピｳトー　ツーカリ［kïnna:　jo:kari　pïto:　 u:kari］（着物は
弱くあれ、人は強くあれ）（本永、1994）
２.３.４　助動詞
　平良方言の助動詞について簡単にのべると、次のようにまとめることができる。
　⑴ 　受身、可能の助動詞として、イイｳ［-iï］（れる）、ライイｳ［-raiï］（られる）が認め
られる。イイｳ［iï］（れる）は四段系動詞の未然形に、ライイｳ［-raiï］（られる）は一、
二段系動詞、カ変、サ変動詞の未然形に下接し、次のような活用形が認められる。
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志向形 未然形 連用形 接続形 終止形 連体形 已然形 命令形
iï（れる）－ i-N i-taï － iN iï-munu iï- ïka: iru
raiï（られる）－ rai-N rai-taï － raiN rai-munu rai- ïka: rairu
　⑵ 　使役の助動詞、シｳ［sï］（せる、させる＜す、さす＞）、シｳミイｳ［sïmiï］（しめる
＜しむ＞）は、四段系動詞の未然形に下接して次のような活用形が認められる。
志向形 未然形 連用形 接続形 終止形 連体形 已然形 命令形
sï（せる） sa-di sa- sï-tai － sï sï-munu ʃi- ïika: ʃi
sïmiï（させる）sïmi- sïmiN sïmi-taï － sïmiï sïmï-munu sïmiï- ïka: sïmiru
　⑶ 　過去や完了を表す助動詞、タイｳ［taï］（た＜たり＞）、ニャーン［nja:ŋ］（～てしまっ
た＜～てない＞）は、連用形に下接して次のような活用形が認められる。
志向形 未然形 連用形 接続形 終止形 連体形 已然形 命令形
taï（た） － － － － tam taï-kuto: tai-ba －
nja:ŋ（～てない）－ － nja:t-tam － -nja:N nja:m-munu nja:n-niba －
　⑷ 　打消しの助動詞、ン［N］（ない＜単純打消し＞）、ジャーン［Ʋa:ŋ］（～ない）、デャー
ン［dja:ŋ］（～まい＜打消し意志＞）には、次のような活用形が認められる。
志向形 未然形 連用形 接続形 終止形 連体形 已然形 命令形
N（ない） － － － － N N-munu － －
dja:ŋ（まい）－ － dana- － dja:ŋ
Ʋa:ŋ
－ da-kara －
　⑸ 　尊敬の助動詞に、サーイｳ［sa:ï］（なさる）、サマイｳ［samaï］（なさる）、マイｳ［maï］
（なさる）が認められる。
志向形 未然形 連用形 接続形 終止形 連体形 已然形 命令形
sa:ï（なさる） － － sa:-taï － sa:ï sa:ï-munu － sa:tʃi
samaï（なさる）－ － － － samaï samaï-munu － samatʃi
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２.３.５ 助詞
　平良方言を中心に助詞の種類と職能について、次のように簡単にまとめることができる。
２.３.５.１　格助詞
⑴　主語＜主格＞を表す助詞ガ［ga］（が）とヌ［nu］（が）について
　 　主語（主格）を表す助詞①ガ［ga］（が）と②ヌ［nu］（が）には、沖縄本島諸方言と
同様、次のような構文的な職能の違いが認められ、八重山諸方言との違いを示している。
　①　主語（動作主）を表す語が人名または人代名詞の場合、ガ［ga］（が）が下接する。
　　 　バガ　イカディ［baga　ikadi］（私が行く）
　②　主語を表す語が①以外の場合、ヌ［nu］（が）が下接する。
　　 　ダイヌ　タカカイバドｳ　カーイン［dainu takakibadu ka:in］（値段が高いので
＜高いから＞買えない＜買うことが出来ない＞）
⑵　連体助詞＜所有、所属＞ガ［ga］（の）が認められる。
　 　ッヴァガ　ムヌマイ　むーナ　チｳッふァイドｳ　ウイｳ［vvaga munumai m:na ïffaidu 
uï］（君のものまでも全部作られている）
⑶ 　動作の目的を表す助詞ガ［ga］（に）が認められる。これも八重山諸方言と異なる特
徴である。
　 　ワーチｳキヌ　カギふ　ナイｳチカー　イｳズ　トｳイガ　イカディナ［wa: ïkinu　
kagifu　naïtʃika:　ïzu　tuïga　ikadina］（天気がよくなったら魚を獲りに行こう）
⑷　連体助詞＜所有、所属＞ヌ［nu］（の）が認められる。
　 　カリャー　ピトｳヌ　ヤー［karja: pitinu ja:］（あれは他人の家だ）
⑸ 　動作の対象や目的を表す助詞ウ［u］（を）は、上接語の末尾の音節構造により、種々
の融合変化を起こす。これも宮古諸方言の特徴の一つである。
　①　／CV／構造で、末尾母音が［i］の場合、口蓋化して／Cju／となる。
　　　例、kami＋u（を）→kamju:（亀を）、saki＋u（を）→sakju:（酒を）
　② 　／CVV／構造で、末尾母音が［i］、［u］の場合、助詞［u］が口蓋化されて［ju］と
なる。
　　 　例、ki:＋［u］（を）→ki:ju（木を）、kui＋［u］（を）→kuiju（声を）、Ʊu:＋［u］
→Ʊu:ju（尾を）
　③　 ／CVV／構造で、末尾音が［ï］の場合、直前の子音が有声子音であれば、助詞［u］
（を）は融合同化して［zu］となる。
　　　例、Ʊï:＋［u］（を）→Ʊï:zu（字を）、maï＋［u］（を）→maïzu（米を）
　④ 　／CV／構造で、末尾音が［ï］の場合、直前の子音が有声子音であれば助詞［u］（を）
は［zu］、無声子音であれば助詞［u］は［su］となる。
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　　　例、fugï＋［u］（を）→fugïzu（釘を）、ikï＋［u］（を）→ikïsu（息を）
　⑤ 　上接語の末尾音が成節的子音［m］、［n］、［v］の場合、連声現象を起こして、それ
ぞれ［mmu］、［nnu］、［vvu］となる。
　　 　例、pasam＋［u］（を）→pasammu（鋏を）、in＋［u］（を）→innu（犬を）、juv
＋［う］（を）→juvvu（粥を）
⑹　動作の行われる場所、対称、相手を表す格助詞ン［n］（に）が認められる。
　 　例、チｳクイヌ　パナン　ウチｳキｳ［tsïkuinu　panan　u ïkï］（机の上に置く）
⑺　共同格の助詞トｳ［tu］（と）が認められる。
　 　例、ッヴァトｳ　マーチｳキ　イキｳタイｳヌー［vvatu　ma: ïki　ikïtaïnu:］（君と一緒
に行ったかね）
⑻　方向を表す格助詞ンカイ［ŋkai］（へ）が認められる。
　 　例、ピｳサランカイ　イカジャーンナ［pïsaraŋkai　ikaƲa:nna］（平良へ行かないか）
⑼　起点、原因、手段を表す格助詞カラ［kara］（から）が認められる。
　 　例、クマカラ　カキバドｳ　ゾーカイｳ［kumakara　kakibadu　Ʊo:kaï］（ここから書
いたほうがよい）
⑾　手段、原因、理由を表す助詞シー［ʃi:］（で）が認められる。
　 　例、インピチｳシー　ジｳーズ　カキｳ［impi ïʃi:　Ʊï:zu　kakï］（鉛筆で字を書く）
２.３.５.２　準体助詞
　用言や他の語について、体言相当の職能を持つ助詞として、ス［su］（の。もの）が認
めれる。これに、とりたての係助詞ヤ［ja］（は）が下接すると、ソー［so:］（～のは）と
なる。
　例、バガ　プシｳカイソー　クイ［baga pusukaiso: kui］（私が欲しいのはこれだ）
２.３.５.３　副助詞
　体言や用言などに下接して、上接語の意味内容を限定する特徴的な助詞として、ガミ
［gami］（まで）、チャーナ［tʃa:na］（だけ、しか）が認められる。
⑴ 　ガミ［gami］（まで）、上接語の意味（時間や空間、もの、事柄）を修飾限定する。サ
ンジガミ　ヤチカー　バンヌマイ　イカイドｳ　シｳー［sanƲigami　jatʃika:　bannumai　
ikaidu　sï:］（三時までだったら私も行かれる＜時間限定＞）
⑵ 　チャーナ［tʃa:na］（だけ、しか）、上接語の動作を限定する。
　 　カリャー　シｳグトｳーマイ　シｳーダナシー　ニッヴィチャーナードｳ　ウイｳ［karja:　
sïgutu:mai　sï:danaʃi:　nivvitʃa:na:du　uï］（彼は仕事もしないで＜せずにして＞、寝て
ばかり＜眠りだけ＞している）
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２.３.５.４ 係助詞
⑴　とりたて強調の係助詞ヤ［ja］（は）
　　平良方言の係助詞ヤ［ja］は、上接語の音節構造によって種々の融合変化を起こす。
　①　／CV／構造で、末尾母音が［i］の場合、口蓋化して／Cja／となる。
　　　例、taki（竹）＋ja（は）→takja:（竹は）
　② 　／CV／構造で、末尾母音が［ï］の場合、直前の子音が有声子音の場合は［zaː］と
なり、無声の場合は［sa］となる。
　　 　例、asïbï（遊び）＋ja（は）→asïbïza:（遊びは）（多良間方言）、usï（牛）＋ja（は）
→ussa:（牛は）
　③　／CVV／構造で、末尾母音が［i］、［u］の場合、融合変化せず、［-ja］（は）となる。
　　 　kui（声）＋ja（は）→kuija（声は）
　　 　Ʊu:（尾）＋ja（は）→Ʊu:ja（尾は）
　④　／CV／構造で、末尾母音が［u］の場合、融合変化して［o:］となる。
　　 　paku（箱）＋ja（は）→pako:（箱は）
　　 　pïtu（人）＋ja（は）→pïto:（人は）
　⑤ 　上接語の末尾音が成節的子音［m］、［n］、［v］の場合、連声現象を起こして
［mma］、［nna］、［vva］となる。
　　 　pasam（鋏）＋ja（は）→pasamma（鋏は）
　　 　kïn（衣）＋ja（は）　→kïnna（衣は＜着物は＞）
　　 　pav（蛇）＋ja（は）　→pavva（蛇は）
２.３.５.５　接続助詞
　平良方言の接続助詞には次のような助詞が認められる。
⑴　ガチｳナ［ga ïna］（ながら）、チャーナ［tʃa:na］（ながら）、は同時進行を表す。
　　ヌむガチｳナ　パナサ［numga ïna:　panasa］（飲みながら話そう）
⑵　チカー［tʃika:］（～すると）、ティガー［tiga:］（～すると）、は確定条件を表す。
　 　アミヌ　フイｳチカー　ドｳルむチｳンドｳ　ナイｳ［aminu　fuïtʃika:　durum ïndu　
naï］（雨が降ると泥んこ道になる）
⑶　バ［ba］（ので）原因、理由を表す。
　 　ヤドｳヌ　ヤブリウイバドｳ　アキライン［jadunu　jaburiuibadu　akirain］（戸が壊
れているので開けられない）
２.３.５.６ 終助詞
　文末にあって、疑問や禁止、反語、願望、断定などの陳述を表して文を完結させる職能
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をもつ。
⑴　ナ［na］（か）。疑問を表す。
　 例、ウヤヌ　アイｳ　ムヌイｳヌドｳ　ッサインナ［ujanu aï munuïnudu ssainna］（親の
言うことが分からないのか）
⑵　ヤー［ja:］（ねえ）。感動、念押しの意を表す。
　 　ッソーッスヌ　ドｳパダヤー［sso:ssunu　dupadaja:］（真っ白い肌だねえ）念押し、
感動。
⑶　ヨー［jo:］（よ）。軽い断定、確認、命令の意を表す。
　 　ピシカラーマイ　ニジルヨー［piʃikara:mai　niƲirujo:］（寒くても辛抱しなさい）命
令。
⑷　ドー［do:］（よ、ぞ、ね）。断定、念押し。
　 　バーヤ　ッサジャーンドー　ドｳーシ　アッス［ba:ja　ssaƲa:ndo:　du:ʃi　assu］（私
は知らないぞ。自分でしろよ）
⑸　ツァー［ a:］（って、そうだ）。伝聞、疑問、たずねの意を表す。
　 　カヌ　パナッサ　マーンティーツァー［kanu　panassa:　ma:nti a:］（あの話は本当
だって㷊）（たずね）。
２.４　語彙
　一地域の言語の総体を語彙と言うと定義すれば、方言辞典は科学的に語形や意味内容、
文法事項が整理された語彙集ということができる。その意味で宮古諸方言の辞典は『宮古
伊良部方言辞典』を除いてまだ現れていない。ここでは親族語彙の分野に限って可能な限
り平良方言、池間方言、長浜方言、多良間方言、大神方言の親族名称を、対照的に示すこ
とにする。
平良方言 池間方言 長浜方言 多良間方言 大神方言
曽祖父 gabaʃu: uibituuja gabaʃu: gabaʃu: kapaupuïza
ｶﾊﾞｼｭｰ ｳｲﾋﾞﾄｩｳﾔ ｶﾞﾊﾞｼｭｰ ｶﾞﾊﾞｼｭｰ ｶﾊﾟｳﾌﾟｲｩｻﾞ
曾祖母 gabamma uipituha:mma gabamma gabaumma kapaupumma
ｶﾞﾊﾞﾝﾏ ｳｲﾋﾟﾄｩﾊｰﾝﾏ ｶﾞﾊﾞﾝﾏ ｶﾞﾊﾞｳﾝﾏ ｶﾊﾟｳﾌﾟﾝﾏ
祖父 ʃu: uja ʃu: ʃu: upuïza
ｼｭｰ ｳﾔ ｼｭｰ ｼｭｰ ｳﾌﾟｲｩｻﾞ
祖母 mma ha:mma mma umma upumma
ﾝﾏ ﾊｰﾝﾏ ﾝﾏ ｳﾝﾏ ｳﾌﾟﾝﾏ
父 uja, ïz za ïz za uja, ïz za uja, ïz za ïza
ｳﾔ, ｲｩｻﾞ ｲｩｻﾞ ｳﾔ, ｲｩｻﾞ ｳﾔ, ｲｩｻﾞ ｲｩｻﾞ
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母 anna, mma mma anna, mma anna, mma mma
ｱﾝﾅ, ﾝﾏ ﾝﾏ ｱﾝﾅ, ﾝﾏ ｱﾝﾅ, ﾝﾏ ﾝﾏ
叔父 buƱa buƲa buƱa buda puta
ﾌﾞｻﾞ ﾌﾞｻﾞ ﾌﾞｻﾞ ﾌﾞﾀﾞ ﾌﾟﾀ
叔母 buba buba buba buba pupa
ﾌﾞﾊﾞ ﾌﾞﾊﾞ ﾌﾞﾊﾞ ﾌﾞﾊﾞ ﾌﾟﾊﾟ
兄，大兄 aƱa, upa:Ʊa suƲa, husuƲa aƱa, ukuaƱa aƲa, upa:Ʋa sïta
ｱｻﾞ, ｳﾊﾟｰｻﾞ ｽｼ ｬﾞ, ﾌｽｼ ｬﾞ ｱｻﾞ, ｳｸｱｻﾞ ｱｼ ｬﾞ, ｳﾊﾟｰｼ ｬﾞ ｼｩﾀ
姉，大姉 aŋga, upa:ŋga ani, ha:ni ani, ukiani aŋga, upa:ŋga ani
ｱﾝｶﾞ, ｳﾊﾟｰﾝｶﾞ ｱﾆ, ﾊｰﾆ ｱﾆ, ｳｷｱﾆ ｱﾝｶﾞ, ｳﾊﾟｰﾝｶﾞ ｱﾆ
弟，末弟 ututu, utugama uttu, nasïttʃa utu, utugama uttu, uttugama ututu
ｳﾄｩﾄｩ, ｳﾄｩﾄｩｶﾞﾏ ｳｯトｩ, ﾅｼｩｯﾁｬ ｳﾄｩ, ｩﾄｩｶﾞﾏ ｳｯﾄｩ, ｳｯﾄｩｶﾞﾏ ｳﾄｩﾄｳ
妹，末妹 ututu, utugama uttu, nasïttʃa utu, utugama uttu, uttugama ututu
ｳﾄｩﾄｩ, ｳﾄｩﾄｩｶﾞﾏ ｳｯﾄｩ, ﾅｼｩｯﾁｬ ｳﾄｩ, ｩﾄｩｶﾞﾏ ｳｯﾄｩ, ｳｯﾄｩｶﾞﾏ ｳﾄｩﾄｩ
子 ffa ffa ffa ffa ffa
ｯふｧ ｯふｧ ｯふｧ ｯふｧ ｯふｧ
孫 mmaga mmaga mmaga mmaga mmaka
ﾝﾏｶﾞ ﾝﾏｶﾞ ﾝﾏｶﾞ ﾝﾏｶﾞ ﾝﾏｶ
曾孫 matammaga matammaga matammaga matammaga matammaka
ﾏﾀﾝﾏｶﾞ ﾏﾀﾝﾏｶﾞ ﾏﾀﾝﾏｶﾞ ﾏﾀﾝﾏｶﾞ ﾏﾀﾝﾏｶ
玄孫 ja ïmmaga ja ïmmaga ja ïmmaga ja ïmmaga jakïmmaka
ﾔﾁｩﾝﾏｶﾞ ﾔﾁｩﾝﾏｶﾞ ﾔﾁｩﾝﾏｶﾞ ﾔﾁｩﾝﾏｶﾞ ﾔｷｩﾝﾏｶ
夫 butu butu butu butu putu
ﾌﾞﾄｩ ﾌﾞﾄｩ ﾌﾞﾄｩ ﾌﾞﾄｩ ﾌﾟﾄｩ
妻 tuƱï tuƱï tuƱï tuƱï tukï
ﾄｩｼ ｩﾞ ﾄｩｼ ｩﾞ ﾄｩｼ ｩﾞ ﾄｩｼ ｩﾞ ﾄｩｷｩ
嫁 jumi jumi jumi jumi jumi
ﾕﾐ ﾕﾐ ﾕﾐ ﾕﾐ ﾕﾐ
２.５　宮古のことわざ（注10）
アイｳスガ　むッツァー　ムムむチｳ　シｩンシｳガ　むツァー　ピｳトｳむチｳ（生存者の道
＜将来＞は百道＜無限＞であり、死者の道は一道である）
アガイｳ　ティダウドｳ　ウガム（上がる太陽を拝む）
アガタヌ　ウﾄｳザユイｳザ　チｳカふヌ　トｳナイｳ（遠くの親類よりも近くの他人＜近所＞）
－ 141 －
アニ　ミドｳむマ　ユームチｳ　ムヌ（年上の女房は家庭経営が上手）
アボー　ウズマイドｳ　シｳースガ　ふチｳヤ　ウサーイン（穴は埋められるが口は押さえ
られない＜口は禍のもと。口に戸は立てられぬ＞）
アマイヤ　シングク　シーマイ　カーイン（笑顔＜歓え＞は千石でも買えない）
アララガマ（なにくそ！！やるぞ）
アル　リーヤ　トーシｳナ　ニャーン　リーヤ　タティイｳナ　リー　トーリヤ　ムラトー
リ（ある例＜慣習法＞は倒すな＜捨てるな＞、無い例は立てるな。例倒れば村倒れる）
アイｳヨーヌ　アイｳチカー　キｳキｳヨーヌ　アイｳ（言いようがあれば聞きようもある）
アワティイｳ　カンナ　アナー　トｳミウーサン（慌てる蟹は穴を探し得ない）
イー　クトー　ピャーミリ（良いことは早まれ＜善は急げ＞）
イイｳシｳガ　マインカイヤ　イキ　プミイｳシｳガ　マインカイヤ　イキｳナ（叱る人の前
には行け。誉める人の前には行くな）
イキチｳカー　イキｳ　シｳマヌ　ナリン　ナリ（行ったら行った島の習慣に慣れよ
＜郷に入らば郷に従え＞）
イシｳマッサ　クイイｳトｳン　ピｳトｳマッサ　クイライン（石積みの垣根は越えられるが、
人垣＜人間の学識や才量＞は越えられない）
イシｳヌ　ウインナー　タタイイｳスガ　ウワナイｳヌ　マインナ　タタイン（石の上には
立てる＜我慢して生活できる＞が嫉妬の前には立てない＜我慢して生活できない＞）
イジｳヌ　イディチカー　ティーユ　ピｩキ　ティーヌ　イディチカー　イジｳ　ピｩキ（意地
が出たら手を引け、手が出たら意地を引け＜堪忍は一生の宝＞）
イミサカラドｳ　ウプふ　ナイｳ（小から＜ぞ＞大になる。＜塵も積もれば山となる＞）
イミサパダカラ　マガイｳシｳ　キーヌドｳ　マガイｳ（小さい頃から＜幼木の時に＞曲がる
木が曲がる＜三つ子の魂百までも＞）
ウイピｳトー　ヤーヌ　タカラ（老人は家の宝）
ウイビｳヤ　ウツンカイドｳ　ブリイｳ（指は内側に＜ぞ＞折れる＜我田引水＞）
ウプイシｳンナ　ピｳサウバ　キラン　カイラ　イシｳンドｳ　キイｳ（大きな石には躓かな
い＜爪先を蹴らない＞、小石に＜ぞ＞躓く＜足を蹴る＞）
ウプシｳカむ　スーディティ　シー　チｳカむ　パッザキ（大掴みしようとして＜一攫千金
を狙って＞、掴み損ねる。＜慾の熊鷹股を裂く＞）
ウプムヌ　ユンマー　ふストーチｳﾑ　カーラン（大物言い＜体言壮語する者。大法螺吹き＞
は糞とさえも変わらない）
ウマリヤ　ピｳトｳシｳマ　スダッツァー　ムムシｳマ（生まれは一島、育つのは百島。血統
より育ち方が大切。＜氏より育ち＞）
ウヤー　ッふァーン　マキドｳ　プカラシｳ　ムヌ（親は子供に負けるのが嬉しいものだ
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＜出藍の誉れ＞）
ウヤヌ　トｳツキトｳ　ナスピｳヌ　パナンナ　アダヤ　ニャーン（親の教訓＜教え＞と茄
子の花には仇はない＜親の教訓はすべて子を思う心からでたもので、無駄にはならない＞）
ウヤヌ　カギャー　フマイン　ブトｳヌ　カギャー　フマイドｳ　シｳ（親の影はふまれな
い。夫の影はふまれる＜親の栄光は役に立たない。夫の地位、身分、愛情が頼りとなる＞）
（注１）　外間守善（昭和51）『鑑賞日本文学　25巻　南島文学　おもろさうし、琉歌、組踊り』
角川書店
（注２）　仲宗根政善（1961）「琉球方言概説」、『方言学講座　四　九州琉球方言』東京堂
（注３）　中本正智（1981）『図説琉球語辞典』金鶏社
平山輝男編（昭和58）『琉球宮古諸島方言基礎語彙の総合的研究』桜楓社
（注４）　（1983）『沖縄大百科辞典　下』沖縄タイムス社
（注５）　『クリフォード琉球語彙』勉誠社文庫71
（注６）　伊波和正（1993）｢ベッテルハイム『琉球辞書』：漢語｣『琉球の方言　17』法政大
学沖縄文化研究所
喜友名朝昭・伊波和正・森庸夫・高橋俊三共訳「琉球語と日本語の文法要綱」⑴～
⑸、『南島文化』第２号～第６号、沖縄国際大学南島文化研究所
（注７）　服部四郎（1978年１月～1979年12月）「日本祖語について．１～22」『言語』
（注８）　崎山理（1963）「琉球・宮古方言比較音韻論」『国語学　54』
加治工真市（1977）「音韻」『琉球の方言　宮古大神島』法政大学沖縄文化研究所
かりまたしげひさ（1986）「宮古方言の『中舌母音』をめぐって」『沖縄文化66号』
加治工真市（1989）「宮古方言音韻の問題点」『沖縄文化・沖縄文化協会40周年記念誌』
大野眞男・久野眞・杉村孝夫・久野マリ子（2000）「南琉球方言の中舌母音の音声実
質」『音声の研究』4-1．
（注９）　『琉球宮古諸島方言基礎語彙の総合的研究』の基礎資料を基に、本永守靖『琉球圏
生活語の研究』春秋社、名嘉真三成『琉球方言の古層』第一書房　を参照して活用
表を作成した。
（注10）　吉村玄得『宮古ことわざ全集　やさしい方言』タイガー印刷　の表記を『琉球宮古
諸島方言基礎語彙の総合的研究』に従って仮名表記し、一部の解釈には筆者の解釈
を加味して示した。
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３.　八重山諸方言の特色
３.１　八重山諸方言について
　八重山諸方言は、方言区画の項で示したように、⑴石垣方言系、⑵与那国方言系に大別
される。石垣方言系には中舌母音［ï］や［ë］が認められ、あるいは中舌母音［ï］が消失
して［i］または［u］に変化した方言など、多様な方言が認められる。与那国方言系は３
母音化が徹底しており、ヤ行音のダ行音化、ワ行音のバ行音化、無気喉頭音化などの音韻
現象が認められる特異な方言である。石垣方言系はさらに（A）石垣方言系（６母音、５
母音）と（B）波照間方言系（７母音）に下位区分され、（A）の石垣方言系は中舌母音音
素／ï／を有するイ石垣方言（旧四カ字方言。以下同じ）、川平方言、大浜方言、宮良方言、
平得・真栄里方言、小浜方言、新城方言、古見方言と、ロ中舌母音音素／ï／が消失した竹
富方言、西表租納方言、黒島方言、鳩間方言などに区画される。（B）の波照間方言系には
中舌母音［ë］を有する波照間方言と白保方言が所属する。⑵の与那国方言系は、［i］、［a］、
［u］の３母音を有する祖納方言と比川方言が所属する。以下、各方言の諸特徴について述
べる。
３.１.１　八重山諸方言の母音について
　八重山諸方言には［i］、［e］、［a］、［o］、［u］の五母音の他に特殊母音として、［ï］、［ë］
のような中舌母音が音韻的に認められる方言がある。石垣方言の中舌母音［ï］は「大体に
おいて、［i］と同じ口形をして、舌は［i］よりも中央に接近した部分が隆起して発音され
る」（『八重山語彙』）と記述されているが、例えば無声の両唇破裂音、軟口蓋破裂音に［ï］
が続く際に［p ïs ］、［k ïs ］のような無声の摩擦的噪音を伴って調音され、有声の両唇破裂音、
軟口蓋破裂音に［ï］が続く際には［b ïz ］、［g ïz ］のような有声の摩擦的噪音を伴って調音
される母音である。この中舌母音は舌の中央部がやや盛り上がり、舌全体が高くもち上がっ
て調音されているように観察される。これは誇張して発音されるとき、唇を強く両端へ引
きつけ、上歯と下歯が噛み合わされるように接近し、舌根の緊張を伴って調音されている
ことからも言える。八重山諸方言の中では、新城方言の中舌母音［ ïs , ïz ］が宮古諸方言の
中舌母音［ ïs , ïz ］に最も近く調音される。新城方言以外の、石垣方言をはじめとする現在
の八重山諸方言の中舌母音の摩擦的噪音は、宮古諸方言に比して弱く調音されているよう
に観察される。
　中舌母音［ë］は、波照間方言と白保方言に認められる音韻である。これも従来は「大
体エと同じ口形でをして、舌の位置はエとアの中間ぐらゐまで引きさげられて発音される」
音声とされ、［ɛ］と表記されている（『八重山語彙』）。
　筆者の観察によれば、中舌性の母音で、［ə］よりやや前寄りに調音される母音のようで
ある。［ə］の変種として［㷖］と表記されるべきものであろうが、便宜上［ë］と表記する。
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　八重山諸方言の母音を国語（奈良時代中央語）との対応関係で示すと次のようになる。
（国語） i甲 i乙 e a o u ai ae au
石垣 ï i i a u u、ï／s, z, ai e: o:
波照間 ï i i a u u、ï／s, z, ë: e: o:
竹富 i i i a u u、ï, i／s, z, ai ai o:
鳩間 i i i a u u、i／s, z, ai ai au
西表 I i i a u u、i／s, z, ai ai o:
与那国 i i i a u u、i／s, z, ai ai u
①　母音音素／a／について
　母音［a］は国語（共通語、以下同じ）とほぼ同様に調音される。八重山諸方言でも
中舌広母音という最も安定した母音である。筆者の観察によると、竹富方言では中舌半
狭母音の［ə］に近く調音されることがあるが、母音［a］との間に意味弁別の機能は認
められず、［a］のアロフォンと認められる。これには個人差も認められる。
　八重山諸方言においては、語頭の母音の直前には常に声門破裂音の［㷊］を伴って調
音されるが、意味弁別の機能はない。以下に、石垣（石と略記）、波照間（波と略記）、
新城（新と略記）、小浜（小と略記）、黒島（黒と略記）、竹富（竹と略記）、鳩間（鳩と
略記）、西表租内（西と略記）、与那国（与と略記）の方言例を示す。
　例.アバ［aba］（油）石、波、竹、西、鳩。アン［㷊aŋ］（網）石、波、竹、西、鳩。ア
シｳザ［㷊asïƱa］（下駄）石。アシザ［㷊aʃiƱa］（下駄）竹、西。アシタ［㷊aʃita］（下駄）波。
アシツァ［㷊aʃi a］（下駄）鳩。アチダ［㷊atʃida］（下駄）与。カンガン［kaŋgaŋ］（鏡）石、
波、竹、鳩。カガン［kagaŋ］（鏡）西。カ㽖ン［kaŋaŋ］（鏡）与。サキ［saki］（酒）石、
波、西、鳩間。サギ［sagi］（酒）与。ター［ta:］（田）石、竹、西、鳩。タナガ［t‘anaga］（田）
波。パシｳ［pasï］（橋）石、竹、西、鳩。パチ［patʃi］（橋）波。ハチ［hatʃi］（橋）与。
マチｳ［ma ï］（松）石、波、竹。マチ［matʃi］（松）西、鳩。マち［matʃ’i］（松）与。ヤー
［ja:］（家）石、鳩。ダ（ー）［da（:）］（家）与。パラー［para:］（柱）石、竹、西、鳩。
パラ［p‘ara］（柱）波。ヒラ［çira］（柱）与。
②　母音音素／i／について
　母音［i］は国語とほぼ同様に調音される音声である。対応関係で言えば、概して奈良
時代中央語のイ段乙類に対応するものと、エ段音に対応するものがある。
　例.キー［ki:］（木、＜紀＞）石、波、竹、西、鳩、与。ウキルン［㷊ukiruŋ］（起きる、
起立＜於己陁智＞）石、西、鳩。ウギルン［㷊ugiruŋ］（起きる）波、与。フイルン［㸐uiruŋ］
（起きる）竹。キー［ki:］（毛）石、波、竹、鳩。キ［ki］（毛）西、与。タキ［taki］（竹、
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＜多氣＞）石、波、西、鳩。タイ［tai］（竹）竹。タギ［tagi］（竹）与。
③　中舌母音音素／ï／について
　中舌母音［ï］は、琉球諸方言と東北地方や出雲地方のズーズー弁などで認められる特
徴的な母音である。琉球諸方言では、奄美諸方言と宮古・八重山諸方言に認められる。
中舌母音［ï］とは言い条、奄美諸方言の中舌母音［ï］が国語のエ段音に対応する点、
宮古･八重山諸方言の中舌母音［ï］とは調音音声学的にも比較言語学的にも性質が異な
るようである。共時的、体系的音韻組織としては中舌母音音素／ï／と認められる。現在
の八重山諸方言の中舌母音［ï］は弱化しつつあり、黒島方言や竹富方言、西表租内方言、
鳩間方言では［s］、［Ʊ］、［ ］の後という限定された音声環境でのみ音声的に残存する
だけで音韻的には認められない。与那国方言系では中舌母音は音声的にも認められない。
石垣方言などの中舌母音が両唇破裂音［p］, ［b］や軟口蓋破裂音［k］, ［g］と結びつく
際に現れる摩擦的噪音は、宮古諸方言の中舌母音［ ïs ］、［ ïz ］に比べてかなり弱く調音さ
れるか、あるいは摩擦的噪音そのものは消失する。
　しかし、1960年代の調査によると、石垣市字登野城の古老の中舌母音は宮古方言のそ
れに近く調音されていた。現在では新城方言の中舌母音が強い摩擦的騒音を伴って［ ïs ］、
［ ïz ］のように調音されおり、宮古方言の中舌母音に最も近く調音されている。
　例.［p ïs tu］（人、＜比登＞）石、波。［p ïs tu］（人）新城（以下､新と略記）。［pitu］（人）
竹富。［pusu］（人）鳩。［t’u］（人）与。［kakï:］（垣、＜阿袁加岐＞）石、波、小浜（以
下、小と略記）。［ka ï］（垣）波。［kasï］（垣）新城。［kaki］（垣）鳩。［kat’i］（垣）与。
［㷊ïkï］（息、＜伊企＞）石。［㷊ik ïs ］（息）新。［㷊ïsï］（息）波。［㷊iʃi］（息）竹。［㷊iki］
（息）鳩、西。［㷊it’i］（息）与。［tabï］（旅、＜多妣＞）石、波。［tab ïz ］（旅）新。［tabi］
（旅）竹、西、鳩、与。［㷊iʃanag ïz ］（石垣島）新。［Ʋo:ŋg ïz ］（定規）新。［b ïz zuŋ］（座る）
新。［k ïs nu］（着物。衣＜岐奴＞）新。
④　母音音素／u／について
　八重山諸方言のウ母音は円唇性をおびた［u］に調音される。多少前方へ窄まる口構
えで、舌の位置が相対的に後方へずれ込むように調音される。それ故、母音［u］が奥
舌の軟口蓋破裂音［k］や［g］と結びつく際、上顎の前歯が下唇と接触し易くなり、イ
［ku］が［fu］に、［gu］が［vu］に変化しやすくなるものと考えられる。八重山諸方言
では、このようにして形成された［fu］が弱化して［㸐u］に変化したものや、ロ「草」
が㸐usa（石垣）→㸐sa→ssa（鳩間）→dza（黒島）→ts’a（与那国）と、ハkura→ffa, 
vva→vaのように進行同化したが姿も観察される。
　例.イ：［㸐usa］（草）石、西。［fusa］（草）波。例ロ：［ssa］（草）竹、鳩。［Ʊa:］（草）
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黒。［ ’a:］（草）与。［㸐uʃirï］（薬）石。［㸐uʃiri］（薬）波、西。［㸐uʃiru］（薬）鳩。
［sïsru］（薬）竹。［ ’u:ri］（薬）与。例ハ：［㸐㸐asa:ŋ］（暗い）石、竹。［ffahaŋ］（暗い）
波。［ffa:ŋ］（暗い）鳩。［va:haŋ］（暗い）黒。［ma㸐㸐a:］（枕）石。［maffa:］（枕）波。
［maffa］（枕）鳩、黒。［ffaidama］（食いしん坊）鳩。［vaidama］（食いしん坊）黒。（そ
の他）：［dwaŋ］（暗い）与。
⑤　母音音素／e／、／o／について
　国語の短母音［o］が琉球諸方言の［u］に、国語の短母音［e］が琉球諸方言の［i］
に統合変化する、いわゆる三母音化現象は八重山諸方言においても顕著に現れる。短母
音の［e］、［o］が現れるのは、普通は拍音素／N／や／Q／と共起するという特殊な音
声環境においてのみである。これが短母音［o］、［e］の現れる原則であるが、［o］は長
母音として現れることもある。波照間方言などでは上の原則以外に短母音［e］、［o］の
現れる語がわずかに認められる。
　例.イ特殊環境以外に立つ短母音［e］。［meta］（魚籠）波。［menusa］（蓑）波。
［pitegi］（畑）波。［merabi］（情婦）波。［nne ï］（胸）新。［katetʃi］（海
う
栗
に
）西。
［funebu］（蜜柑）白。［bikire］（蜥蜴）鳩。
　ロ特殊環境以外に立つ［o］。［bonatʃi］（青大将）。［sogi］（箕）波。［potʃi］（箒）波。
［jogoʃiŋ］（憩う）波。［johaŋ］（弱い）波。
　ハ母音の前に立つ［o］。［㷊oiƱa］（鼠）西。［koi］（肥料）石、鳩。［joi］（祝い）石、波、
鳩。［joisa:］（ブランコ）石、鳩。
　ニ拍音素／N／の前に立つ［e］。［bareŋ］（たわし）石、鳩。［jeŋ］（来年）石、鳩。
［keŋgu］（踊り）鳩。［ken a］（片足飛び）鳩。［juneŋ］（夕方）白、鳩。［badeŋ］（袷
の打掛＜裲襠＞）石。
　ホ拍音素／N／の前に立つ［o］。［㷊oŋ］（お嶽）石。［koŋgi］（桑の木）白。［kjoŋgiŋ］
（狂言、劇）石、鳩。
　ヘ拍音素／Q／の後に立つ［e］。［gakke］（鎌）鳩。［tatte］（誰の家）鳩。
　ト拍音素／Q／の前に立つ［o］。［hokka:］（手品）石、鳩。［kokka:rï］（赤しょうびん）
石。［gokka:ru］（赤しょうびん）鳩。［kokki:］（ご馳走）石。
　チ／Q／の後に立つ［o］。［㷊ussoN］（盆の窪）鳩。
⑥　母音音素／ë／について
　母音音素／ë／は波照間方言と白保方言にのみ認められる音素である。連母音aiが融合
変化して［ë:］が形成されたものである。［ë］は［e］と音韻的に対立を示す点で特異な
音韻である。音声的な特徴については３.１で述べた。ただし、石垣方言の［ë］は音声
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的なもので、音韻的には認められない。形態素の切れ目にのみ、特定の音声環境で現わ
れるものである。次に波照間方言の語例を示す。
　例.／me’e／［me:］（前）；／më’ë／［më:］（米）、／pe’e／［pe:］（蝿）；／pë’ë／［pë:］
（鍬）、／pe’e／［pe:］（南）；／pë’ë／［pë:］（灰）、／ke’e／［ke:］（影）；／kë’ë／［kë:］（卵）、
／ke’e／［ke:］（粥）；／kë’ë／［kë:］（井戸）。／të’ë／［të:］（松明）波。
⑦　鼻母音について
　竹富方言には［ĩ, ẽ, ã, õ, ũ］の鼻母音が存在し、音素として認められるといわれてきた
が（注11）、これらの鼻音は語頭、語中、語尾で相補分布することが確認された。竹富方言
の分節音素／m／は語頭において、［mina:］（庭）、［me:da］（まだ）、［mami］（豆）、
［moŋ］（舞う）、［mutʃi］（餅）のように現れるが、語中・語尾においては、［kaƲĩ:ruŋ］
（隠す）、［tataĩ:］（畳）、［haŋga:］（羽釜）、［㷊u:ti:］（面、顔）、［ʃu:］（心、肝）、［㷊asaũnu］
（朝食）のように鼻母音化することがわかった。従って、これらの鼻母音は鼻母音音素
とするのではなく、分節音素／m／の位置による条件異音とすべきものであることがわ
かったのである（注12）。同様な音韻現象は西表租内方言にも認められる。
⑧　母音の無声化と強いアスピレーション
　与那国方言を除く八重山諸方言は、無声子音に挟まれる狭母音のみならず、中舌広母
音までも無声化するという、無声化の激しい方言である。中でも波照間方言や小浜方言
には有声子音の前に立つ広母音までも無声化させるほどの強いアスピレーションを有す
る。たとえば、波照間方言の［p‘ani:］（羽）の場合、第１拍の呼気が強く発音され、そ
れと同時に呼気が鼻腔へ抜けて調音されるため、第２泊の有声子音［n］までも無声化
されるのである。これは第２拍の鼻音［n］を調音しようとする際、調音器官が破裂か
ら入り渡りの閉鎖へと運動を続ける間も呼気は絶えず口腔や鼻腔より流出しているた
め、口腔内の呼気圧が低下して完全な鼻音が形成されず、無声化鼻音［n］として調音
されるものと考えられる。他の無声化子音［m, r］の場合も同様に考えられる。同様な
音韻現象は小浜方言、新城方言、西表方言にも認められる。
　例.［p‘ama:］（浜）波、白、新。［p‘ĩmiƲa］（山羊）白。［㷊ap‘ïra:］（家鴨）白、新。
［p‘ũrimunu］（馬鹿者）小、西、新。［㷊iʃ‘inõ:］（砂）小。
⑨　連母音／ai／, ／au／の融合現象と非融合
　八重山諸方言には連母音［ai］が融合して［e:］となる方言と、融合しないで［ai］と
なる方言がみとめられる。連母音［au］も融合して［o:］となる方言と、融合しないで
［au］となる方言が認められる。連母音ouは、石垣方言では融合して［㷊o:ŋ］（追う）、
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［ko:ŋ］（請う）、［to:ŋ］（問う）となるが、鳩間方言では［㷊u:ŋ］（追う）、［ku:ŋ］（請う）、
［tu:ŋ］（問う）となって連母音のauと対立し、国語音韻史上の開合の対立に対応する。
　aiの例：［nai］（地震）石、竹、西、鳩、与。［pai］（灰）石、竹、西、黒、鳩。［pai］
（蝿）石、竹、鳩。［pai］（南）石、竹、鳩。［haiʃa:ŋ］（早い）石。［haisaŋ］（早い）西。
［mai］（米）石、竹、西、鳩。
　e:の例：［pe:ʃahaŋ］（早い）波。［me:］（前）波。［ke:］（影）波。［pe:ruŋ］（入る）
鳩。
　ëの例：［pë:］（鍬）。［më:］（米）波。［kë:］（卵）波。
　auの例：［kauŋ］（買う）石、鳩、黒。［bau］（棒）鳩。［kau］（線香）鳩。［kauŋ］（買
う）鳩。［㷊arauŋ］（洗う）鳩。［paukï］（箒）新。［barauŋ］（笑う）鳩。
　o:の例：［ko:ŋ］（買う）竹、西。［ko:］（線香）石。［bo:］（棒）石。［bo:giri］（棒）竹、
黒。［po:ki］（箒）鳩、黒。［po:kï］（箒）小。［po:gï］（箒）石。［po:ʃi］（箒）竹。［po ï］
（箒）波。［㷊a:ro:ŋ］（洗う）石。［㷊aroŋ］（洗う）竹、黒。［㷊aro:ŋ］（洗う）西。［ba:ro:ŋ］
（笑う）石。［baro:ŋ］（笑う）竹。例外：［ni:］（地震）波。
⑩　黒島方言に見られる、音価不明とされた母音［A］と、母音交代現象について
　黒島方言には宮良当壮博士以来、問題とされてきた音価不明の音声［A］があるが、
宮良当壮博士が音価推定された通り、それは［㷋a:ribana］（暁）、［㷋abuttʃa］（南瓜）、
［㷋a:iru］（赤色）、［㷋amaƲi］（頭髪）と表記されるべきもので、有声の声門摩擦音［㷋a］
と認められる。これについては、内間直仁氏に優れた観察に基く研究調査報告書があり、
宮良説を認めた上で独自の見解を述べている（注13）。
　ただ黒島方言や川平方言には、｢語頭に立つ母音は二拍目に無声子音が立つと、［a］、
［i］、［u］、［e］、［o］が無声化して［ha］、［çi］、［㸐u］、［çi］、［㸐u］となる｣ という無声
化現象の法則が認められる。次に川平方言の例を示す。
　例、［hakasa］（赤い）。［hakïnai］（商い）。［hatu］（跡）。［çika］（烏賊）。［çikusa］
（戦）。［çi㸐u ï］（いくつ）。［çitu］（糸）。［㸐uki］（浮標）。［㸐uʃi］（牛）。［㸐utu］（音）。
［㸐utudu］（弟）。［㸐ukuruŋ］（送る）。これは沖縄本島の今帰仁方言の無声化の現象とも
繋がる語頭母音の無声化の現象である。
　黒島方言の場合は、国語のカ行音が黒島方言のハ行音に法則的に変化する。これは［a］
母音の調音点が後ろ寄りに調音されるために、軟口蓋の［k］の調音点が口蓋垂からさ
らに奥の咽頭へ押し遣られて声門摩擦音の［h］に調音されるが、本来のカ行音［k］を
調音しようとする際の破裂の調音運動が残るため、摩擦音の［h］の調音運動にやや喉
頭化の要素が加わって有声の荒い音声［㷋］が調音されるものと考えられる。母音交替
現象もこの法則と次に示す音韻融合の法則を適用することによって解決される。
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　前接語の拍構造がCV構造で、末尾母音が［a］の場合、～a+a→～a:～　①。前接語の
拍構造がCV構造で、末尾母音が［i］の場合、～i+a→～e:～　②。前接語の拍構造がCV
構造で、末尾母音が［u］の場合、～u+a→～o:～　③。前接語の拍構造がCVV構造で、
末尾母音が［i、a、u］の場合、～i（a、u）+a→～a～④。この下位法則は、黒島方言の
音韻交代現象を解く上でも有効に働く。つまり、黒島方言の次のような音韻交代現象は、
例えば、［㷊uvahara］（君から）は、カ行音のハ行音化法則と①の下位法則により、㷊uva
（君）+hara（←kara＜から＞）→㷊uvaharaとなるものであり、［funihera］（船から）は、
②の法則とカ行音のハ行音化の法則に基く音韻変化現象、funi（船）＋hara（←kara
＜から＞）→funiheraとなるのである。［pïsohora］も、カ行音のハ行音化法則と③の下
位法則に基いて、pïsu（人）＋hara（←kara＜から＞）→pïsohoraのように変化したも
のと解釈されるのである。
３.１.２　八重山諸方言の半母音について
①　半母音音素／j／
　八重山諸方言には／j／と／w／の２個の半母音音素が認められる。／j／はいろいろ
な子音音素と結びついて開拗音の音節（拍）を作る。これは、それぞれの子音の調音点
を本来の調音点から口蓋の方へ引き寄せて調音するもので、一般的には口蓋化現象と呼
ばれている音韻現象である。石垣方言では10個の子音音素／k, g, s, z, c, n, p, b, m, r／に
半母音音素／j／が結びついて開拗音の拍体系を作り、波照間方言では12個の子音音素
／k, g, s, z, c, n, h, f, p, b, m, r／に半母音音素／j／が結びついて開拗音の拍体系を作る。
母音音素が／a, i, u／の３個しかない与那国方言では17個の総ての子音音素に半母音音素
／j／が結びついて開拗音の拍体系を豊富に作っている点が特徴的である。
　例.［kju:］（今日）石、波、新、竹、黒、鳩、西。［kja:ŋgi］（槇の木）石、竹、鳩、新、
波。［kjo:dai］（兄弟）石、小、新、黒、竹、西、鳩。［kjoŋgiŋ］（狂言。喜劇。劇）石、竹、
鳩。［ʃiƲa］（兄。年長者）石、黒。［tʃa:］（茶）石、竹、西。［tʃapaŋ］（茶碗）小、新。
②　半母音音素／w／
　半母音音素／w／は石垣方言をはじめ多くの方言においては子音音素／k, g, h／と結
びついて［kwa］, ［gwa］, ［㸐a］の音節を形成するが、波照間方言では子音音素／k, g, h, 
d, t, r, n, b, p, m／と結びついて［kwa, gwa, 㸐a, dwa, twa, rwa, nwa, bwa, pwa, mwa］
の音節を形成する。
　例.［kwa:sï］（菓子）石、波。［kwa:ʃi］（菓子）竹、西。［kwaʃi］（菓子）波。
［ʃo:ŋgwaƱï］（正月）石。［mikkwa:］（盲人）石、波、竹、西、黒、鳩。［Ʊo㸐㸐i:ŋ］（濡れ
る）石。［ma㸐a］（枕）石。［㸐a:］（子供）。［fukwahaŋ］（深い）波。［pïswahaŋ］（広
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い）。［㷊abwa］（母）。［supwahaŋ］（渋い）。［mwa:］（ここ）。［twa:nu］（問わない）。
［surwa:nu］（揃わない）。［nwa:nu］（縫わない）波。
３.１.３　八重山諸方言の子音の特徴
①　カ行子音音素／k／について
　八重山諸方言のカ行子音は、結びつく母音によって次のような変化を示す（注14）。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 ka ka ka ka ka ha ha ha ka
イ段 ki ki ki ki ʃi ki ki sï ki
ウ段 㸐u 㸐u 㸐u 㸐u 㸐u 㸐u 㸐u 㸐u, fu ku
エ段 ki ki ki ki ki ki ki ki ki
オ段 ku ku ku ku ku ku ku ku ku
　例、［kata ï］（形）石、波。［katatʃi］（形）竹、鳩、西。［hatatʃi］（形）黒。［ka:］（皮）
小。［kïŋ］（着物）石。［s‘ïnu］（着物）波。［ʃiŋ］（着物）竹。［k‘inu］（着物）西。［kiŋ］
（着物）黒、鳩。［k‘ïnu］（着物）小。［ki㷨］（木）与。［kidi］（傷）与。［㸐u ï］（口）石。
［fu ï］（口）波､ 小。［㸐utʃi］（口）竹、黒、鳩、西。［kudi］（釘）与。［kuttʃi］（櫛）与。
［kibusï］（煙）石。［kibuʃi］（煙）西、黒。［kipusï］（煙）波。［kju:ʃi］（煙）竹。［saki］
（酒）小。［kusï］（腰）石、波、小。［kuʃi］（腰）竹、西、黒、鳩。
　カ行イ段に対応する竹富方言の［ʃi］と波照間方言の［sï］は口蓋化して摩擦音化して
おり、奈良時代中央語の甲類仮名に対応している。
②　ガ行子音音素／g／について
　八重山諸方言のガ行子音は、結びつく母音によって次のような変化を示す（注15）。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 ga, ŋga ŋga ga, ŋga ga ga, ŋga ga ga ga, ŋga ŋa
イ段 gi ŋgi, ŋ gi, ŋ i gi, ŋ gi, ŋ gi, ŋ gi, ŋ di
ウ段 ŋgu ŋgu ŋgu ŋgu ŋgu ŋgu gu gu ŋu
エ段 i, ni, ŋgi ŋ ŋgi, ni, i i, ŋgi ŋgi, ni ŋgi, ni ŋgi ŋgi ŋgi
オ段 gu, : : gu, : : : : : ŋu
　例、［kugani］（黄金）石、白、鳩、黒、新、波。［kuŋgani］（黄金）石、竹、小。［㷊ugaŋ］
（お嶽）。［kaŋgaŋ］（鏡）石、竹、波、鳩。［㷊agi］（陸）石、波、白、竹、鳩、黒。［㷊aŋgi］
（陸）小。［㷊aŋi］（陸）与。［㸐uŋ］（釘）石、波、新、竹、小、鳩、黒。［㸐ui］（釘）西。
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［kudi］（釘）与。［do:ŋgu］（道具）石。［doŋgu］（道具）竹、鳩。［daŋgu］（道具）黒。
［duŋgu］（道具）西。［dagu］（道具）波。［duŋu］（道具）与。［ta:ŋgu］（担桶）石。
［taŋgu］（担桶）鳩。［pïni］（鬚）石。［p‘iŋ］（鬚）小。［pini］（鬚）竹、鳩。［p‘ĩniː］
（鬚）波、西。［kai］（影）石、竹、西、鳩。［hai］（影）黒。［piŋgiŋ］（逃げる）石。
［piŋgiruŋ］（逃げる）波、竹、西、黒、鳩。［ŋgiruŋ］（逃げる）新。［çiŋgiruŋ］（逃げる）
与。［㷊uguŋ］（動く）石、西、波。［㷊u:㸐uŋ］（動く）竹。［㷊u:kuŋ］（動く）鳩。［㷊o:kuŋ］
（動く）黒。［ma:］（孫）石、波、小、新、竹、西、黒、鳩。［maŋu］（孫）与。
　ここで注目すべきなのは小浜方言と与那国方言である。小浜方言の濁音［g］の前に
は法則的に入り渡りの鼻音［ŋ］が現れ、与那国方言では鼻濁音［ŋ］が現れることであ
る。ガ行鼻濁音の［ŋ］は、これまでの報告によると東北方言系と土佐方言、喜界島方言、
与那国方言にしか現れない。これらは奈良時代中央語の濁音の前鼻音に繋がる音韻現象
と考えられる。
③　サ行子音音素／s／について
　八重山諸方言のサ行子音は、結びつく母音によって次のような変化を示す。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 sa sa sa sa sa sa sa sa sa
イ段 sï sï ʃi ʃi ʃi ʃi sï sï tʃ’i
ウ段 sï sï ʃi ʃi su ʃi sï sï tʃ’i
エ段 ʃi ʃi ʃi ʃi ʃi ʃi ʃi ʃi ʃi
オ段 su su su su su su su su su
　例、［saki］（酒）石、竹、小、鳩、黒、波、新、西。［sai］（酒）新。［sagi:］（酒）与。
［sau］（竿）鳩、黒。［so:］（竿）石、竹。［pasaŋ］（鋏）石、波、竹、西、鳩、黒。［hasaŋ］
（鋏）与。［sïma］（島）石、波、小。［sïme］（島）新。［ʃima］（島）竹、黒、鳩。［ʃima］
（島）西。［tʃ’ima］（島）与。［sï:］（巣）石、波、新、小。［su:］（巣）竹。［ʃi:］（巣）西、
黒、鳩。［tʃ’i:］（巣）与。［sïni］（脛）石、竹。［ʃini］（脛）黒、鳩。［ʃini］（脛）波、西。
［sïni］（脛）小、新。［tʃ’ini］（脛）与。［㷊aʃi］（汗）石、黒、竹、西、鳩、新、波、与。［㷊a:ʃi:］
（汗）小。［suba］（傍）石、波、竹、西、黒、鳩、与。［supa］（傍）小、新。
　上表に示された通り、八重山諸方言はイ段、ウ段において中舌母音［ï］を有する方言
と、中舌母音［ï］を有しない方言に峻別される。与那国方言においてはイ段音、ウ段音
において無気喉頭化する特異な音韻現象が観察される。竹富方言のウ段における［su］
は、中舌母音［ï］から変化したもので、音韻論的に中舌母音／ï／を有しないことの証
拠となろう。
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④　ザ行子音音素の／z／について
　八重山諸方言のザ行子音は、結びつく母音によって次のような変化を示す。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 Ʊa, Ʋa nƱa Ʊa Ʊa Ʊa, Ʋa Ʊa Ʊa, Ʋa Ʊa da
イ段 Ʊï n ï Ʋi Ʋi Ʋi Ʋi Ʊï Ʊï di
ウ段 Ʊï n ï Ʋi tʃi Ʋi Ʋi Ʊi Ʊï ŋ
エ段 Ʋi nƲi Ʋi tʃi tʃi tʃi tʃi tʃi di
オ段 Ʊu nƱu Ʊu Ʊu Ʊu Ʊu Ʊu uŋ du
　例、アザ［㷊aƱa］（痣）石、竹、新、西、黒、鳩。アンザ［㷊anƱa］（痣）小。アザン［㷊aƱaŋ］
（痣）波。アダ［㷊ada］（痣）与。ブザサ［buƱasa］（叔父＜総称＞）石。ブジャ［buƲa］
（叔父）石。ブジャ ~ー［buƲã:］（叔父）竹。ブザ ~ー［buƱa:］（叔父）西。ブジャーミ
［buƲa:mi］（叔父）新。ブザ［buƱa］（叔父）黒、新。ブザサ［buƱasa］（叔父＜名称＞）
鳩。ブザマ［buƱama］（叔父）波、鳩＜呼称＞。ブンティ［bunti］（叔父）与。アジｳ［㷊aƱï］
（味）石、波、新。アジ［㷊aƲi］（味）竹、西、黒、鳩。アディ［㷊adi］（味）与。アンチｳ
［㷊an ï］（味）小。トｳジｳ［tuƱï］（妻）石、新。トｳンチｳ［tun ï］（妻）小。トｳジ［tuƲi］
（妻）竹、鳩、黒。トｳン［tuŋ］（妻）波、与。ピジｳ［piƱï］（肘）石、竹。ピンチｳ［pin ï］
（肘）小。ピｳジｳ［pïdzï］（肘）新。ピッチ［pittʃi］（肘）西。ピチｳ［pi ï］（肘）波。ピ
ジ［piƲi］（肘）黒、鳩。チディンカー［tʃidiŋka:］（肘）与。ミジｳ［miƱï］（水）石、波、
新。ミジ［miƲi］（水）竹、黒、鳩。ミチ［mitʃi］（水）西。ミンチｳ［min ï］（水）小。
ミン［miŋ］（水）与。カジ［kaƲi］（風）石、竹、西、黒、鳩、新。カチ［katʃi］（風）波。
カンジ［kanƲi］（風）小。カディ［kadi］（風）与。ズーシ［Ʊu:ʃi］（雑炊）石、鳩。パ
ナンズミイル［p‘ananƱumi㷊iru］（花染め色＜桃色＞）小。クジｳ［kuƱï］（去年＜こぞ＞）
竹。クーズ［ku:Ʊu］（去年）西。クズ［kuƱu］（去年）石、新、鳩、黒。クツン［ku uŋ］
（去年）波。クドｳ［kudu］（去年）与。フゾー［㸐uƱo:］（宝蔵、タバコ入れ）竹富。プゾー
［puƱo:］（宝蔵）石、鳩。
　上表のア段からオ段に亘って、ザ行音の直前に規則的に前鼻音が現れる小浜方言と、
ウ段の［ŋ］以外、有声破裂音のダ行音［d］が立つ与那国方言は特異な存在である。与
那国方言は別の項で述べる。小浜方言はイ段とウ段において無声破擦音になっているが、
前鼻音［n］が立つことにより、本来は有声の破擦音であったことが証明される。小浜
方言のザ行音はガ行音と同様、奈良時代中央語の入り渡りの鼻音に繋がるものと考えら
れる。
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⑤　タ行子音音素／t／について
　八重山諸方言のタ行音は、結びつく母音によって次のように変化する。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 ta ta ta ta ta ta ta ta ta
イ段 ï ï ʃi tʃi ʃi ʃi, sï ï sï, Ʊï tʃ’i
ウ段 ï ï ʃi tʃi çi sï ï sï t’i
エ段 ti ti, tʃi ti ti ti ti ti ʃi, Ʋi ti
オ段 tu tu tu tu tu tu tu tu tu
　例、ター［ta:］（田）石、小、新、竹、西、黒、鳩、与。タナガー［t‘anaga:］（田）波。
タニ［tani］（種）石、新、竹、西、黒、鳩、与。タニ［t‘ani］（種）波。
　タニマキｳ［t‘ãnimakï］（種蒔き）小。タビ［tabï］（旅）石、波、小。タビ［tabi］（旅）
新。タビ［tabi］（旅）竹、西、黒、鳩、与。タカサーン［takasa:ŋ］（高い）石。タカサ
ン［takasaŋ］（高い）竹。タカハン［takahaŋ］（高い）黒、与。タカーン［taka:ŋ］（高
い）鳩。タカン［takaŋ］（高い）西。タガン［tagaŋ］（高い）与。チｳカラ［ ïkara］（力）
石。チカラ［tʃikara］（力）西。シｳカラ［sïkara］（力）波、黒。シカラ［ʃikara］（力）竹、
鳩、与。チｳー［ ï:］（血）石、新。シー［ʃi:］（血）竹、黒、鳩。チー［tʃi:］（血）西。
ジｳー［Ʊï:］（血）波。ちー［tʃ’i:］（血）与。チｳー［ ï:］（乳房）小。チｳキｳ［ ïkï］（月）
石、小。チｳキｳ［ ïkï］（月）新。チキ［tʃïki］（月）西。ヒキ［çiki］（月）竹。シｳケン
［sïkeŋ］（月）波。シキ［ʃiki］（月）鳩。シｳキ［sïki］（月）黒。てィー［t’i:］（月）与。
ティー［ti:］（手）石、竹、西、黒、鳩、小、新、与。シー［ʃi:］（手）波。ティン［tiŋ］
（天）石、竹、西、黒、鳩、新、与。チン［tʃiŋ］（天）小。ジン［Ʋiŋ］（天）波。トｳキ
［tuki］（時）竹、西、黒、鳩。トｳキｳ［tukï］（時）石、波、新。ピｳトｳ［pïtu］（人）小。
トｳリｳ［turï］（鳥）小。
　八重山諸方言のタ行子音は、イ段、ウ段、エ段以外では国語とほぼ同様の無声歯茎破
裂音の［t］で調音されるのが一般であるが、イ段とウ段においては口蓋化し、破擦音の
［ ï］、［tʃi］から摩擦音の［sï］、［ʃi］まで変化する。中舌母音を有する方言は口蓋化し
て破擦音化し、中舌母音を有しない方言では摩擦音化する。
⑥　ダ行音音素／d／について
　八重山諸方言のダ行音は、結びつく母音によって次のように変化する。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 da nda da da da da da da da
イ段 Ʊï n ï Ʋi Ʋi, tʃi Ʋi Ʋi Ʊï ï, na di, tʃ’i
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ウ段 Ʊï n ï Ʋi tʃi Ʋi Ʋi, ï Ʊï Ʊï ŋ（nda）
エ段 di ndi di, Ʋi di Ʋi Ʋi di Ʋi di
オ段 du ndu du du du du du du du
　例、ナダ［nada］（涙）石、竹、黒、鳩、新。ナーダ［na:da］（涙）西。ナンダ［nanda］
（涙）小。ユダ［juda］（枝）石、竹、西、黒、鳩、波、新。ユンダ［junda］（枝）小。
ドｳダ［duda］（枝）与。スダツン［suda uŋ］（育つ）石、竹、黒。スダトｳン［sudatuŋ］
（育てる）鳩。スダチ［sudatʃi］（育ち）西。スンダツン［sunda uŋ］（育つ）小。スナ
ツン［sunatsuŋ］（育つ）波。スダティルン［sudatiruŋ］（育てる）新、与。ジｳー［Ʊï:］
（字）石、波。アジｳ［㷊aƱï］（味）石、波、新。アンチｳ［㷊an ï］（味）小。アジ［㷊aƲi］（味）
竹、西、黒、鳩。アディ［㷊adi］（味）与。ピジｳ［piƱï］（肘）石。ピジ［piƲi］（肘）黒、
竹、鳩。ピｳジｳ［pïƱï］（肘）新。ピチｳ［pitsï］（肘）波。ピッチ［pittʃi］（肘）西。ピ
ンチｳ［pin ï］（肘）小。ちディンカ［tʃ’idiŋka］（肘）与。ミジｳ［miƱï］（水）石、波、新。
ミンチｳ［min ï］（水）小。ミジ［miƲi］（水）竹、黒、鳩。ミチ［mitʃi］（水）西。ミン
［miŋ］（水）与。チｳジｳキン［ ïƱïkiŋ］（続ける）石。シジキルン［ʃiƲikiruŋ］（続ける）
黒、鳩。サカシキ［sakaʃiki］（杯）鳩、与。サカチｳキ［saka ïki］（杯）黒。サカチｳキ
ｳ［saka ïkï］（杯）石。サカンチｳキｳ［sakan ïkï］（杯）小。カンダ［kanda］（蔓）与。
サーシｳキｳ［sa:sïkï］（杯）新。サカシｳケー［sakasïke:］（杯）波。サカチキ［sakatʃiki］
（杯）西。サーシキ［sa:ʃiki］（杯）竹。イディン［㷊idiŋ］（出る）石。イディルン
［㷊idiruŋ］（出る）西。ンジルン［nƲiruŋ］（出る）竹、黒、鳩、波。ンディルン［ndiruŋ］
（出る）新。ウンディ［㷊undi］（腕）小。ウディ［㷊udi］（腕）石、竹、鳩、黒、新、与。
ウジ［㷊uƲi］（腕）波。シンディルン［ʃindiruŋ］（孵化する）小。ドｳル［duru］（泥）石、
竹、西、黒、鳩、波、与。ドｳール［du:ru］（泥）新城。カンドｳ［kandu］（角）小。ヌ
ンドｳ［nundu］（喉）小。ブンドｳルン［bunduruŋ］（踊る）小。ウドｳルグン
［㷊uduruguŋ］（驚く）波、与。
　以上の例から気付くことは、小浜方言の場合、ガ行、ザ行、ダ行の直前においてnda（ア
段）、n ï（イ段）、n ï（ウ段）、ndi（エ段）、ndu（オ段）のように規則的に前鼻音が立
つことである。イ段ウ段における破擦音は口蓋化によるものであり、それが無声化して
いても前鼻音が立つこと自体、それが音韻的には本来的に濁音であることのマーカーで
ある。小浜方言のダ行音にも奈良時代中央語の濁音に通うものが認められる。
⑦　ナ行子音音素／n／について
　八重山諸方言のナ行子音の［n］は、国語とほぼ同様に歯茎破裂の通鼻音である。結
びつく母音によって次のように変化する。
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石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 na na na na na na na na na
イ段 ŋ ni, ŋ ŋ ni, i, ŋ ŋ ni ŋ ŋ ŋ
ウ段 nu nu nu nu nu nu nu nu nu
エ段 ni ni ni ni ni ni ni ni ni
オ段 nu nu nu nu nu nu nu nu nu
　例、ナン［naŋ］（波）石、小、竹、西、黒、鳩、新、波、与。ナチｳ［na ï］（夏）石、
竹、新、波。ナチ［natʃi］（夏）西、黒､ 鳩、与。ナビ［nabi］（鍋）石、小、竹、西、黒、
鳩、新、波、与。ンガサーン［ŋgasa:ŋ］（苦い）石。ンガサン［ŋgasaŋ］（苦い）竹。イー
ガイ［㷊i:gai］（苦い）西。ニゲヘン［nigeheŋ］（苦い）黒島。ンガーン［ŋga:ŋ］（苦い）
鳩。スアーン［sua:ŋ］（苦い）与。ンギャサーン［ŋgjasa:ŋ］（苦い）新。ツァハン
［ ahaŋ］（苦い）波。ピンギン［piŋgiŋ］（逃げる）石。ピンギルン［piŋgiruŋ］（逃げる）
竹、西、黒、鳩、波。ヒンギルン［çiŋgiruŋ］（逃げる）与。ンギルン［ŋgiruŋ］（逃げる）
新。ニワー［niwa:］（庭）小。ヌヌ［nunu］（布）石、竹、西、波、新、与。ヌーヌ［nu:nu］
（布）黒、鳩。ニー［ni:］（根）石、竹、西、黒、鳩、新、波、与。イニ［㷊ini］（稲）小。
シｳニ［s‘ïni］（脛）小。パニ［pani］（羽）石、竹、黒、鳩。パニ［p‘ani］（羽）西、新、
波。ハニ［hani］（羽）与。ヌドｳ［nudu］（喉）石、竹、西、黒、鳩、新、波、与。ア
カヌンドーマ［㷊akanundo:ma］（喉小舌、口蓋垂）小。
　八重山諸方言におけるナ行音のイ段音では中舌母音［ï］は現れず、多くの場合鼻音の
［ŋ］として現れるが、西表方言においては［ni, i, ŋ］となって不安定な姿を示している。
前舌狭母音［i］によって鼻音［n］が口蓋化されるためであろう。
⑧　パ行子音音素／p／について
　国語のハ行子音音素は、多くの八重山方言ではパ行音［p］として次のように現れる。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 pa pa pa pa pa pa pa pa ha
イ段 pï pï, pi pi, su pi, tʃi pi pi pi, pï pï, pi tʃ’i, N
ウ段 㸐u fu 㸐u 㸐u 㸐u fu fu fu k’u, N
エ段 pi pi pi pi pi pi pi pi çi
オ段 pu po, pu pu pu pu pu pu po, pu 㸐u
　例、パー［pa:］（葉）石、竹、西、黒、鳩、波、新。パナ［pana］（鼻）石、竹、黒、鳩。
［p‘ana］（鼻）西、新、小、波。ハナブル［hanaburu］（鼻）与。ピー［pi:］（火）竹、西、
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黒、鳩。ピｳー［pï:］（火）石、波。ピー［pi:］（火）新、小。ちー［tʃ’i:］（火）与。ピｳ
ダリｳ［pïdarï］（左）石、新。ピｳンダリｳ［pïndarï］（左）小。ピダリ［pidari］（左）西、
鳩。ピデー［pide:］（左）竹。ピザリｳ［piƱarï］（左）黒。ピナリ［p‘inari］（左）波。ン
ダイ［ndai］（左）与。ピジｳ［piƱï］（肘）石、竹。ピｳジｳ［pïƱï］（肘）新。ピンチｳ［pin ï］
（肘）小。ピジ［piƲi］（肘）黒、鳩。ピッチ［pittʃi］（肘）西。ピチｳ［pi ï］（肘）波。
ちディンカ［tʃ‘idiŋka］（肘）与。チｳブシｳ［ ïbusï］（膝）石。スブシ［subuʃi］（膝）黒、
鳩。チプシ［tʃipuʃi］（膝）西。スプシン［supuʃiŋ］（膝）波。ンブチ［mbutʃi］（膝）与。
フクル［㸐ukuru］（袋）石、竹、西、鳩。ふクル［fukuru］（袋）黒、波、新、小。くル
［k’uru］（袋）与。フニ［㸐uni］（船）石、竹、鳩。フニ［㸐uni］（船）西。ふニ［funi］（船）
黒。ふニ［funi］（船）波、新、小。ンニ［nni］（船）与。ピー［pi:］（屁）石、竹、西、黒、
鳩、小、新。ピン［piŋ］（屁）波。ヒー［çi:］（屁）与。プー［pu:］（帆）石、竹、西、黒、
鳩、新。ポー［po:］（帆）波、小。フー［㸐u:］（帆）与。プニ［puni］（骨）石、小、西、
黒、鳩。フニ［㸐uni］（骨）西、与。プニ［puni］（骨）波、新。
　与那国方言以外、ハ行子音は［p］であるが、ウ段においてのみ［㸐u］と［fu］に変
化する。小浜方言の［fu］は非常に軽い唇歯音で［㸐］に近く調音されているように観
察される。おそらく八重山諸方言におけるハ行ウ段の［fu］は母音［u］による同化現
象と考えられる。
⑨　国語のワ行子音に対応するバ行子音音素／b／について
　八重山諸方言のバ行子音音素／b／は有声の両唇破裂音であるが、規則的に奈良時代
中央語のワ行音音素／w／に対応している。これは宮古諸方言も同様である。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 ba ba ba ba ba ba ba ba ba
イ段 bï bï bi bi bi bi bï bï di
ウ段 － － － － － － － － －
エ段 bi bi bi bi bi bi bi bi bi
オ段 bu bu bu bu bu bu bu bu bu
　例、バヌ［banu］（私）石、竹、西、小、新、波。バン［baŋ］（私）黒。バー［ba:］（私）
鳩、小。アヌ［㷊anu］（私）与。バシｳキン［basïkiŋ］（忘れる）石。バシキン［baʃikiŋ］
（忘れる）西。バッキルン［bakkiruŋ］（忘れる）竹。バッシルン［baʃʃiruŋ］（忘れる）
黒、新、波。バチルン［batʃiruŋ］（忘れる）与。バリルン［bariruŋ］（割れる）小、石、
黒、鳩、新、波、与。バリチキス［baritʃikisu］（割る）西。バルン［baruŋ］（割る）竹、
鳩。ビｳリｳ［bïrï］（座る＜居り＞）石、小。ビルン［biruŋ］（座る＜居る＞）鳩、小。ビー
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ルン［bi:ruŋ］（座る）竹。ビｳルン［bïruŋ］（座る＜居る＞）石。ビｳールン［bï:ruŋ］（座
る＜居る＞）波。ントｳルン［nturuŋ］（座る＜居る＞）与。ビー［bi:］（藺）竹、鳩、小、
西、黒。ビｳー［bï:］（藺）石。ビｳー［bï:］（藺）新。ビｳーン［bï:ŋ］（藺）波。ディー［di:］
（藺）与。ビｳー［bi:］（亥）竹、鳩。ビｳー［bï:］（亥）新。ビールン［bi:ruŋ］（酔う）石、
竹、黒、鳩、新。ビーン［bi:ŋ］（酔う）西。ビートコリルン［bi:tokoriruŋ］（酔う）波。
ビルン［biruŋ］（酔う）与。ブジャ［buƲa］（叔父）石。ブジャ~ー［buƲã:］（叔父）竹。
ブザ~ー［buƱã:］（叔父）西。ブザマ［buƱama］（叔父）波、鳩。ブンザ［bunƱa］（叔父）
小。ブザ［buƱa］（叔父）波。ブジャミー［buƲami:］（叔父）新。ブイヌ［buinu］（斧）
石、小。ブヌ［bunu］（斧）波。ブーヌ［bu:nu］（斧）石、竹、鳩、黒、新。ブヌ［bunu］
（斧）与。
　上表で気付くことは、ウ段音に対応する語が認められないことである。バ行イ段音は
与那国方言で［d］となる以外、すべて［b］である。与那国方言については別項で述べ
る。要するに奈良時代中央語のワ行音に対応する八重山諸方言の子音音素が／b／であ
ることが重要である。石垣、小浜、新城、波照間方言ではイ段［bï］、エ段［bi］で区別
されており、与那国方言でもイ段［di］とエ段［bi］は明確に区別されていて、奈良時
代中央語の「ヰ」と「ヱ」に対応している。これは音韻の古体を示すものと考えられる。
ただし、宮古・八重山諸方言の／b／はワ行音から転訛した新しい音素だとする研究が
ある（注16）。
⑩　マ行子音音素／m／について
　八重山諸方言のマ行子音音素／m／は有声の両唇閉鎖の通鼻音であるが、母音と結び
ついて拍を形成し、次のように変化する。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 ma ma ma ma ma ma ma ma ma
イ段 mi mi mi mi mi mi mi, n mi mi
ウ段 mu, ŋ mu mu, ŋ mu mu, ŋ mu, ŋ mu, ŋ mu mu
エ段 mi mi mi mi mi mi mi mi mi
オ段 mu mu mu mu mu mu mu mu mu
　例、マミ［mami］（豆）石、小、竹、西、黒、鳩、波、新、与。マチｳ［ma ï］（松）石、
竹、波。マチ［matʃi］（松）西、黒、鳩。マチヌキ［mattʃi］（松）与。マチｳン［ma ïŋ］
（睫毛）小。マチｳニ［ma ïni］（睫毛）石、竹。ミーヌマチ［mi:numatʃi］（睫毛）黒、鳩。
マｯチュ［mattʃu］（睫毛）波。ミーヌマッチュ［mi:numattʃu］（睫毛）新。マチｳン
［ma ïŋ］（睫毛）小。ミジｳ［miƱï］（水）石、新、波。ミンチｳ［min ï］（水）小。ミジ
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［miƲi］（水）竹、黒、鳩。ミチ［mitʃi］（水）西。ミン［miŋ］（水）与。ミン［miŋ］（耳）
石、竹、西、黒、鳩、新、小。ミンシュクルミン［miŋʃukurumiŋ］（耳）波。ミンタフ
［minta㸐u］（耳）与。ミチｳ［mi ï］（道）石、波、小。ンチｳ［n ï］（道）新。ミチ［mitʃi］
（道）竹、西、黒、鳩。アミティ［㷊amiti］（道）与。ンニ［nni］（胸）石、竹、黒、鳩。
ンチｳ［n ï］（胸）波。ンニチｳ［nni ï］（胸）新。ムムチ［mumutʃi］（胸）西。ミノー
チｳ［mino: ï］（胸）小。ちムグティ［tʃ’imuguti］（胸）与。ンカザ［ŋkaƱa］（百足）石、
鳩。ンカジャー［ŋkaƲa:］（百足）新。ンッカザ［ŋkkadza］（百足）黒。ムカジ［mukaƲi］
（百足）波。ンガザ［ŋgaƱa］（百足）石。ムガジｳ［mugaƱï］（百足）波。ンカディ［ŋkadi］
（百足）与。モーザ［mo:Ʊa］（百足）西。ムス［musu］（筵）小。ムン［muŋ］（麦）鳩、
西、新。ムングル［muŋguru］（麦殻、麦藁）小。ムク［muku］（婿）石、竹、西、黒、
鳩。ムグ［mugu］（婿）波。ムクブザ［mukubuƱa］（婿）小。ミー［mi:］（目）石、竹、
黒、鳩、新、小、与。ミン［miŋ］（目）波。ミンチ［mintʃi］（目）西。カミ［kami］（亀）
石、竹、鳩、与。カミ［kami］（亀）西、波、新。ハミ［hami］（亀）黒。ムツン［mu uŋ］
（持つ）石、竹、西、黒、新、波。ムトｳン［mutuŋ］（持つ）鳩、小、与。ムヌ［munu］
（物）石、竹、西、黒、鳩、小、新、波、与。
　八重山諸方言のマ行音においても、イ段では中舌母音［ï］は現れない。これは宮古諸
方言とも共通しており、大きな特徴の一つである。新城方言はイ段とウ段で鼻音化する
点でも宮古諸方言に最も近い音韻現象を示している。
⑪　ヤ行子音音素／j／について
　語頭に立つヤ行音は弱摩擦音で、調音点は前舌面と硬口蓋である（注17）。与那国方言以
外の八重山諸方言に現れる語頭、語中、語尾のヤ行音は次表の通り［j］であるが、与那
国方言では語頭のヤ行音のみ［d］音化する。語中、語尾に立つヤ行音は与那国方言で
もダ行音化しない。与那国方言のこの音韻現象は語頭のヤ行音が子音性は高く、語中、
語尾のヤ行音は語頭のヤ行音とは異なり、半母音性が高いことを示しているものと解さ
れる（注18）。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 ja ja ja ja ja ja ja ja, e: da, ja
ウ段 ju ju ju ju ju ju jo jo du, ju
オ段 ju ju ju ju ju ju ju ju du, ju
　例、ヤマ［jama］（山）石、小、竹、黒、鳩、波、新。ヤマナ［jamana］（山）西。ダ
マ［dama］（山）与。ユクイン［jukuiŋ］（休む）石、竹、西、黒。ユコーン［juko:ŋ］（休
む）石、小。ユークーン［ju:ku:ŋ］（休む）鳩。ヨーホーン［jo:ho:ŋ］（休む）新。ヨゴ
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スン［jogosuŋ］（休む）波。ドｳグン［duguŋ］（休む）与。ウヤ［㷊uja］（親）石、小、竹、
西、黒、鳩、新、波、与。ハイシャーン［haiʃa:ŋ］（早い）石。ハイサン［haisaŋ］（早い）
竹。パーハン［pa:haŋ］（早い）黒。パヤーン［paja:ŋ］（早い）鳩。ハヤーン［haja:ŋ］（早
い）与。パヤハーン［pajaha:ŋ］（早い）小。ペーシャーン［pe:ʃa:ŋ］（早い）波。ユカ
［juka］（床）石、竹、西。ふンツァーマ［fun a:ma］（床）黒。フンツァ［㸐un a］（床）
鳩。ユッカ［jukka］（舟の床板）鳩。ふンダ［funda］（床）、石、新、波。ふンタ［funta］
（床）竹、新。ドｳガ［duga］（床）与。フユ［㸐uju］（冬）石、竹、西、鳩、与。ふユ［fuju］
（冬）黒、新。ッふィ［ffi］（冬）波。マユ［maju］（眉）鳩、黒、西、新、波。マヨー［majo:］
（眉）石、竹、小。マーユ［ma:ju］（眉）与。ユーリｳ［ju:rï］（夜）石、黒。ユル［juru］
（夜）竹、西、波。ユール［ju:ru］（夜）小、鳩、新。ドｳル［duru］（夜）与。ウムン［㷊umuŋ］
（泳ぐ）石。ウームン［㷊u:muŋ］（泳ぐ）竹。ウーン［㷊u:ŋ］（泳ぐ）西、黒、鳩。ウ㽘
ン［㷊uŋuŋ］（泳ぐ）与。カユン［kajuŋ］（通う）与。クユミ［kujumi］（暦）与。チユ
［tʃiju］（露）与。
⑫　ラ行音音素の／r／について
　八重山諸方言の語中・語尾に立つラ行音は次のような分布を示す。語頭に立つラ行音
は、伝統方言の中では漢語以外に見当たらない。語中の音声を先に、語尾の音声を後に
示す。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 ra ra ra ra ra ra ra ra ra
イ段 rï rï ru ri ru r rï rï i
ウ段 ru, rï ru ru ru ru, ro ru, r ru ru ru
エ段 ri ri ri ri ri ri ri ri ri
オ段 ru ru ru ru ru ru ru ru ru
　例、ムラ［mura］（村）石、小、竹、西、黒、鳩、新、波、与。イラブン［㷊irabuŋ］（選
ぶ）石、小、竹、西、黒、鳩、新、波、与。パタラグン［pataraguŋ］（働く）石、波。
パタラクン［patarakuŋ］（働く）黒、鳩。パタラフン［patara㸐uŋ］（働く）新。ハタラ
グン［hataraguŋ］（働く）与。パタラグ［pataragu］（働く）西。ハタローン［hataro:ŋ］
（働く）竹。パラ［para］（柱）小。トｳリｳ［turï］（鳥）石、波。トｳる［tur］（鳥）黒。
パリｳ［parï］（針）石、小。パリｳ［parï］（針）波、新。パリ［pari］（針）西。パる［par］
（針）黒。パル［paru］（針）鳩。ハイ［hai］（針）与。ユーる［ju:rï］（夜）石。ユール
［ju:ru］（夜）鳩、小。ユル［juru］（夜）竹、西、波。ユる［jur］（夜）黒。ドｳル［duru］
（夜）与。シルシｳ［ʃirusï］（印し）石。シルシ［ʃiruʃi］（印し）竹、黒、鳩。シルシ
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［ʃiruʃi］（印し）西。シｳルシｳ［sïrusï］（印し）波。ちルチ［tʃ’irutʃi］（印し）与。クル
マ［kuruma］（車）石、小、西、黒、鳩、新、与。クロ~ー［kurõ:］（車）竹。ふルマ
［furuma］（車）波。クリ［kuri］（これ）石、竹、黒、鳩、小。クリ［kuri］（これ）西、
新、波。クー［ku:］（これ）与。カリン［kariŋ］（枯れる）石。カリルン［kariruŋ］（枯
れる）竹、新、小、波、与。サリン［sariŋ］（枯れる）竹。サリルン［sariruŋ］（枯れる）
鳩、西。ハリルン［hariruŋ］（枯れる）黒。イル［㷊iru］（色）石、小、竹、西、黒、鳩、
新、波、与。クルブン［kurubuŋ］（転ぶ）小、竹、西、黒、鳩、与。クルビン［kurubiŋ］
（転ぶ）石。クルブン［kurubuŋ］（転ぶ）新。マルブチルン［marubutʃiruŋ］（転ぶ）波。
　石垣方言と黒島方言の語尾の音声は母音が弱化して変化したもので、語中のCV構造
で現れる音声が本来の母音であると考えられる。
⑬　バ行子音音素／b／について
　国語のバ行音に対応する八重山諸方言の［b］音は、これまでの資料によると、語頭
に立つ［b］の語例が見当たらず、語中、語尾において次のような分布を示す。
石垣 小浜 鳩間 西表 竹富 黒島 新城 波照間 与那国
ア段 ba, bu ba, ma ba ba ba ba ba ba, ma ba
イ段 bï, bi pï, bui bi bi bi, bui bi bï pï bi
ウ段 bu bu bu bu bu bu bu pu bu
エ段 bi bi bi bi bi bi bi, pi bi, pi bi
オ段 bu bu bu bu, pu bu bu bu, pu bu bu
　例、スバ［suba］（傍）石、竹、西、黒、鳩、与。スバ［suba］（蕎麦）石、竹、鳩、黒、
波。スパ［supa］（蕎麦）小、新。フブルン［㸐uburuŋ］（縛る）石。フバルン［㸐ubaruŋ］
（縛る）鳩。フルン［㸐uruŋ］（縛る）西。シバルン［ʃibaruŋ］（縛る）黒。サマルン
［samaruŋ］（縛る）波、小。ンマンキルン［mmaŋkiruŋ］（縛る）与。ブバ［buba］（叔
母）石、新、波。ブバ~ ［ーbubã:］（叔母）竹。ブア~ ［ーbuã:］（叔母）西。ブバーマ［buba:ma］
（叔母）鳩。ブバマ［bubama］（叔母）石、小。ブーバ［bu:ba］（叔母）黒。アブタティ
［㷊abutati］（叔母）与。タビｳ［tabï］（旅）石。タビ［tabi］（旅）竹、西、黒、鳩、与。
タピｳ［tapï］（旅）波、小。タビｳ［tabï］（旅）新。ヌビ［nubi］（首）石、西、鳩、黒、
波、与。ヌビｳ［nubï］（首）新。フビ［㸐ubi］（首）竹。ふビ［fubi］（首）黒。ヌブイ
［nubui］（首）小、竹。ウビｳ［㷊ubï］（帯）石。フクビ［㸐ukubi］（帯）竹、鳩。ふクビ
［fukubi］（帯）黒。フクビ［㸐ukubi］（帯）竹。シｳクビｳ［sïkubï］（帯）波、新。ピｳク
ン［pïkuŋ］（帯）小。とｳン［t’uŋ］（帯）与。トｳブン［tubuŋ］（飛ぶ）石、竹、西、黒、
鳩、与。トｳプン［tupuŋ］（飛ぶ）波。ヤラブン［jarabuŋ］（呼ぶ）小。クブ［kubu］（昆
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布）新。ンブスン［mbusuŋ］（いぶす＜蒸す＞）新。ナビ［nabi］（鍋）石、小、竹、西、
黒、鳩、新、波、与。クビ［kubi］（壁、垣、柵＜くべ＞）石、黒、鳩、西、与。クピ［kupi］
（壁）波、新。クビ［kubi］（壁）小。クビｯチャ［kubittʃa］（壁）竹。クラビン［kurabiŋ］
（比べる）石。クラビルン［kurabiruŋ］（比べる）竹、黒、鳩。フラビルン［㸐urabiruŋ］
（比べる）西、鳩。クラビルン［kurabiruŋ］（比べる）新。ウブイン［㷊ubuiŋ］（覚える）
石。ウブイルン［㷊ubuiruŋ］（覚える）竹、黒、鳩、波、小、与。チｳブ［tsïbu］（壷）石。
スブ［subu］（壷）鳩。ツプ［tsupu］（壷）新。チプ［tʃipu］（壷）西。カブチ［kabutʃi］
（南瓜）波。カブッチ［kabuttʃi］（南瓜）鳩。カブチャ［kabutʃa］（南瓜）石、竹、小、西、
新。ハブッチャ［㷋abuttʃa］（南瓜）黒。ナンクﾜ［naŋkwa］（南瓜）与。
　小浜方言ではガ行子音［g］、ザ行子音［Ʊ］、ダ行子音［d］の直前において前鼻音が
規則的に立つが、バ行子音［b］の直前では入り渡りの前鼻音は現れない。この法則的
な音韻現象には注意を要する。国語のワ行音に対応する八重山諸方言の［b］は語頭に
立ち得るのに対し、国語のバ行音に対応する八重山諸方言の［b］は語中、語尾に立つ
という相補分布の関係にあることを示しているものと解釈される。
３.２　八重山諸方言のアクセントについて
　八重山諸方言のアクセントには多型アクセントから一型アクセント（崩壊アクセント）
まで分布する。たとえば鳩間方言や波照間方言、石垣方言などの２拍名詞のアクセントは
１･２類と３･４･５類（二型アクセント）にまとめられるが、与那国方言と租内方言は１･
２類と３類、４･５類（多型アクセント）にまとめられる。黒島方言は１･２･３類と４･５
類にまとめられ、多型アクセントの残存が認められるという。長年八重山方言の研究に尽
くされた故平山輝男博士の研究によると、東京方言の２拍名詞に対応する八重山諸方言の
アクセントは、①多型アクセント（与那国方言）、②二型アクセント（石垣方言など、多
くの八重山方言）、③一型アクセント＜崩壊アクセント＞（新城方言）のように大別され
るという。与那国方言と新城方言を除く、他の八重山方言は総て二型アクセントであるが、
中でも黒島方言や鳩間方言、小浜方言などには多型アクセントの残存型が認められるとい
う。三母音化の徹底した与那国方言で多型アクセントが分布していることは偶然ではない
と考えられる。以下、故平山輝男博士に従って、代表的な①石垣方言、②波照間方言、
③与那国方言の２、３拍語のアクセント体系を対照的に示す（注19）。（　）内の２、３数字
は拍を表す。
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（２－①）、２拍語石垣方言のアクセント体系
音韻論的解釈　反省的型　　　アクセント節例
／○┐○／ ●○　　㷊a┐mi（飴）、pa┐na（鼻）、㷊u┐sï（牛）、 ï┐:（血）、na┐:（名）
 ○●　　㸐usï（星）、㸐u ï（口）、pïtu（人）…
／○○／ ○○　　㷊udi（腕）、paŋ（足）、㷊usï（臼）、㷊aʃi（汗）、kui（声）…
 　　　　ti:（手）、pï:（火）、 ï:（乳）、㷊aŋ（有る）…
（２－②）、２拍語波照間方言のアクセント体系
／ - ○○／ ○○, ○○△　　 Ʊï:（血）、na㷨ŋ（名）、㷊usï（牛）、pana（鼻）、pïtu（人）、
buŋ（居る）、magi（巻け）＜ma┐giとも＞
 ●●, ●●▲　　┌Ʊï:（乳）、┌paŋ（歯、足）、┌㷊aŋ（網、粟、有る）
／○○／ ○●, ○●▲　　 㷊u┌Ʋi（腕）、pa┌na（花）、㷊ita（板）、ta┌ni（種）、㷊usï（臼）、
ku┌i（声）、㷊ami（雨）、ma┌gi（蒔け）、ha┌ki（書け）
／┐○○／ ○㾓, ○○▲　　Ʊï:（地）、ju┌:（湯）、pï:（火）、mu┌ŋ（麦）、me┌:（前）
／○┐○／ ●●  　　　　　kjaŋ（来た）、ma┐gi（巻け）＜低平にも＞
（２－③）、２拍語与那国方言のアクセント体系
／○○／ ○●　　㷊u┌ttʃi（牛）、ha┌ttʃi（橋）＜主に１･２類該当語＞
 ●●　　┌buŋ（居る）、…………＜主に１･２類該当語＞
／ - ○○／ ○○　　 hana（花）、㷊ami（雨）＜主に３類と４･５類の該当語の一部その
他＞、kuŋ（来る）…
／○○／ ○㾒　　hattʃi｀（箸）、㷊ugi｀（桶）、…＜４･５類の大分と３類の一部＞
／○┐○／ ●○　　ha┐i（針）、ku┐i（声）、…＜４･５類の一部＞
　　　　　　　　　　　㷊a┐ŋ（有る）、t’a㷨┐ŋ（近い）、k’a㷨┐ŋ（深い）…
（３－①）、３拍語石垣方言のアクセント体系
／○┐○○／ ●○○　　 㷊a┐kubï（欠伸）、ki┐busï（煙）、ku┐mami（緑豆）、ka┐:ra（川）、
ho┐:ŋ（食べる）、ma┐kuŋ（巻く）…
 ○●○　　 ï┌ka┐ra（力）、sa┌ka┐nu（咲かない）、ka┌ta┐ ï（形）…
／○○○／ ○○○　　 ka:ra（瓦）、patagi（畑）、 ïburï（頭）、kukuru（心）、ho:ŋ（降
る）、makuŋ（蒔く）、ne:nu（無い）…
（３－②）、３拍語波照間方言のアクセント体系
／ - ○○○／ ○○○, 　　㷊u:bi（欠伸）、bidumu（男）、maguŋ（巻く）、fumuŋ（汲む）、
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 ○○○△　　㷊ŋguŋ（行く）
／┐○○○／ ○●●, 　　 ï┌kara（力）、ka┌tana（包丁）、fu┌tʃirï（薬）、ma┌guŋ（蒔く）、
 ○●●▲　　mi┌ruŋ（見る）、na┌haŋ（長い）…
 ●●●▲　　┌na:ŋ（菜）
／┐○○○／ ○○㾓　　　muga┌sï（昔）、nan┌da（涙）、ju:┌bi（昨夜）、fumja㷨┌ŋ（汲んだ）、
　　　　　　　○○○▲　　magja㷨┌ŋ（巻いた）、ne:┌nu（無い）
／○○┐○／ ○●○　　　ki┌pu┐su（煙）、ha┌ta┐ï（姿・形）、sa┌pa┐ŋ（草履）、
　　　　　　　○●○△　　sa┌kja㷨┐ŋ（咲いた）、㷊u┌ga┐ŋ（起きた）、bu┌ta┐ŋ（居た）
（３－③）　３拍語与那国方言のアクセント体系
／○○○／ ○●●　　㷊a┌gui（欠伸）、ki┌buntʃi（煙）、sa┌guŋ（咲く）、㷊a┌saŋ（浅い）
 ●●●　　┌biŋga㷨（男）、┌çintu（返事、返答）
／ - ○○○／ ○○○　　ʃikara（力）、maguŋ（蒔く）
／○○○┐／ ○●㾒　　mi┌nuŋa┐㷨（女）、ha┌tagi┐㷨（水田）
／○○┐○／ ○●○　　 su┌su┐i（雑巾）、ʃi┌ka㷨┐ttu（非常に）、㷊a┌ra㷨┐gu（非常に）、㷊a
┌ta┐ŋ（有った）、su┌sa┐ŋ（強い）
３.３　八重山諸方言の文法
　八重山諸方言の文法について、石垣方言を中心にして可能なかぎり波照間方言、与那国
方言などと関連付けながら述べることにする。
３.３.１　代名詞
　八重山諸方言の代名詞を国語の代名詞と対照させて示すと次のように整理される。
石垣方言 鳩間方言 波照間方言 小浜方言 与那国方言
?????
自称 単数 banu baŋ, ba: banu banu, ba: 㷊anu
複数 banda: banta: banuma bannu: banta:
bagada: be: bema:
対称 単数 wanu, wa: wa: da: 㷊uwa nda
複数 wada: wata: danuma ba:sa: 㷊ujanta:
他称 単数 kari kari k‘ari k‘ãri kari, 㷊ari
複数 katta: kat a:
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?????
近称 単数 kuri kuri kuri k‘ũri ku:
複数 kutta: kut a:
中称 単数 㷊uri 㷊uri 㷊uri 㷊uri 㷊u:
複数 㷊utta: 㷊ut a:
遠称 単数 kari kari k‘ari k‘ãri 㷊ari
複数 katta: kat a:
???
単数 ta:, taru ta: ta: ta:, taru ta:
複数 tatta: tatta:
　八重山諸方言の中には、例えば石垣方言や鳩間方言、波照間方言において、一人称（自称）
複数形の代名詞で、バンダ［banda］（私たち＜聞き手を含まない＞）とバガダ［bagada］
（私たち＜聞き手を含む＞）のような対立が存する点が特徴的である。鳩間方言では、┌バ
ン┐ター　┐キュー　ウ┌キ┐ナー　┐パルン［┌ban┐ta:　┐kju:　㷊u┌ki┐na:　┐paruŋ］（私たち
＜僕ら＞は今日沖縄へ行く）では、聞き手は含まれない。一方、┌ベー┐　マー┌ズン┐ウ┌キ┐ナー　
┐パラ［┌be:┐　ma:┌Ʊuŋ┐　㷊u┌ki┐na:　┐para］（私たち＜我々＞は一緒に沖縄へ行こう）の
┌ベー［┌be:］は、聞き手を含み、┌バン┐ター［┌ban┐ta:］と対立する。
　黒島、新城方言の二人称（対称）代名詞では、ウヴァ［uva］（貴方）であるが、これは「語
音翻訳｣（『海東諸国紀』）に認められる［’ura］（汝）系統の宮古諸方言ッヴァ［vva］（貴
方）の転訛したものである。［’ura］が融合同化して、ウワ［㷊uwa］（あなた）小浜、ンダ
［nda］（あなた）新城、与那国などの方言形が形成されことは２.３.１で述べた。
３.３.２　動詞
　八重山方言動詞について、『石垣方言辞典』（注20）所収の複雑な動詞の活用を簡潔にして示
すため、形式と意味の最小単位である形態素を重視して再編し、可能な限り諸方言と関連
づけつつ述べることにする。
①書く ②習う ③売る ④する ⑤追う ⑥開ける
志向形 kaka. naraː. ka:saː. sa:. 㷊o:. 㷊ak（j）u.
未然形 kaka-nu naraː-nu ka:sa-nu sa-nu 㷊o:-nu 㷊ak（j）u-nu
連用形 kakï-busïŋ narai-busïŋ ka:sï-busïŋ sï:-busïŋ 㷊ui-busïŋ 㷊aki:-busïŋ
接続形 kaki-tte narai-tte ka:ʃi-tte ʃi:-tte 㷊ui-tte 㷊ake-tte
終止形 kakuŋ. narauŋ. ka:sïŋ. sïŋ. 㷊o:ŋ. 㷊akiruŋ.
連体形 kaku-kutu narau-kutu ka:sï-kutu sï:-kutu 㷊o:-kutu 㷊aki-kutu
条件形 kakja:- naraija:- ka:ʃa:- ʃa:- 㷊uija:- 㷊akirja:-
命令形 kaki. narai. ka:ʃi. ʃi:. 㷊ui. 㷊akiri.
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確認形 kake:ŋ. naraie:ŋ. ka:ʃe:ŋ. ʃe:ŋ. 㷊uije:ŋ. 㷊ake:（re:）ŋ.
継続形 kakiŋ. naraiŋ. ka:ʃiŋ. ʃi:ŋ. 㷊uiŋ. 㷊ake:ŋ.
感嘆形 kakjaŋ. naraijaŋ. ka:ʃaŋ. ʃaŋ. 㷊uijaŋ. 㷊akirjaŋ.
敬譲形 kako:ruŋ. naraijo:ruŋ. ka:ʃoruŋ. ʃo:ruŋ. 㷊uijo:ruŋ 㷊ak（j）o:ruŋ.
⑦和える ⑧貰う ⑨失せる ⑩燃える ⑪来る
志向形 㷊au. 㷊iu:. 㷊uʃu. mo:. ku:.
未然形 㷊au-nu 㷊iu:-nu 㷊uʃu-nu mo:-nu ku:-nu
連用形 㷊ai-busïn 㷊i:-busïŋ 㷊uʃi-busïŋ mui-busïŋ kï:-busïŋ
接続形 㷊aja:-tte 㷊ija:-tte 㷊uʃe:-tte muja:-tte ki:-tte
終止形 㷊ai（ru）ŋ. 㷊i:（ru）ŋ. 㷊uʃi（ru）ŋ. mui（ru）ŋ. kï:ŋ.
連体形 㷊ai-kutu 㷊i:-kutu 㷊uʃi-kutu mui-kutu kï:-kutu
条件形 㷊airja:- 㷊i:rja:- 㷊uʃirja:- muirja:- kja:-
命令形 㷊airi. 㷊i:ri. 㷊uʃiri. muiri. ku:.
確認形 㷊aja:（re:）ŋ. 㷊ija（re:）ŋ. 㷊uʃe:（re:）ŋ. muja:（re）ŋ. ke:ŋ.
継続形 㷊aja:ŋ. 㷊ija:ŋ. 㷊uʃe:ŋ. muja:ŋ. ki:ŋ.
感嘆形 㷊airjaŋ. 㷊i:rjaŋ. 㷊uʃirjaŋ. muirjaŋ. kjaŋ.
敬譲形 㷊aijo:ruŋ. 㷊ijo:ruŋ. 㷊uʃo:ruŋ. muijo:ruŋ. 㷊o:ruŋ.
⑫居る ⑬である ⑭ある ⑮召し上がる 主な接辞
志向形 㷊ura. － 㷊ara. 㷊ŋk（j）o:. そのままで意思、勧誘
未然形 㷊ura-nu jara-nu 㷊ara-ba 㷊ŋk（j）o-nu -nu＜ない＞、-ba
連用形 㷊urï- jarï-busïŋ 㷊arï-busïŋ 㷊ŋke:-busïŋ -busïn＜～たい＞
接続形 㷊uri-tte jari-tte 㷊ari-tte 㷊ŋkja:-tte -tte:＜～て＞
終止形 㷊uŋ. jaŋ. 㷊aŋ. 㷊ŋke:（ru）ŋ 言い切り。
連体形 㷊uru-kutu jarï-kutu 㷊aru-kutu 㷊ŋke:-kutu 体言＜こと、もの＞
条件形 㷊urja:- jarja:- 㷊arja:- 㷊ŋke:rja:- ～ば
命令形 㷊uri. jarja. 㷊ari. 㷊ŋke:ri. 命令。言い切り。
確認形 㷊ure:ŋ. jare:ŋ. 㷊areŋ. 㷊ŋke:re:ŋ 連用形＋～はあり。
継続形 － － － 㷊ŋkja:ŋ. 連用形＋～あり。
感嘆形 㷊urjaŋ. jarjaŋ. 㷊arjaŋ. 㷊ŋke:rjaŋ. 連用形＋～ありある
敬譲形 㷊o:ruŋ. jar（j）o:ruŋ. 㷊ar（j）o:ruŋ. 㷊ŋk（j）o:ruŋ. 連用形＋～おわす（る）
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① 型には、ハ行を除く文語四段活用動詞の大部分、上一段活用動詞の幾つか、下一段活用
動詞、ナ行変格活用動詞に対応する動詞が属する。
　例、kakuŋ（書く）、kuguŋ（漕ぐ）、㷊usuŋ（押す）、ma uŋ（待つ）、sïnuŋ（死ぬ）、
tubuŋ（飛ぶ）、jumuŋ（読む）、㷊ukusuŋ（起こす）、㷊i:ruŋ（射る）、turuŋ（取る）、
kiruŋ（蹴る）。
② 型には、文語のハ行四段活用動詞の他、ガ行下二段活用動詞の語幹末尾子音［g］が脱
落したものが属する。
　例、㷊auŋ（合う、争う）、kauŋ（買う）、pauŋ（這う）、ba:rauŋ（笑う）、tauŋ（食う、
＜たぐ＞ ｢皇極紀｣）。
③型には、自他の区別のある他動詞と、使役動詞の一部が属する。
　例、㷊akasïŋ（明かす）、㷊ukusïŋ（起こす）、㷊a:sïŋ（合わせる）、no:sïŋ（直す）、
bagasïŋ（沸かす）、kakasïŋ（書かせる）、tamisïŋ（試す）。
④型には、文語のサ行変格活用動詞に対応する動詞とそれを含む複合動詞。
　例、sï（:）ŋ（する）、㷊ansïnsïŋ（安心する）、tukusïŋ（得する）、jurittusïŋ（ゆっくり
する）。
⑤型には、文語ハ行四段活用動詞に対応する動詞で、終止形がo:ŋの形をとるもの。
　例、ko:ŋ（請う）、㷊uso:ŋ（覆う）、㷊umo:n（思う）、suro:ŋ（揃う）、to:ŋ（研ぐ）、ho:ŋ
（降る）。
⑥型には、文語上二段・下二段活用動詞に対応する動詞のほぼ総てが属する。
　例、㷊uki（ru）ŋ（起きる）、㷊ati（ru）ŋ（当てる）、narabi（ru）ŋ（並べる）、㷊urami（ru）ŋ
（恨む）、jari（ru）ŋ（破れる）。
⑦型には、文語下二段活用動詞に対応する動詞の幾つかが所属する。
　例、㷊ai（ru）ŋ（和える）、kai（ru）ŋ（変える）、㷊usai（ru）ŋ（押さえる）、tabui（ru）ŋ（蓄
える）、surui（ru）ŋ（揃える）。
⑧ 文語四段・上一段・下二段活用動詞の幾つかと、サ行変格動詞の複合語に対応する語が属
する。
　例、bi（ru）ŋ（酔う）、mi（ru）ŋ（見る）、ni:（ru）ŋ（似る）、ki:（ru）ŋ（消える）、saʃʃi（ru）ŋ（察
する）、ʃinƲi（ru）ŋ（信じる）。
⑨ 型には、文語下二段活用動詞に対応する語を主とする、㷊uʃi（ru）ŋ（失せる）、kiʃi（ru）ŋ（切
れる）、biʃi（ru）ŋ（据える）、kattʃi（ru）ŋ（乾く＜かつえる＞）、nabuttʃi（ru）ŋ（滑る）、
taƱïni（ru）ŋ（尋ねる）が属する。
⑩ 型には、文語上二段・下二段活用動詞に対応する、㷊ui（ru）ŋ（老いる）、kui（ru）ŋ（超え
る）、nui（ru）ŋ（脱げる）、㷊ubui（ru）ŋ（覚える）、mui（ru）ŋ（燃える）が属する。
⑪ 型には、カ行変格活用動詞に対応する、kï（:）ŋ（来る）が属する。
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⑫型には、文語ラ行変格活用動詞に対応する、㷊uŋ（居る）が属する。
⑬型には、文語助動詞「なり」に対応する、jaŋ（である）が属する。
⑭型には、文語ラ行変格活用動詞「あり」に対応する、㷊aŋ（有る）が属する。
⑮型には、文語の「召す」に対応する、㷊ŋke:（ru）ŋ（召し上がる）が属する。
３.３.３　形容詞
　八重山諸方言の形容詞は、与那国方言形容詞と鳩間方言形容詞の一部を除けば、ほとん
ど「語幹+サ+有り」から構成されるといえる。石垣方言形容詞には語幹末尾母音が［i］
の場合、活用語尾は～シャーン［-ʃa:ŋ］（シク活用に対応）となり、それ以外では～サーン
［-sa:ŋ］（ク活用に対応）となる二つの活用形が認められる。与那国方言形容詞と鳩間方言
形容詞は、共時的には語幹に直接「有り」が下接して形容詞の語構造を形作っている点特
異である。ただし、与那国方言の形容詞と鳩間方言の形容詞には語幹に接辞「サ」を伴う
語も若干認められる。石垣方言からの借用語であると考えられる。鳩間方言の形容詞は石
垣方言の形容詞と与那国方言の形容詞の中間的な姿を指し示していることがわかる。次に
石垣方言、鳩間方言、与那国方言の形容詞の活用形を対照して示す。
石垣方言 鳩間方言 与那国方言
sa:ŋ型（赤い） ʃa:ŋ型（美しい）（高い） （高い）
未然形 㷊akasa:ra-ba kaiʃa:ra-ba taka:na: nu taga minuŋ（高くない）
連用形 㷊akasa:rï-ttari kaiʃa:rï-ttari taka:ri- tagai-（高くあり）
副詞形 㷊akasa:（赤く）- kaiʃa:（美しく）- taka:-naruŋ tagagu-naru（高くなる）
理由形 － － taka:nu- taganu-（高くて）
接続形 㷊akasa:ri-tte kaiʃa:ri-tte taka:ri-ti
終止形 㷊akasa:ŋ. kaiʃa:ŋ. taka:ŋ tagaŋ（高い）
連体形 㷊akasa:rï-munu kaiʃa:rï-munu taka:-munu tagaru-jama（高い山）
条件形 㷊akasa:rja- kaiʃa:rja- taka:-ka: tagaruba nsataru（高ければ）
過去形 㷊akasa:-da. kaiʃa:-da. taka:-taŋ. tagarja-taŋ（高かった）
命令形 㷊akasa:rja kaiʃa:rja － －
確認形 㷊akasa:re-:ŋ kaiʃa:re-:ŋ taka:re-:ŋ. －
感嘆形 㷊akasa:rja-ŋ kaiʃa:rja-ŋ taka:ru-baŋ. tagarja-ŋ.
敬譲形 㷊akasa:ro:-ruŋ kaiʃa:ro:-ruŋ taka:ro:-ruŋ. ‒
３.３.４　助動詞
　鳩間方言には、次のような助動詞が認められる。①suŋ（せる）使役、未然形接続。
②ʃimiruŋ（しめる）使役、未然形接続。③-riŋ（れる）受身・可能・自発、未然形接続。
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④-rariŋ（られる）受身・可能・自発、未然形接続。⑤-o:ruŋ（れる、られる、＜おはす＞
に対応）尊敬、連用形接続。⑥-pusaŋ（～たい）願望、連用形接続。⑦-ʃe:ŋ（～できる
＜切れる＞）可能、連用形接続。⑧-ŋgisaŋ（～しそうだ）様態、連用形接続。⑨-nu（～
ない）打消し、未然形接続。⑩-taŋ（～た）過去、連体形接続。次に八重山諸方言の主な
助動詞を対照して示すと次のようになる。
石垣方言 鳩間方言 波照間方言 与那国方言
①kakasïŋ（書かす） kakasuŋ（書かす） hakasuŋ（書かす） kagamiruŋ（～せる）
②kakasïmiruŋ（書かせる） kakaʃimiruŋ（～せる） hakaʃimiruŋ（～せる） kagamiruŋ（～せる）
③kakariŋ（書かれる） kakariŋ（書かれる） kakariruŋ（書かれる） kagariruŋ（書ける）
④㷊ukirariŋ（起きられる） 㷊ukirariŋ（起き～） 㷊ugirairuŋ（起き～） 㷊ugirariruŋ（起き～）
⑤kakjo:ruŋ（お書きになる） kako:ruŋ（お書に～）
⑥kakïbusïŋ（書きたい） kakipusaŋ（～たい） hakïboha:ŋ（～たい） kat’ibusaŋ（～たい）
⑦㷊iƱïʃʃiŋ（歌える） 㷊iƲiʃe:ŋ（歌える） hakiʃiʃaŋ（書ける） ka t’its’uŋ（書ける）
⑧nakuŋgasa:ŋ（泣きそう） nakiŋgisa（泣きそう） － ka t’iŋisaŋ（書きそうだ）
⑨kakanu（書かない） kakanu（書かない hakanu（書かない） kaganuŋ（書かない）
⑩jumuda（読んだ） jumutaŋ（読んだ） hakutaŋ（書いた） ka t’itaŋ（書いた）
３.３.５　助詞
　八重山諸方言の主な助詞について対照して示すと次のようになる。
３.３.５.１　格助詞
　⑴　-㽖［-ŋa］（が）。主格を表す。
　 　主格を表す格助詞-㽖［-ŋa］（が）は、沖縄本島諸方言と宮古諸方言において認めら
れ、八重山石垣方言系統の諸方言では認められないが、与那国方言のみに認められる
助詞である。ただ古謡などには格助詞ガ［ga］（が）が認められるので、かつては八
重山諸方言にも分布していたものと考えられる。
　　ア㽖　キルン［㷊aŋa　kiruŋ］（私がする）与那国
　　カディ㽖　くン［kadiŋa　k’uŋ］（風が吹く）与那国
　　ア㽖　ヒルン［㷊aŋa　ç, iruŋ］（私が行く）与那国
　⑵　-ヌ［-nu］（が）。主格を表す。
　　パナヌ　サキン［pananu　sakiŋ］（花が咲く）石垣
　　パナヌ　サクン［pananu　sakuŋ］（花が咲く）鳩間
　　トｳリｳヌ　トｳブン［turïunu　tubuŋ］（鳥が飛ぶ）波照間
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　⑶　-㽖［-ŋa］（の）。属格を表す。
　　ア㽖　ア㽖ミ［㷊aŋa　㷊aŋami］（私の子供）与那国
　　ユビガ　ユーヤ　ノーデドｳ　オーラナーダハ（昔トｳバラーマ節）
　⑷　-ヌ［-nu］（の）属格を表す。
　　シンシーヌ　ボーシ［ʃiŋʃi:nu　bo:ʃi］（先生の帽子）石垣
　　ウヤヌ　ザイサン　シギ［㷊ujanu　Ʊaisaŋ　ʃigi］（親の財産を継げ）鳩間
　　 キヌ　ユダナー　パナヌ　サクン［kinu　judana:　pananu　sakuŋ］（木の枝に花
が咲く）波照間
　　 ウヤ　カヌ　とｳヌ　ムヌドｳ［㷊uja kanu t’unu munudu］（これは、あの人のものだ）
与那国。とｳヌ　ムヌ［t’unu munu］（他人のもの）与那国
　⑸　-バ［ba］（を）対格を表す。
　　ジンバ　モークン［Ʋimba　mo:kuŋ］（金を儲ける）鳩間
　　ムヌバ　ホン［munuba　hoŋ］（ご飯を食べる）波照間
　　イユバ　カンドー［㷊ijuba　kando:］（魚を買うぞ）与那国
　（5-1）　-ユ［-ju］（を）対格を表す。
　 　バヌユ　ウトｳドｳデー　ミヤーヒョールン［banuju　㷊utudude:　mija:ço:ruŋ］（私
を弟と見てくださる）石垣
　⑹　-ナンガ［-naŋga］（に, で）場所を表す。
　 　パタギナンガ　ヤサイ　イベー［pataginaŋga　jasai　㷊ibe:］（畑に野菜を植えてあ
る）石垣
　（6-1）　ナガ［naga］（に）
　 　ピテーナガ　ヤセｳー　イビルン［pite:naga　jasë:　㷊ibiruŋ］（畑に野菜を植える）
波照間
　（6-2）　-ナ［-na］（で）
　　 　パタキナー　ヤサイ　イビルン［patakina:　jasai　㷊ibiruŋ］（畑に野菜を植える）
鳩間
　（6-3）　-ニ［ni］（で）、-ニビ［nibi］（で）場所を表す。
　　ウンナガニ　ウグン［㷊unnagani　㷊uguŋ］（海で泳ぐ）与那国
　　ハマニビ　ムンドｳ　キルン［hamanibi　mundu　kiruŋ］（浜で喧嘩する）与那国
　⑺　-カイ［-kai］（へ）方向、行き着く所を表す。
　　クマカイ　クー［kumakai　ku:］（ここへ来い）石垣
　（7-1）　クマー　クー［kuma:　ku:］（ここへ来い）鳩間
　（7-2）　ウシｳナチ　ングン［㷊usïnatʃi　㷊ŋguŋ］（沖縄へ行く）波照間
　（7-3）　ンキ［ŋki］（へ）方向、行き着く所を現す。
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　 　ハタギンキ　ムヌくイ　ビルン［hatagiŋki　munuk’ui　biruŋ］（畑へ作物を植え
る）与那国
　⑻　-トｳ［-tu］（と）共同の相手を表す。
　　ドｳシｳトｳドｳ　アサブ［dusïtudu　㷊asabu］（友達と＜ぞ＞遊ぶ）石垣
　　ドｳシトｳル　アサブ［duʃituru　㷊asabu］（友達と＜ぞ＞遊ぶ）鳩間
　　ドｳシｳトｳ  アスブン［dusïtu　㷊asubuŋ］（友達と遊ぶ）波照間
　　ウヤトｳ　マドｳン　ヒタン［㷊ujatu　maduŋ　çitaŋ］（親と一緒に行った）与那国
　⑼　-デ［-de］（と）動作・作用・状態などの内容を表す（引用）。
　 　ウリヌドｳ　ハルンデ　アンクダ［㷊urinudu　harunde　㷊aŋkuda］（彼が行くと
言った）石垣
　 　パラヌティ　アジ ブー［paranuti　㷊aƲi bu:］（行かないと言っている）鳩間 
ウリンドｳ　ングンタ　エンタン［㷊urindu ŋgunta 㷊entaŋ］（彼が行くと言った）波照間
　 　ヒラヌンディ　ンディブル［çiranundi　ndiburu］（行かないと言っている）与那国
　⑽　-カラ［-kara］（から）動作・作用の起点を表す。
　　ヤーカラ　イディン［ja:kara　㷊idiŋ］（家から出る）石垣
　　パトｳマーラ　ケー　プス［patuma:ra　ke:　pusu］（鳩間から来た人）鳩間
　（10-1）　ウシｳナガラ ガギ　クン［㷊usïnagara gagi kuŋ］（沖縄からだけ来る）波照間
　 　ウガラ　アトｳンキドｳ　ンムツァル［㷊ugara 㷊atuŋkidu 㷊umu aru］（ここから後が
面白い）与那国。サギヤ　ンニガラドｳ　くル［sagija　nnigaradu　k’uru］（酒は米
で造る）与那国
　⑾　-シ［-ʃi］（で）手段・方法を表す。
　　サケー　マイシドｳ　チｳクル［sake:　maiʃidu　 ïkuru］（酒は米で造る）石垣
　　サケー　マイシル　スクル［sake:　maiʃiru　sukuru］（酒は米で造る）鳩間
　　ふチシ　ハクン［futʃiʃi　hakuŋ］（筆で書く）波照間
　⑿　-ヤッカン［-jakkaŋ］（より）比較対照の基準を示す。
　 　クリヤッカン　カリドｳ　マシｳ［kurijakkaŋ　karidu　masï］（此よりあれが良い）
石垣
　（12-1）　クレーラン　カリル　マシ［kure:raŋ　kariru　maʃi］（此れよりもあれが良い）鳩
間
　（12-2）　ふユガラ　ナチｳンドｳ　マシｳ［fujugara　na ïndu　masï］（冬より夏が良い）
波照間
　（12-3）　ニクカン　イユガドｳ　タガル［nikukaŋ　㷊ijugadu　tagaru］（肉より魚が高い）
与那国
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３.３.５.２　副助詞
　副助詞は格に関係せず、用言の意義にかかるものである。石垣方言では、タンガ ［ーtaŋga:］
（だけ、ばかり）限定、バガラ［bagara］（ばかり、ぐらい）程度、アタリｳ［㷊atarï］（ぐ
らい）程度、シュク［ʃuku］（ぐらい）程度、フドｳ［㸐udu］（ほど）程度、マーディ［ma:di］
（まで）到達点、ケーン［ke:ŋ］（まで）時点・到達点、ンザーン［nƱa:ŋ］（さえも）状態・
程度の範囲強調例示、ザーギ［Ʊa:gi］（さえ）状態・程度の範囲例示、ナーダ［na:da］（な
ど）例示、ナー［na:］（ずつ）等量分割、などが認められる。
　⑴　-タンガー［-taŋga:］（だけ・ばかり）限定を表す。
　　アーミタンガードｳ　フイリｳ［㷊a:mitaŋga:du　㸐uiru］（雨ばかり＜ぞ＞降る）石垣
　（1-1）　-カーニ［-ka:ni］（だけ・ばかり）限定を表す
　　アミカーニル　フー［㷊amika:niru　㸐u:］（雨ばかりが＜ぞ＞降る）鳩間
　（1-2）　-ガギ［-gagi］（だけ）範囲の限定
　　アミガギドｳ　ッふャル［㷊amigagidu　ffjaru］（雨だけが＜ぞ＞降っている）波照間
　（1-3）　-バガイ［-bagai］（ばかり）限定
　 　アミバガイドｳ　フイブル［㷊amibagaidu　㸐uiburu］（雨ばかり＜ぞ＞降っている）
与那国
　⑵　-マーディ［-ma:di］（まで）到達点
　　ハタギマーディン　シｳカリン［hatagima:din　sïkariŋ］（畑までも聞こえる）石垣
　（2-1）　-バーキ［-ba:ki］（まで）動作作用の到達点・限界点（範囲）
　 　ウリヌ　クイヤー　パタケーバーキン　シｳカリン［㷊urinu　kuija:　patake:ba:kin　
sïkariŋ］（彼の歌声は畑までも聞こえる）鳩間
　（2-2）　-バギ［-bagi］（まで）到達点
　　ピｳテーバギ　シｳカリルン［pïte:bagi　sïkariruŋ］（畑まで聞こえる）波照間
　（2-3）　-バギン［-bagiŋ］（まで）到達点
　 　ハタギンキバギン　かリルン［hatagiŋkibagiŋ　k’ariruŋ］（畑にまでも聞こえる）
与那国
　⑶　-バガラ［-bagara］（ばかり、ぐらい）程度を表す。
　　イチリバガラ　アラギッタ［㷊itʃiribagara　㷊aragitta］（一里ばかり歩いた）石垣
　（3-1）　-ブカラ［-bukara］（ばかり、ぐらい）程度
　　クビブカラ　カイクー［kubibukara　kaiku:］（これぐらい買ってこい）鳩間
　（3-2）　-バラー［-bara:］（ぐらい）程度
　 　アトｳ　ウーバラー　ノゴレバ［㷊atu　㷊u:bara:　nogoreba］（あとどのくらい残っ
ているか）波照間
　（3-3）　-ガラティティ［garatiti］（ぐらい）程度
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　 　ウガラティティ　ムティク［㷊ugaratiti　mutiku］（これぐらい持ってこい）与那
国。以下省略。
３.３.５.３　係助詞
　石垣方言の係助詞には⑴-ドｳ［-du］（ぞ）とりたて強調、⑵-ン［-ŋ］（も）類似の事情の
存在を示しつつ、特定の事柄をとりたてる。⑶-ヤ［-ja］（は）他と区別してとりたて強調
する、の３種が認められる。
　⑴　-ドｳ［-du］（＜ぞ＞に対応。が）とりたて強調を表す。
　 　ウリヌドｳ　カイシャール［㷊urinudu　kaiʃa:ru］（あれ＜それ＞が＜ぞ＞美しい）
石垣
　（1-1）　-ル［-ru］（＜ぞ＞に対応。が）とりたて強調。
　 　カレーラ　クリル　カイヤ［kare:ra　kuriru　kaija］（あれよりもこれが美しい）
鳩間
　（1-2）　-ドｳ［-du］（＜ぞ＞に対応。が）とりたて強調。
　　バンドｳ　ング［bandu　ŋgu］（私が行く）波照間
　（1-3）　-ドｳ［-du］（＜ぞ＞に対応。が）とりたて強調。
　　カリガドｳ　アビャル［karigadu　㷊abjaru］（あれが美しい）与那国。
　⑵　-ヤ［-ja］（は）他と区別して、とりたて強調を表す。
　　カク　ムノー　ネーヌ［kaku　muno:　ne:nu］（書くものはない）石垣
　　マイヤ　イキラサドｳ　アダ［maija　㷊ikirasadu　㷊ada］（米は少なかった）石垣
　　クレー　タカサーン［kure:　takasa:ŋ］（これは高い）石垣
　　ミゼｳー　コーリドｳ　ナル［miƱë:　ko:ridu　naru］（水は氷に＜ぞ＞なる）石垣
　（2-1）　-ヤ［-ja］（は）とりたて強調。
　 　カク　ムノー　ノーン　ナーヌ［kaku　muno:　no:n　na:nu］（書くものは何もな
い）鳩間
　　マイヤー　ッサイヤン［maija:　ssaijaŋ］（米は精げた＜精米した＞）鳩間
　 　フネー　キサ　ンジ　パレーン［㸐une:　kisa　㷊nƲipare:ŋ］（船はすでに出港した）
鳩間
　　クナー　ノーン　ナーヌ［kuna:　no:n　na:nu］（ここには何もない）鳩間
　（2-2）　-ヤ［-ja］（は）とりたて強調。
　 　クリャー　ミドｳムﾜー　ナラヌ［kurja: midumwa: naranu］（これは女は出来ない）
波照間
　　ハク　ムナー　ネーヌ［haku　muna:　ne:nu］（書くものはない）波照間
　 　ヒーヤ　ジｳナンドｳ　ミル［çi:ja　Ʋinandu　miru］（家は次男がみる＜継ぐ＞）波
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照間
　　 サキャー　メｳーガラ　ンマリル［sakja: më:gara mmariru］（酒は米から生まれる）
波照間
　（2-3）　-ヤ［ja］（は）とりたて強調。
　 　タガル　ムヌヤ　カニヌン［tagaru　munuja　kaninuŋ］（高いものは買えない）
与那国
　　つマニンディヤ　キラヌン［ ’umanindija　kiranuŋ］（昼寝はしない）与那国
　　アヌ　とｳ㽖ヤ　ナルン［㷊anu　t’uŋaja　naruŋ］（あの人＜が＞はできる）与那国
３.３.５.４　準体助詞
　⑴　-ス［-su］（～の）
　 　カクストｳ　ユムスヌ　アン［kakusutu　jumusunu　㷊aŋ］（書くのと読むのがあ
る）石垣
　⑵　-ムヌ［-munu］（の。もの）
　　カク　ムヌンドｳ　アル［kaku　munundu　㷊aru］（書くの＜ぞ＞がある）石垣
　　カク　ムンドｳ　ゴーラー［kaku　mundu　go:ra:］（書くの＜ぞ＞が多い）鳩間
　 　ハカス　ムナー　ノーリャ［hakasu　muna:　no:rja］（書かせるものは何か）波照間
　　ウミ　カグ　ムヌ　アン［㷊umi　kagu　munu　㷊aŋ］（ここに書くのがある）与那国
３.３.５.５　並立助詞
　⑴　-ユー［-ju］（～のか。～のやら）
　 　イクンユー　イカヌユー　バガラヌ［㷊iku㷂　ju:　㷊ikanuju:　bagaranu］（行くのか
行かないのか、わからない）石垣
　 　パルンユー　パランユー　ムットｳ　ワカラヌ［paru㷂　ju:　para㷂　ju:　muttu　
wakaranu］（行くのか行かないのか、全くもわからない）鳩間
　⑵　-トｳ［-tu］（と）
　 　ンマトｳ　ウシｳトｳ　ブン［mmatu　㷊usïtu　buŋ］（馬と牛とがいる）波照間
　 　カグムヌトｳ　ドｳムムヌ㽖　アン［kagumunutu　dumumunuŋa　㷊aŋ］（書くもの
と読むものがある）与那国
３.３.５.６　接続助詞
　活用語に付いて上接語の意味を下の語句に繋ぐ働きを有する助詞として、石垣方言では
⑴ -キー［ki:］（～ので）順接＜確定条件＞、⑵ -ッテー［-tte:］（～て、～てから）順接、
⑶ -ティン［-tin］（ても）逆接、⑷ -バ［-ba］（～から、～たら）順接＜仮定条件＞、
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⑸ -バン［-ban］（～ても）逆接＜仮定条件＞、⑹ -ターナ［-ta:na］（～ながら）同時進行、
⑺ -ソンガ［-soŋga］（～だが）逆接＜確定条件＞、などが認められる。波照間方言では
⑴ -チャラ［-tʃara］（～たら）、⑵ -バン［-baŋ］（～ても）逆接、⑶ -シｳカ［-sïka］（～ども、
～けれど）、⑷ -ヤシｳカ［-jasïka］（～が、～だが）、⑸ -キ［-ki］（～ので、～から）、
⑹ -ンツァナ［-n ana］（～ながら）、⑺ -ヨガラ［-jogara］（～から、～ので）、⑻ -ガラ
［-gara］（～から）などがみとめられ、与那国方言では、⑴ -てィ［-t’i］（～て）、⑵ -たヤ
［-t’aja］（～たら）、⑶ -てィン［-t’iŋ］（～ても、～でも）、⑷ -ディン［-diŋ］（～とも、～
でも）、⑸ -ガラ［-gara］（～たら）、⑹ -バ［-ba］（～から、～ので）、⑺ -バン［-baŋ］（～
ても、～でも）、⑻ -とｳ［-t’u］（～と）、⑼ -とｳン［-tuŋ］（～でも）、⑽ -キ［-ki］（～で、
～して）、⑾ -ビ［-bi］（～ので、～から）、⑿ -㽖［-ŋa］（～が）逆接、などが認められる。
次に例を示す。
　例、⑴ -キー［-ki:］（～ので）順接＜確定条件＞を表す。
　タカサーリキー　ヌブラヌ［takasa:riki:　nuburanu］（高いので登らない）石垣
　（1-1）　-ベーティ［-be:ti］（～ので）順接＜確定条件＞
　 　バー　カキベーティ　ワー　カカンタンティン　ミサン［ba:　kakibe:ti　wa:　
kakantantim　misaŋ］（私が書くので君は書がなくてもよい）鳩間
　（1-2）　-キー［-ki:］（～ので、～から）順接＜確定条件＞
　 　ヒナ　ブリキ　イチｳンヤラバン　クバ［çina　burikiː　㷊itï㷂jarabaŋ　kuba］（家に
居るので、いつでも来なさいよ）波照間
　（1-3）　-ビ［-bi］（～ので、～から）順接＜確定条件＞
　 　ミンブル　ダミビ　イサヌ　ダンキ　ヒルン［mimburu　damibi　㷊isanu　daŋki　
çiruŋ］（頭が痛い＜頭痛がする＞ので病院＜医者の家＞へ行く）与那国
３.３.５.７　終助詞
　文末にあって文を完結させ、命令、詠嘆、断定、念押し、確認、勧誘、感動、禁止、疑問、
反語、願望、強意などを表す助詞として石垣方言では、⑴ -カヤー［-kaja:］（～かなあ）
疑問、⑵ -ヨ［-jo］（よ）命令、⑶ -ユー［-ju］（～よ）断定＜丁寧＞、⑷ -サ［-sa］（～よ、
～さ）、⑸ -ソ ［ー-so:］（～よ、～さ）軽い断定、⑹ -ソーラ［-so:ra］（～ね）確認、⑺ -ディー
［-di:］（～ようよ）勧誘、⑻ -ドｳラー［-dura:］（～よ、～ぞよ）断定、⑼ -ドー［-do:］（～
ぞ、～よ）、⑽ -ラー［-ra:］（～ねえ）念押し、確認、⑾ -リャ［-rja］（～か、ものか）反語・
疑問、⑿ -ワ［-wa］（～か、～ものか）などが認められる。波照間方言では⑴ -バ［-ba］（～
よ）命令、⑵ -バ［-ba］（～か）疑問、⑶ -カヤー［-kaja:］（～かなあ）疑問、不確定、
⑷ -ヨー［-jo:］（～よ）軽い命令、⑸ -ナ［-na］（～のか）疑問、反語、⑹ -ヤシｳカ
［-jasïka］（～だが）詠嘆、⑺ -ダラシｳカ［-darasïka］（～だろうか）疑問、⑻ -シｳカ
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［-sïka］（かしら）疑問、⑼ -パチｳ［pa ï］（～筈、～だろう）、⑽ -ドｳラー［-dura:］（～ぞ、
～だぞ）断定、⑾ -ラー［-ra:］（～ねえ）確認、同意を求める、⑿ -サ［-sa］（～さ、～よ）
軽い断定、が認められ、与那国方言では、⑴ -ドウ［-dou］（～ぞ、～よ）軽い断定、
⑵ -ナ［-na］（～か）疑問、⑶ -ナイ［-nai］（～かい）念押し・確認、⑷ -ナ［-na］（～な）
禁止、⑸ -ガ［-ga］（か）疑問・尋ね、⑹ -ヨウ［-jou］（よ）念押し、軽い命令、⑺ -サ［-sa］
（～さ）軽い断定、⑻ -サイ［-sai］（～だぞ、～よ）断定、⑼ -ハディ［-hadi］（～はず）
推定、⑽ -カヤ［-kaja］（～かねえ）疑問、⑾ -スヤ［-suja］（～のさ）軽い断定、などの
終助詞が認められる。
　例、クリサーリ　ミシャーンカヤ［kurisa:ri　miʃa:ŋkaja:］（これで良いのかねえ）石垣
バー　タツァバ　ワー　ビリヨー［ba:　ta aba　wa:　birijo:］（私は立つから君は座りな
さい）石垣
　クビシ　ミサンカヤー［kubiʃi　misaŋkaja:］（これだけで良いのかねえ）鳩間
　バー　カール　パリヨー［ba:　ka:ru　parijo:］（私の代わり＜君が＞行けよ）鳩間
　 クリャー　ウーバラ　スンカヤー［kurja:　㷊u:bara　suŋkaja:］（これは＜値段は＞いく
らぐらいするかなあ）波照間
　ベービナー　カンゲーリヨー［be:bina:　kaŋge:rijo:］（少しずつは考えなさいよ）波照間
　ヌアルバン　ンドｳムヌヤ　ミヌカヤ［nuaruban　ndumunuja　minukaja:］（何か言う
ことはないかねえ）与那国
　タティハディマリャ　マ　アイグンドウ［tatihadimarja　ma　㷊aigundou］（立ち始め
たら、もうすぐ歩くよ）与那国
３.４　与那国方言について
　与那国方言が琉球方言の中でも特異な方言であることは前にも述べた。与那国方言の特
異性を音韻の特徴を基にまとめて述べるならば概略次のようにまとめることができる。先
ず第一は、母音音素が／a、i、u／の三個しか認められず、母音はイ広母音か、ロ狭母音か、
ロ狭母音であれば①前舌母音か、②奥舌母音か、の示差的特徴でもって音韻的対立をしめ
していることである。第二は、子音音素において喉頭化音素と非喉頭化音素の対立が認め
られることである。これは北沖縄方言に認められる一般的な喉頭化音素の成立過程とは異
なり、第１拍の母音が無声化することにより、続く子音と融合同化して形成されるもので
あるということ。第三に、音素／ŋ／が認められ、／g／と対立を示すことである。これも
琉球方言では喜界島方言と与那国方言以外には認められない音素である。与那国方言の場
合、語中においてカ行音が有声音化し、濁音が語中で鼻音化する現象が並行しており、東
北方言の鼻濁音や土佐方言などに認められる鼻濁音と共通する音素である。おそらく奈良
時代中央語に遡源できる音素として国語音韻史上重要な意味を持つものと考えられる。第
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四にあげられる特徴は、与那国方言には拍音素の／Q／が認められないことである。いわ
ゆるシラビーム方言の特徴を示していることである。音声的には小さな促音の持続部が出
現することもあるが、無気喉頭化に伴って現れたり消失したりする。与那国方言では促音
が一拍分持続するという観念がみられない。多少の音声的な子音の持続部が認められるに
しても、それは音韻的に有意味でない音声現象であることが知られている。おそらく子音
が無気喉頭化する際に、喉頭破裂の調音運動に伴なって舌根の位置が咽頭へずれる緊張が
要求されるため、一時的に口腔内の呼気圧が低下して、口腔内に吸気に似た小さな気流の
逆流が形成されるからであろう。その後に呼気を伴わない破裂音が調音されるから、小さ
な促音に似た音声が形成されるように観察される。この調音のメカニズムが促音の消失を
促進させたものと考えられる。
３.４.１　音素体系
　与那国方言の音素体系は次のように示すことができる。
母音音素：／i、a、u／（３個）
半母音音素：／j、w／（２個）
子音音素：／h、’、κ、k、ŋ、g、τ、t、d、n、c、s、z、r、p、b、m／（17個）
拍音素：／N／（１個）
　与那国方言には／i、a、u／の３個の母音音素しか認められない。他の諸方言のように狭
母音、半狭母音、広母音の対立を示さない。これが与那国方言の音韻を複雑に変化させた
要因だと考えられる。
⑴　母音音素
①　前舌狭母音音素／i／
　音素／i／は［ji］、［㷊i］、［㷊ei］の異音をもつ。［㷊ei］は文末に現れ、特に強調する
際に、たとえば［sagei］（酒だ！）のように発音される。次に最小対立する例を示す。
／kidi／［kidi］（傷）；／kudi／［kudi］（釘）＝／i／；／u／
／biru’N／［biruŋ］（植える）；／buru’N／［buruŋ］（折る）＝／i／；／u／
／mi’N／［miŋ］（水）；／mu’N／［muŋ］（麦）＝／i／；／u／
／ti’i／［ti:］（手）；／τi’i／［t’i:］（口）＝／t／；／τ／
②　奥舌狭母音音素／u／
　母音音素／u／は、［㷊u］、［wu］、［ou］のような異音をもつ。［ou］は、例えば
［㷊anuŋ　kagundou］（私も書くよ）のように、強調表現として文末にに現れる。狭母
音／u／は調音点の違いによって次のような最小対立を示す。
／du’u／［du:］（湯）；／di’i／［di:］（字）＝／u／；／i／
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／nugu’N／［nuguŋ］（脱ぐ）；／nigu’N／［niguŋ］（願う）＝／u／；／i／
③　中舌広母音音素／a／
　中舌広母音音素／a／は、音声的には［㷊a］となって実現される。しかし、母音の
直前に立つ声門破裂の［㷊］は非常に弱く、示差的特徴ではない。また中舌広母音［a］
は最も安定した母音である。次に最小対立の例を示す。
／niru’N／［niruŋ］（煮る）；／naru’N／［naruŋ］（鳴る）＝／i／；／a／
／’iru’N／［㷊iruŋ］（要る）；／’aru’N／［㷊aruŋ］（洗う）＝／i／；／a／
⑵　半母音音素／j／；／w／
　半母音音素には／j／と／w／が認められる。これまでの調査資料によれば、／j／、
／w／が語頭に立つことはない。与那国方言ではヤ行音はダ行音化するが、これは語頭
に立つ子音の場合だけである。従って半母音音素の［j］には、その法則は適用されない。
半母音音素／j／は総ての子音音素と結びついて拍を構成することが出来る。半母音音素
／w／も、／ŋ、m、c、r／以外の、総ての子音音素と結びついて拍を構成することがで
きる。次に最小対立の例を示す。
／’aja／［㷊aja］（蟻）；／’ada／［㷊ada］（痣）＝／j／；／d／
／’aju’N／［㷊ajuŋ］（喧嘩する）；／’aru’N／［㷊aruŋ］（洗う）＝／j／；／r／
／’waru’N／［waruŋ］（いらっしゃる）；／baru’N／［baruŋ］（割る）＝／w／；／b／
⑶　子音音素
　与那国方言の子音音素の対立関係を次のように示すことができる。
①　喉頭音素／h／；／’／
　喉頭音素／h／と／’／の示差的特徴は、前者が喉頭無声摩擦音であるのに対し、後
者は無摩擦の有声音である点に認められる。次に語例を示す。
／hi’i／［çi:］（屁）；／’i’i／［（㷊）i:］（胃）＝／h／；／’i／
／ha’a／［ha:］（歯）；／’a’a／［（㷊）a:］（粟）＝／h／；／’a／
／hu’u／［㸐u:］（帆）；／’u’u／［（㷊）u:］（それ）／h／；／’u／
②　軟口蓋無声子音音素／k／；／κ／
　軟口蓋における無声破裂音は、有気非喉頭化と無気喉頭化という示差的特徴で対立
する。つまり、無気喉頭化の有無が意味を区別する示差的特徴といえる。次に語例を
示す。
／kamu’N／［kamuŋ］（噛む）；／κamu’N／［k’amuŋ］（掴む）＝k；κ
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／kariru’N／［kariruŋ］（枯れる）；／κariru’N／［k’ariruŋ］（聞こえる）＝k；κ
／kuru’N／［kuruŋ］（殺す）；／κuru’N／［k’uruŋ］（作る）＝k；κ
／ku’N／［kuŋ］（来る）;／κu’N／［k’uŋ］（吹く）＝k；κ
　これらの音素を含む拍の体系を示すと次のようになる。
／ki／ ／ka／ ／ku／ ／kja／ ／kju／ ／kwa／
［k‘i］ ［k‘a］ ［k‘u］ ［k‘ja］ ［k‘ju］ ［k‘wa］
／κi／ ／κa／ ／κu／ ／κja／ － ／κwa／
［k’i］ ［k’a］ ［k’u］ ［k’ja］ － ／k’wa／
語例、／ki／；［ki:］（木）、／ka／；［kadi］（風）、／ku／；［kui］（声）、／kja
／［kjaŋ］（痒い）、／kju／；［kju:］（旧暦）、／kwa／；［kwai］（肥）、／κi／；
［p’jak’iŋ］（親雲上）、／κa／；［k’anuŋ］（飼う）、／κu／；［k’uruŋ］（作る）、
／κja／；［k’ja］（聞け）、／κwa／；［k’waŋ］（低い）
③　軟口蓋有声子音音素／g／；／ŋ／
　軟口蓋破裂音のうち、／k／；／g／は無声対有声で対立しているが、さらに／g／；
／ŋ／は口むろ音対通鼻音という特徴で対立している。後者は鼻音の有無が示差的特
徴となっている。次に最小対立の語例を示す。
／’agiru’N／［㷊agiruŋ］（開ける）；／’aŋiru’N／［㷊aŋiruŋ］（上げる）
／hagu’N／［haguŋ］（吐く）；／haŋu’N／［haŋuŋ］（剥ぐ）
／g／、／ŋ／を含む拍体系は次の通りまとめることができる。
／gi／ ／ga／ ／gu／ ／gja／ － ／gwa／
［gi］ ［ga］ ［gu］ ［gja］ － ［gwa］
／ŋi／ ／ŋa／ ／ŋu／ ／ŋja／ － －
［ŋi］ ［ŋa］ ［ŋu］ ［ŋja］ － －
　次に／g／、／ŋ／の拍を有する語例を示す。
／gi／；［gi:ra］（しゃこ貝）、／ga／；［garatʃ’i］（烏）、／gu／；［kaguŋ］（掻く）、
／gja／；［nagja］（泣け）、／gwai／；［gwai］（反抗）
／ŋi／；［naŋiruŋ］（投げる）、／ŋa／；［㷊aŋaruŋ］（上がる）、／ŋu／；［tuŋuŋ］
（研ぐ）、／ŋja／；［kuŋja］（漕げば）
④　硬口蓋子音音素／c／、／z／、／s／
　硬口蓋で調音される音素は、それぞれイ破擦音か、ロ摩擦音かで対立し、さらに
ロの摩擦音であればハ有声音か、ニ無声音かで対立している。次にそれぞれの音素に
ついて略述する。
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イ　破擦音音素／c／について
　／c／は、音声的には硬口蓋無声破擦の無気喉頭化音［tʃ’］である。しかし、この
際の無気喉頭化という特徴は意味弁別に関与しない。いわば剰余的特徴である。従っ
て／κ／や／τ／などとは異なるわけで、音素記号を特に工夫する必要もない。次に
例を示す。
／ci’N／［tʃ’iŋ］（炭）；／si’N／［ʃiŋ］（千）
／ca’a／［ a:］（草）；／cu’u／［ ’u:］（昼間）；／su’u／［su:］（今日）
ロ　有声摩擦音音素／z／について
　／z／は硬口蓋摩擦音音素であり、有声という特徴でもって／s／と対立している。
与那国方言ではザ行音はダ行音化するのが普通である。これまでの資料によれば、
語例も極めて少なく、従って拍体系も不安定な姿を示している。おそらく新しい音
韻として定着しつつあるものであろう。音声的には語頭において［Ʊa］、［Ʋa］と実
現されるのみで、語中、語尾の例が認められない。また、母音［i］、［u］と結合し
て拍を構成する語例も認められない。
／za／；［Ʊaçi］（蛇皮張りの三味線、三線の一種）
／zja／；［Ʋak’u］（雑魚、カツオの餌）
ハ　無声摩擦音音素／s／について
　／s／は［s］、［ʃ］の異音をもつ。［s］は母音［a］、［u］の前にたち、［ʃ］は母音
［i］、［a］、［u］の前にたつことができる。［i］の前にたつ［ʃ］は、音声学的に前舌
狭母音に同化されたものと解され、［s］とは相補分布の関係にあるといえるから、
音韻的には／s／と認められる。これに対して、［a］、［u］の前に立つ［ʃ］は、同じ
音声環境で［s］に対立して現れる。これは他の音素とも並行的であるから、問題
の［ʃ］は音韻的に／sj／と解される。因みに拍体系と語例を示すと次の通りである。
／si／ ／sa／ ／su／ ／sja／ ／sju／ ／swa／
－ ［sa］ ［su］ － － ［swa］
［ʃi］ － － ［ʃa］ ［ʃu］ －
／si／；［ʃindiruŋ］（信じる）、／sa／；［sat’i］（先、先端）、／su／；［suŋati］
（正月）
／sja／；［piraʃaŋ］（潰した）、／sju／；［（㷊）a:ʃu］（位階名称）
／swa’／；［swaŋ］（苦い）
⑤　歯茎音音素／r／
　／r／は、歯茎ふるえ音という特徴でもって／t／、／d／、／n／と対立している。
また／r／は語頭にたつこともない。次に語例を示す。
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　／ri／；［nariruŋ］（慣れる）、／ra／；［（㷊）irara］（鎌）、／ru／；［baruŋ］（割る）
⑥　歯茎音音素／t／、／τ／、／d／、／n／
　歯茎音音素はイ口むろ音か、ロ鼻むろ音か、によって／t、τ、d／（口むろ音）対
／n／（鼻むろ音）に大きく対立し、イの／t、τ、d／は、無声音／t、τ／か、有声音
／d／かで対立する。さらに無声音の／t、τ／は、有気音／t／か、無気喉頭化音／τ／
かで対立を示す。
イ　歯茎無声破裂音音素／t／について
　／t／を含む拍体系と語例を示すと次のようにまとめられる。
／ti／ ／ta／ ／tu／ ／tja／ ／tju／ ／twa／
［ti］ ［ta］ ［tu］ ［tja］ ［tju］ ［twa］
／ti／；［tidaŋ］（太陽）、／ta／；［tagaŋ］（高い）、／tu／；［tudut’uŋ］（届く）
／tja／；［tja:ra］（贅沢な者）、／tju／；［tju:］（呉れ）
ロ　歯茎無声破裂無気喉頭化音素／τ／について
　歯茎における無声破裂音は有気音か、無気喉頭化音か、で次のように対立する。
／τ’i／［t’i:］（口）；／ti／［ti:］（手）、／τa／［t’a:］（舌）；／ta／［ta:］（田）、
／τ’u／［t’u:］（人）；／tu／［tu:］（十）
　次に／τ／を含む拍体系と語例を示す。
／τi／ ／τa／ ／τu／ ／τja／ ／τju／ ／τwa／
［ti］ ［ta］ ［tu］ ［tja］ ［tju］ ［twa］
／τi／；［t’i:］（月）、／τa／；［t’ai］（額）、／τu／；［t’umut’i］（朝。つとめて）、
／τja／；［kat’jaŋ］（書いた）、／τju／；［aja:çi t’ju:tandi］（たかが知れている）、
／τwa／；［㷊ut’wanuŋ］（落とさない）
ハ　歯茎有声破裂音音素／d／について
　歯茎有声破裂音音素／d／は次のような最小対立を示す。
／di’i／［di:］（字。地）；／ti’i／［ti:］（照る）、／da’a／［da:］（家）；／ta’a／［ta:］（田）、
／du’i／［dui］（夕飯、夕食）；／tu’i／［tui］（鳥）
／d／を含む拍体系と語例を示すと次の通りまとめられる。
／di／ ／da／ ／du／ ／dja／ － ／dwa／
［di］ ［da］ ［du］ ［dja］ － ［dwa］
／di／；［diŋ］（銭）、／da／；［daigu］（大工）、／du／；［duru］（夜）、／dja／；
［kudjaŋ］（漕いだ）、／dwa／；［dwaŋ］（弱い）
ニ　歯茎鼻音音素／n／について
　／n／は、歯茎と舌端部の閉鎖による通鼻音という示差的特徴をもち、次のよう
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に最小対立を示す。
／na’a／［na:］（名前）、／da’a／［da:］（家）、／ta’a／［ta:］（田）
／n／を含む拍体系と語例は次の通りまとめられる。
／ni／ ／na／ ／nu／ ／nja／ － ／nwa／
［ni］ ［na］ ［nu］ ［nja］ － ［nwa］
／ni／；［ni:di］（右）、／na／；［naguda］（次男）、／nu／；［nuguruŋ］（残る）、
／nja／；［nnjaŋ］（見た）、／nwa／；［nwa:k’waŋ］（これは何だ）
⑦　両唇音音素／p／、／b／、／m／
　両唇音音素は、／m／が通鼻音という示差的特徴でもって口むろ音の／p、b／と対
立し、口むろ音はさらに無声破裂音か有声破裂音かで対立している。
イ　両唇無声破裂音音素／p／について
　／p／の具体的音声は、常に両唇無声破裂の喉頭化音［p’］として実現される。し
かし、この際の喉頭化音という特徴は、意味の弁別に関与しない。従って示差的特
徴ではない。その点、／κ／などにおける喉頭化の特徴とは機能を異にする。／p／を
含む拍体系と語例を示すと次のようになる。
／pi／ ／pa／ ／pu／ ／pja／ － ／pwa／
［p’i］ ［p’a］ ［p’u］ ［p’ja］ － ［p’wa］
語例；／pi／；［p’iraʃaŋ］（潰した）、／pa／；［p’aŋŋai］（鍬）、／pu／；
［㷊anamp’u］（穴）、／pja／；［p’jak’iŋ］（親雲上）、／pwa／；［p’wa:ŋ］（渋い）
ロ　両唇有声破裂音音素／b／について
　／b／は有声の両唇破裂音である。／p／における無気喉頭化は剰余的特徴であっ
たから、両唇における／p／、／b／の対立は有声と無声の対立といえる。／b／を
含む拍の体系と語例を示すと次のようになる。
／bi／ ／ba／ ／bu／ ／bja／ ／bju／ ／bwa／
［bi］ ［ba］ ［bu］ ［bja］ ［bju］ ［bwa］
／bi／；［bigimit’a］（雄鶏）、／ba／；［baruŋ］（割る）、／bu／；［bunu］（斧）、
／bja／；［tubjaŋ］（飛んだ）、／bju／；［bju:ruŋ］（中毒する）、／bwa／
［bwa:riruŋ］（疲れる）
ハ　両唇鼻音音素／m／について
　／m／は両唇閉鎖による通鼻音という示差的特徴をもって口むろ音の／b／と対
立する。次に両唇において／m／と最小対立を示す語と、／m／を含む拍の体系を
示す。
／ma’i／［mai］（前）；／bai／［bai］（倍）
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／mi／ ／ma／ ／mu／ ／mja／ － －
［mi］ ［ma］ ［mu］ ［mja］ － －
／mi／；［mi:］（目）、／ma／；［maguŋ］（蒔く）、／mu／；［muduruŋ］（戻
る）、／mja／；［dumja］（読みなさい）
⑧　拍音素について
　与那国方言の拍音素は／N／のみで、／Q／は認められない。音声的には無気喉頭
化に伴って小さな促音が現れることもあるが、非成拍的なもので、消失したりするか
ら、むしろ喉頭化に付随した剰余的特徴と考えられる。／Q／が消失した理由につい
ては、調音構造の側面から３、４の項で推定しておいた。
　／N／には音声環境による［m］、［n］、［ŋ］の異音が認められる。それぞれは後続
の子音によって条件づけられている。たとえば、
／Nmi／［mmi］（爪）…①、／Nbi／［mbi］（尻）…②、／Nni／［nni］（稲）…③、
／Nta／［nta］（土）…④、／Nda／［nda］（君）…⑤、／Nkadi／［ŋkadi］（百足）…⑥
　①～⑥により、［m］は両唇音の前、［n］は歯茎音の前、［ŋ］は軟口蓋音の前に立
つ、というように後続の子音によって条件づけられていることがわかる。［m］、［n］、
［ŋ］は相互に排他的な相補分布を示し、鼻音という音声的共通点を有するから、一つ
の拍音素／N／に属すると認めることができる。拍音素／N／には、次に示すように、
その有無によって意味弁別の機能を果たすことが示されている。
／Nkadi／［ŋkadi］（百足）…①、／kadi／［kadi］（風）…②、／Nbai／［mbai］（小
便）…③、／bai／［bai］（倍）…④、／Nnaga／［nnaga］（真ん中）･･⑤、／naga／［naga］
（仲）…⑥
　／N／の有無が①～⑥の意味の弁別に関与することが実証され、音素として認めら
れる。
３.４.２　音韻対応
⑴　母音の対応
　与那国方言の母音音素は／i／、／a／、／u／の三母音音素しか認められない。他の諸
方言では母音／e／や母音／o／が派生しているが与那国方言では、それが認められない。
三母音化の徹底した方言が与那国方言である。そのために複雑な音韻変化が起きたもの
と考えられる。次に国語（東京方言）との対応関係示す。
（国語） ア イ ウ  エ オ アイ アウ
（与那国方言） a i u／i （s, Ʊ, ）の後 i u ai au
　国語の／s／、／z／、／c／の後に立つ／u／は、与那国方言では／i／に対応する。こ
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れは八重山方言全般についても同様である。［s］、［Ʊ］、［ ］は調音の位置、調音の方法
の両面から後続の母音を同化させやすいからであろう。竹富方言や黒島方言で中舌母音
［ï］が同様の音声環境で、音声的に残存するのも同じ理由と考えられる。次に語例を示す。
／’a’a／［㷊a:］（粟）、／’agu’i／［㷊agui］（欠伸）、／’iti／［㷊iti］（息）、／’isuguN／［㷊isuguŋ］
（急ぐ）、／’ami／［㷊ami］（雨）、／’asi／［㷊aʃi］（汗）、／’uci／［㷊utʃ’i］（臼）、／kubu／
［kubu］（蜘蛛）、／’uτu／［㷊ut’u］（音）
⑵　子音音素の対応
　与那国方言の特徴的な子音音素の対応関係をあげると次のように示すことができる。
①　語頭におけるカ行子音の対応
　語頭に置けるカ行子音の特異な音韻現象は、イ段の対応関係に現れる。奈良時代中
央語の語頭のカ行イ段（甲類）音は与那国方言ではサ行イ段音に対応するア。そして
後続の子音が鼻音である場合、語頭のサ行音が後続の鼻音に融合同化して、次のよう
に鼻音化するイ。
［ʃi:busaŋ］（来たい。「枳摩斯提」万、794） …… ア
［nnu］（昨日。「伎能布」万、3777） ……………… イ
［nnani］（衣。「伎奴」万、4022） ………………… イ
②　語中におけるカ行子音の対応
　与那国方言では母音間のカ行子音は有声化するア。これは八重山諸方言にも散見さ
れる音韻現象であるが、与那国方言の場合は実に規則的である。特にイ段においては
奈良時代中央語のカ行イ段甲類に対して、与那国方言ではタ行イ段の［ti］が対応し
イ、乙類に対してはガ行イ段音の［gi］が対応するウ。
キ（甲）；［tuti］（時「等伎（甲）」万、793） ………………… イ
　　　　　［duti］（雪「由岐（甲）」万、893） ………………… イ
　　　　　［sati］（岬「佐伎（甲）」万、3993） ………………… イ
キ（乙）；［㷊ugiruŋ］（起きる「於己立」紀、顕宗前紀） ……… ウ
③　語中におけるガ行子音の対応
　母音間のガ行音は、与那国方言ではガ行鼻濁音［ŋ］化する。そして、そのイ段に
おいてはダ行音［di］化する。これはカ行子音のイ段における対応関係と並行的であ
るから、次のようにまとめて法則的に記述することができる。
⑴　母音間の／k／は／g／となる。ただし、／i／の直前では／t／となる。
⑵　母音間の／g／は／ŋ／となる。ただし、／i／の直前では／d／となる。
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例、ガ；［aŋaruŋ］（上がる、「安我流」万、4433）
　 　ギ；  ［kudi］（釘、「久枳（甲）」万、4390）、［nukudi］（「鋸、ノコギリ」類聚
名義抄）
　 　グ；  ［kuŋuŋ］（漕ぐ、「許（乙）具」万、3622）、［haŋuŋ］（剥ぐ、「波伎」万、
3886）
　　ゲ；［kaŋi］（影、「加気（乙）」万、4469）、［haŋiruŋ］（禿げる）
　　ゴ；  ［maŋu］（孫、「釈名云、甥之子為離孫、無万古女比（むまごめひ）」和名抄）
④　サ行子音の対応
　与那国方言のサ行音における特徴的な対応現象はイ段とウ段において現れる。ア段
においてサ行子音は最も安定した姿を見せ、エ段とオ段においては、母音がそれぞれ
e→i、o→uの母音変化を起こした姿をサ行音にとどめて示している。この音韻変化の
流れがイ段、ウ段に働くため、サ行イ段音の子音は破擦音［tʃ］化し（ただし例外的
にカ行音［k］化するものもある）ア、同じくウ段子音は破擦の無気喉頭化音［tʃ’i］
へと音韻変化するイ。
　サ；［satta］（砂糖）、［sagi］（酒）
　シ；［kirja］（為ろ）、［kutʃi］（櫛） …………… ア
　ス；［tʃ’ina］（砂）、［tʃ’itʃ’i］（煤） ……………… イ
　セ；［（㷊）aʃi］（汗）、［ʃibaŋ］（狭い）
　ソ；［suba］（側）、［sudatiruŋ］（育てる）
⑤　ザ行子音の対応
　国語のザ行子音は、与那国方言では破裂音の［d］に対応する。つまり有声の破擦・
摩擦音は、弱摩擦音も含めて、有声の破裂音に変化しているのである。これも④にお
けるサ行音のタ行音［t］化と並行して、体系的にザ行音がダ行音［d］化したもので
ある。
　ザ；［（㷊）ada］（痣）、［bada:bada］（わざわざ）
　ジ；［（㷊）adi］（味）、［di:］（地、地面）、［kudira］（鯨）
　ズ；［kidi］（傷）、［kindi］（削る）、［tʃidiri］（硯）
　ゼ；［diŋ］（銭）、［kadi］（風）、［mandiruŋ］（混ぜる）
　ゾ；［midu］（溝）、［kudu］（去年、「許序」万、4117）
⑥　タ行子音の対応
　国語のタ行子音と与那国方言の対応関係は次の通りである。ここで注意したいのは、
－ 185 －
チとツの対応関係で、語頭においては無気喉頭化し、それ以外では非喉頭化音になる
傾向が認められることである。これは／c／が音声的には［tʃ’］であるにもかかわらず、
［tʃ］との対立が認められないことと関係があるであろう。
　タ；  ［tani］（種、「多禰」万、3761）、［tagaŋ］（高い、「多可吉」万、4003）、［tagi］
（竹）
　チ；［tʃ’i:］（乳、「知」万、4122）、［katatʃi］（形、「加多知」万、794）、［hatʃi］（蜂）
　ツ；［tʃ’ira］（面、「頬　豆良」新撰字鏡）、［natʃi］（夏、「奈都」万、4011）
　テ；［ti:］（手、「弖」万、904）、［tiŋ］（天）、［tindu］（天井）
　ト；  ［tubuŋ］（飛ぶ、「等妣渡」万、3626）、［t’umut’i］（朝、「暾、豆止女天＜つと
めて＞、又阿志太＜あした＞」新撰字鏡）
⑦　ダ行子音の対応
　国語のダ行子音と与那国方言の対応関係は次の通り。ヂ、ヅ、もすべて［di］に対
応する
　ダ；［daigu］（大工）、［dati］（抱く）
　ヂ；［di:］（地、「於保知」万、3728）、［dimami］（落花生）
　ヅ；  ［tʃ’idikiruŋ］（続ける、「都都気」万、4130）、［tʃidiŋ］（鼓、「都豆美（甲）」記、）
　デ；  ［tundiruŋ］（飛び出る、「伊泥」万、4008）、［nadi］（なでる）、［（㷊）udi］（腕、
「腕、太々無岐、一云宇天＜うで＞」和名抄）
　ド；［duŋu］（道具）、［da㷨du］（戸、「安麻能刀＜甲＞」万、4465）
⑧　ナ行子音の対応
　国語のナ行子音と与那国方言の対応関係は次の通りである。ナ行子音やマ行子音は
イ段、ウ段において他の子音のような音韻変化を起こさない。
　ナ；  ［na:］（名、「奈」万、871）、［naŋ］（波、「奈美立」万、3349）、［hana］（花「波
奈」万、3998）、［naŋiruŋ］（投げる）
　ニ；［niruŋ］（煮る、「熟、伊留、又爾留」新撰字鏡）
　ヌ；  ［nunu］（布、｢沼能｣ 和名抄）、［nuŋuŋ］（脱ぐ、「奴伎棄」 万、800）、
［nugaŋ］（糠、「糠、沼賀、米皮也」和名抄）
　ネ；  ［tani］（種「多禰」万、3415）、［hani］（羽「波禰」万、3625）、［㸐uni］（骨、
「骨　保禰、肉之核也」和名抄）
　ノ；  ［nuruŋ］（乗る、「妹能流」万、3579）、［nuguriŋ］（残る、「命能己佐」万、
3794）
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⑨　ハ行子音の対応
　国語のハ行子音は、与那国方言の［h］に対応する。与那国方言では、ハ行子音はp
音には対応しない。与那国方言のハ行子音において特徴的な音韻変化を起こすのはイ
段とウ段である。イ段においては、ハ行子音は硬口蓋摩擦音の［çi］となるため、サ
行子音のそれと同様の音韻変化を起こして［tʃ’i］となる。ウ段においては両唇音［㸐u］
となるが、後続の子音が鼻音の場合、融合同化して鼻音［n］になり、ハ行子音と大
きく区別される。
　ハ；  ［ha:］（葉、「葉　波、」和名抄）、［hagu］（箱、「箱、篋、筺～巳上皆波古」和
名抄）
　ヒ；  ［tʃ’i:］（日、「比」万、836）、［tʃ’idiŋka］（肘）、［tʃ’i:su］（干潮「之保悲」万、
3891）、［ ’u:ma］（昼間「比流」万、4089）
　フ；  ［㸐uju］（冬、「布由」万、4003）、［㸐urutʃitʃi］（古い、「布流之」万、3920）、
［nni］（船、「布禰」万、857）
　へ；  ［çi:］（屁、「放屁　倍比流」和名抄）、［çira］（へら、「鐴　閉良」和名抄）
　ホ；  ［㸐u:］（帆、「帆　保、～」和名抄）、［㸐uni］（骨、「骨　保禰、肉之核也」和名抄）
⑩　マ行音の対応
　国語のマ行子音は与那国方言では次のような対応関係を示す。
　マ；  ［mami］（豆、「麻米（乙）」万、4352）、［mai］（前「麻敝」万、4129）、［ma:ŋu］
（孫）
　ミ；  ［miŋ］（水「美（甲）豆」万、4003）、［midu］（溝、「田間之水曰溝　美曾～」
和名抄）
　ム；  ［mura］（村、「村　無良」和名抄）、［muttʃi］（虫、「和名無之＜むし＞」和名抄）
　メ；  ［mi:］（目、「利米（乙）」 記、 神武）、［mmi］（爪、「都米」 万、4122）、
［（㷊）ami］（雨）
　モ；  ［mumu］（腿、「髀　毛毛、股也」和名抄）、［munu］（物、「母能」万、4360）
⑪　ヤ行音の対応
　国語のヤ行音は、与那国方言では語頭において次のように対応する。しかし語中、
語尾においては、その対応関係は成立しない。
　ヤ；  ［da:］（家、「也杼里」万、3632）、［daguŋ］（焼く、「也伎」万、3724）…（語頭）
　　　 ［㷊uja］（親、「意夜」万、885）、［hajaŋ］（早い、「波也」万、3582）…（語中、
語尾）
　ユ；  ［du:］（湯、「一云湯泉、由、」和名抄）、［duti］（雪、「由伎」万、3351）…（語頭）
－ 187 －
　　　 ［㷊ujubi］（指、「指　由比」和名抄）、［maju］（眉、「眉　万由、」和名抄）（語
中・語尾）
　ヨ；  ［du:tʃi］（四つ、「与都」仏足石歌）、［duru］（夜、「用流」万、807）…（語頭）
　　　 ［kujumi］（暦、「暦　古与美＜こよみ＞」和名抄）、［（㷊）uŋŋuŋ］（泳ぐ）…（語中）
　与那国方言の子音はイ段において次のような音韻変化を起こしている。つまり、
k→t、g→d、ʃ→tʃ、tʃ→tʃ’、ʒ（Ʋ）→dの音韻変化である。この傾向は全体的に前舌母音［i］
に同化されて、軟口蓋破裂音は硬口蓋破裂音へ、硬口蓋摩擦音は硬口蓋破裂音へと変
化していくことを意味する。これは三母音化の徹底した与那国方言の大きな特徴であ
る。この母音の体系変化が子音の変化に関与するとき、有声の弱摩擦音［j］が、同じ
有声の破擦音、摩擦音［Ʋ、ʒ］の音韻変化の流れに従って、j→dと変化するのは自然
であり、当然の変化と考えられる。従って与那国方言のj→dの変化は新しく発生した
音韻であるといえる。
⑫　ラ行子音の対応
　国語のラ行子音は、与那国方言では次のような対応関係を示す。
　ラ；  ［mura］（村、「村　无良」和名抄）、［tira］（寺「天良」東大寺要録天平勝宝
四年）
　リ；［ ’uri］（薬、「久須利」万、847）、［㷊iri］（西）、［tʃ’iri］（霧「紀利」万、799）
　ル；［kuruma］（車「車　久留万」和名抄）、［uruitʃi］（石灰岩、珊瑚礁）
　レ；  ［kariruŋ］（枯れる「可礼受」万、4111）、［hariruŋ］（晴れる「日波礼奴」新
撰字鏡）
　ロ；  ［㷊iru］（色「伊呂」万、850）、［kukuru］（心「己許呂」万、796）、［kurusuŋ］
（殺す）
　リ；［hai］（針「波里」万、4128）
⑬　ワ行子音の対応
　国語のワ行音は、与那国方言では次のような対応関係を示す。これは南琉球方言を
沖縄本島方言から区画する一つの指標となる。
　ワ；  ［bata］（腹「波良」記、下、仁徳謡）、［bagaŋ］（若い「和歌伎」万3963）、
［baruŋ］（割る「破砕　和礼久太介留乎毛」神代紀下、私記乙本）
　ヱ；［bi:ruŋ］（酔う「恵比」記、応神）、［biŋga］（男）
　ヲ；  ［bunu］（斧「斧　乎能、」和名抄）、［butu］（夫「乎布度」和名抄）、［bu:］
（紐「乎」万、4281）、［buŋ］（居る「乎流」万、3380）、
　語頭における国語のワ行音と与那国方言の対応関係は、宮古・八重山諸方言に共通
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する音韻現象である。これは語中・語尾においても、例えば与那国方言の［bi:nna］（植
えるな「宇恵多気＜乙＞」万、3474）、鳩間方言の［㷊ibuŋ］（植える）のように、そ
の対応関係は一貫して認められる。本来のワ行子音は環境にかかわらず［b］と対応
する。しかし、ハ行転呼音の場合は、語中・語尾の母音間で唇音退化して［b］との
対応関係を示さない。おそらく、ハ行転呼という新しい音韻現象（『孔雀経音義付載
音図』1010年）（注21）が起きる以前の古形を保存する音韻現象と考えられる。
⑭　拍音素の対応
　与那国方言の拍音素は、次に示すように、種々の音素が後続の子音に融合同化され
て形成されたものである。いわゆる逆行同化である。宮古・八重山諸方言の中で認め
られる同化現象は、たとえば大神方言などの場合は、進行同化が普通に認められるか
ら、与那国方言の逆行同化は八重山諸方言的要素の反映とみることができよう。
○　ク→／N／の例
　［mmu］（雲「久毛（甲）」万、847）、［mmuŋ］（汲む「西美度波久末受」万、
3546）。ク→／N／の逆行同化が可能なのは、三母音化に伴うko→kuの音韻変化
の結果、ku→㸐uを経過し、㸐u→／N／の同化現象が起きたものと考えられる。次
に示す例は、その傍証となる。
○　フ→／N／の例
　［nni］（舟「不禰」万、4048）、［ŋgui］（睾丸「布久利」和名抄）
○　ヒ→／N／の例
　［ŋgi］（鬚「比＜甲＞冝」万、892）
○　ツ→／N／の例
　［nnu］（角「角　豆能＜甲＞」和名抄）、［nna］（綱「都奈」万、3380）、［mmi］
（爪「都米＜乙＞」万、4122）
○　シ→／N／の例
　［mbi］（尻「尻　之利、臀也」和名抄）、［nniruŋ］（死ぬ「之爾吉」万、3772）
○　ム→／N／の例
　［ŋk’adi］（百足「百足　无加天～」和名抄）、［ŋk’atʃ’i］（昔「牟可之」万、
3695）
○　ア→／N／の例
　［mmuŋ］（編む「連膚　連訓安牟」華厳音義私記）
○　イ→／N／の例
　［nnuŋ］（言う「伊布」万、3536）、［nni］（稲「伊禰」万、3459）、［mbai］（｢尿　
由波利｣ 和名抄）
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○　ウ→／N／の例
　［mma］（馬「宇万」万、4081）、［nda］（君＜［㷊ura］＜君＞）
⑮　無気喉頭化音について
　与那国方言の無気喉頭化の成立については、⑴母音の無声化による拍の脱落、⑵音
韻の融合同化、という二つの要因が考えられる。先ず次に語例をあげる。
［tʃ’iri］（霧「紀（乙）利」万、799） …………… イ
［ ’uŋ］（切る「伎（甲）流」万、829）  ……… ロ
［ ’uŋ］（着る「伎（甲）世難爾」万、901） …… ハ
［k’uŋ］（聞く「企（甲）久」万、841） ………… ニ
［k’uruŋ］（作る「都久里」万、4122）　 ……… ホ
［k’uŋ］（吹く「布久」万、51） ………………… ヘ
　イ～ハと、ニ～ヘは、共にカ行子音に対応するものであるが、頭子音が［tʃ’、 ’］
と［k’］で対立を示している。対応関係からいえば、イ～ハは頭子音［ ’、tʃ’］が国語
の頭子音「キ」に対応するのに、ニ～ヘはそれと異なる。「企久」、「都久里」、「布久」
の第一拍が脱落しており、その代償として、続く子音に無気喉頭化という特徴が付与
されていることに気付く。つまり、無声子音に挟まれた狭母音が無声化して続く子音
と融合同化し、第一拍が脱落するところに無気喉頭化の要因が認められるのである。
この手続きを経て成立する無気喉頭化の語例を次に示す。
　［t’i:］（月）、［t’i:］（口）、［t’i:］（聞き）、［t’i:］（弾き）、［t’a:］（舌）、［t’ai］（額）、
［t’aint’u］（二人）、［t’utʃi］（一つ）、［k’aŋ］（深い）、［k’ai］（使い）、［k’uru］（袋）、
［k’uruŋ］（作る）
　無気喉頭化のもう一つの要因は、融合同化によるものである。これも宮古・八重山
諸方言に共通な音韻現象であるが、宮古大神方言などが進行同化をするのに対し、八
重山諸方言には逆行同化する傾向も認められる。与那国方言にも逆行同化の音韻現象
が認められる。
　上記⑮のロ、ハの［ ’uŋ］（切る、着る）は融合同化による無気喉頭化現象である。
これについては、さらに次の語例を示すことができる。
　［ ’aŋ］（虱「志良弥」新撰字鏡）、［ ’a:ŋ］（広い「比＜甲＞呂之」万、892）、
［ ’aŋiruŋ］（精げる）、［ ’uda:ri］（白い ｢真之路｣ 万、4155）、［ ’uŋ］（知る「之理」
万、3580）
　これらは、語頭子音が無声子音である場合、それと結合した狭母音［i］、［u］に続
く母音間の［r］が音韻変化を起こして［s］となる。それに伴って狭母音［i］、［u］
は無声子音に挟まれる結果、無声化して第一拍が脱落するため、その代償として第二
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拍の子音［s］が破擦音［ ］、またはその無気喉頭化音［ ’］化する。この法則的な現
象は次の語例によって補完される。
　［ ’a:ŋ］（臭い）、［ ’a:］（草）、［ ’a:riruŋ］（腐れる）、［ ’u:ri］（薬）
３.５　動詞について
　与那国方言の動詞の活用は、他の八重山諸方言のそれに比して、非常に複雑な体系を有
する。従ってその記述には困難な問題を伴うが、ここでは『琉球与那国方言の研究』（平
山輝男、中本正智共著）に基本的に従いつつ述べる。活用表において、意味と形式を重視
して命令形を一つ削除した。また未然形に表れる活用語尾で、それが現れる音声的条件が
特定できるものは異音として処理して示した。-の後に付属語や付属形式を入れて示した。
（甲a） 聞く 書く 漕ぐ 飛ぶ 読む 待つ 言う
志向形 κuu. kaguu. kuŋuu. tubuu. dumuu. maτuu. nduu.
未然形 κa-nuŋ kaga-nuŋ kuŋa-nuŋ tuba-nuŋ duma-nuŋ maτa-nuŋ nda-nuŋ
禁止形 κu-nna kagu-nna kuŋu-nna tubu-nna dumu-nna maτu-nna ndu-nna
連体形 κuu-τu kagu-τu kuŋu-τu tubu-τu dumu-τu maτu-τu ndu-τu
終止形 κuŋ. kaguŋ. kuŋuŋ. tubuŋ. dumuŋ. maτuŋ. nduŋ.
条件形Ａ κu-ba kagu-ba kuŋu-ba tubu-ba dumu-ba maτu-ba ndu-ba
条件形Ｂ κja- kagja- kuŋja- tubja- dumja- maτja- ndja-
命令形Ａ κii. kagi. kuŋii. tubi. dumi. maτi. ndi.
命令形Ｂ κja. kagja. kuŋja. tubja. dumja. maτja. ndja.
連用形 τi-busaŋ kaτi-busaŋ kudi-busaŋ tubi-busaŋ dumi-busaŋ maτi-busaŋ ndi-busaŋ
完了形 τjaŋ. kaτjaŋ. kudjaŋ. tubjaŋ. dumjaŋ. maτjaŋ. ndjaŋ.
着る 見る （甲b）取る 満つ 入る 為る
志向形 ’uu． nnuu. turuu． － hajuu. kiruu.
未然形 ’a-nuŋ nna-nuŋ tura-nuŋ ŋκa-nuŋ haja-nuŋ kira-nuŋ
禁止形 ’u-nna nnu-nna tu-nna ŋκu-nna haju-nna kiru-nna
連体形 ’u-τu nnu-τu turu-τu ŋκuu-τu haju-τu kiru-τu
終止形 ’uŋ. nnuŋ. turuŋ. ŋkuŋ. hajuŋ. kiruŋ.
条件形Ａ ’u-ba nnu-ba turu-ba nτu-ba haju-ba kiru-ba
条件形Ｂ tʃ’aa- nnjaa- turjaa- nτjaa- hairjaa- kirjaa-
命令形Ａ tʃ’ii. nni. turi. nτi. hairi. kiri.
命令形Ｂ tʃ’aa. nnja. turja. nτja. hairja. kirja.
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連用形 tʃ’i-buŋ nni-buŋ tui-busaŋ nτi-buŋ hai-buŋ kiʃi-buŋ
完了形 tʃ’aŋ. nnjaŋ. τwaŋ. nτjaŋ. haŋ. kiʃaŋ.
（乙a） 乾す 蒸す 起こす 押す 殺す
志向形 huu． mbuu. uguu. uτuu. kuruu.
未然形 hwa-nuŋ mbwa-nuŋ uga-nuŋ uτa-nuŋ kura-nuŋ
禁止形 hu-nna mbu-nna ugu-nna uτu-nna kuru-nna
連体形 hu-τu mbu-τu ugu-τu uτu-τu kuru-τu
終止形 huŋ. mbuŋ. uguŋ. uτuŋ. kuruŋ.
条件形Ａ hui-ba mbui-ba ugui-ba uτui-ba kurui-ba
条件形Ｂ － － － － －
命令形Ａ hui. mbui. ugui. uτui. kurui.
命令形Ｂ － － － － －
連用形 huʃi-busaŋ mbuʃi-busaŋ uguʃi-busaŋ uτuʃi-busaŋ kuruʃi-busaŋ
完了形 huʃaŋ. mbuʃaŋ. uguʃaŋ. uτuʃaŋ. kuruʃaŋ.
（乙b） 食う 買う 使う 願う 思う 笑う
志向形 huu． kuu. κuu. niŋuu. umuu. baruu.
未然形 ha-nuŋ ka-nuŋ κa-nuŋ niŋa-nuŋ uma-nuŋ bara-nuŋ
禁止形 hu-nna ku-nna κu-nna niŋu-nna umu-nna baru-nna
連体形 huu-τu kuu-τu κuu-τu niŋu-τu umu-τu baru-τu
終止形 huŋ. kuŋ. κuŋ. niŋuŋ. umuŋ. baruŋ.
条件形Ａ hai-ba kai-ba κai-ba niŋai-ba umui-ba barai-ba
条件形Ｂ － － － － － －
命令形Ａ hai. kai. κai. niŋai. umui. barai.
命令形Ｂ － － － － － －
連用形 hai-busaŋ kai-busaŋ κai-busaŋ niŋai-busaŋ umui-busaŋ barai-busaŋ
完了形 haŋ. kaŋ. κaŋ. niŋaŋ. umaŋ. baraŋ.
（乙b） 飼う 追う （丙）行く 為る 起きる 上げる
志向形 κanuu． uu. hiruu. kiruu. ugiruu. aŋiruu.
未然形 κana-nuŋ wa-nuŋ hira-nuŋ kira-nuŋ ugira-nuŋ aŋira-nuŋ
禁止形 κanu-nna u-nna hi-nna ki-nna ugi-nna aŋi-nna
連体形 κanu-τu uu-τu hiru-τu kiru-τu ugiru-τu aŋiru-τu
－ 192 －
終止形 κanuŋ. uŋ. hiruŋ. kiruŋ. ugiruŋ. aŋiruŋ.
条件形Ａ κanai-ba ui-ba hiru-ba kiru-ba ugiru-ba aŋiru-ba
条件形Ｂ － － hirja- kirja- ugirja- aŋirja-
命令形Ａ κanai. ui. hiri. kiri. ugiri. aŋiri.
命令形Ｂ － － hirja. kirja. ugirja. aŋirja.
連用形 κanai-busaŋ ui-busaŋ hi-busaŋ ki-busaŋ ugi-busaŋ aŋi-busaŋ
完了形 κanaŋ. uwaŋ. hjaŋ. kjaŋ. ugjaŋ. aŋjaŋ
（丙） 植える 落ちる 撫でる 死ぬ （丁）居る （戊）来る
志向形 biruu. utiruu. nadiruu. nniruu. buruu. kuu.
未然形 bira-nuŋ utira-nuŋ nadira-nuŋ nnira-nuŋ bura-nuŋ ku-nuŋ
禁止形 bi-nna uti-nna nadi-nna nni-nna bu-nna ku-nna
連体形 biru-τu utiru-τu nadiru-τu nniru-τu buru-τu kuu-τu
終止形 biruŋ. utiruŋ. nadiruŋ. nniruŋ. buŋ. kuŋ.
条件形Ａ biru-ba utiru-ba nadiru-ba nniru-ba － ku-ba
条件形Ｂ birja- utrja- nadirja- nnirja- burja- －
命令形Ａ biri. utri. nadiri. nniri. buri. ku.
命令形Ｂ birja. utrja. nadirja. nnirja. burja. －
連用形 bi-busaŋ uti-busaŋ nadi-busaŋ nni-busaŋ bui-busaŋ ʃii-buasaŋ
完了形 bjaŋ. utjaŋ. nadjaŋ. nnjaŋ. － suŋ.
３.６　八重山方言の親族語彙
　八重山諸方言の親族語彙の部分体系について、まとめて示すと次のようになる。
石垣方言 鳩間方言 波照間方言 小浜方言 与那国方言
曽祖父 ウフウシュマイ ウボーブジ ウイブヤ ウヲーチ ウミアサ
㷊u㸐u㷊uʃumai 㷊ubo:buƲi 㷊uibuja 㷊uwo:tʃi 㷊umiasa
曾祖母 ウフンミ ウボーパ ウイパー ウヲーパ ウミアブ
㷊u㸐ummi 㷊ubo:pa 㷊uipa: 㷊uwo:pa 㷊umiabu
祖父 ウシュマイ（士）
㷊uʃumai
アブジ（平） アブジ ブヤ アウチ アサ
㷊abuƲi 㷊abuƲi buja 㷊autʃi 㷊asa
祖母 ンミ（士）
mmi
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アーパ（平） アッパ パー アーファ アブ
㷊a:pa 㷊appa pa: 㷊a:㸐a 㷊abu
父 シュー アーヤ イヤ アーヤ イヤ
ʃu: 㷊a:ja 㷊ija 㷊a:ja 㷊ija
母 アッパ（士） － － － －
㷊appa － － － －
アブ（平） アブ アブﾜ アンニ アブタ
㷊abu 㷊abu 㷊abwa 㷊anni 㷊abuta
伯父 ウフシュ （ー士）ウボヤー ブザー ウヲアヤ ウブイヤ
㷊u㸐uʃu: 㷊uboja: buƱa: 㷊uwoaja 㷊ubuija
叔父 ウフブジャ ブザマ（総称） ナカブザマ アツァーマ ブンティー
ナカブジャ アーヤ ブザマタマ ブンザ（総称）ブンティティ
ブジャーマ アーヤ
伯母 ホッパ（士） ウボーマ ブバ ウワンニ アミ、ウブアブタ
ナカッパ ボーマ ナカブバ バーマ ウバーミ
アッパーマ ボーマ ブバンタマ － ウブウバイティ
叔母 ウフブバ ボーマ ブバンタマ バーマーマ ウバーミッティ
ナカブバ ボーマ アミッティ （ー四）
ブバーマ ブバーマ（総称）
兄 アジャ アーザ シャマ ビヤ スダー
長兄 フッチャ ウボーザ ブシャマー ウーヤ ウブダー
次兄 ガッチャ ナカザー ナカシャマー ナクヤ ウブナグダー
末兄 アジャ アーザマ シャマンタマ ビヤーマ ナグダー
姉 アンマ アンマー アマー アーマ スダー
長姉 ホンマ ホンマ、ウボーマ ブマー オーマ ウバーニ
次姉 ガンマ ナカンマ ナカマー ナカーマ ウブナ㽖ニー
末姉 アマーマ アンマーマ アマンタマ － ナ㽖ニー
子 ファー ッふァ ウタマ ファー アガミ
孫 マー マー、マーッふァ マー マー マ㽘
曾孫 マタマー マタマー マタマー マタマー マタマ㽘
玄孫 ピチｳマー ピチマー ピｳシｳマー ピｳチｳマー ミチマ㽘
夫 ブドｳ ブトｳ ブドｳ ブドｳ ブットｳ
妻 トｳジｳ トｳジ トｳン トｳンチｳ トｳン
嫁 ユミ ユミ ユミ ユミ ドｳミ
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３.７　八重山のことわざ
　八重山のことわざの中から風刺、比喩表現に富むものをいくつか選んで示すことにする。
１、 アーラー　ユミ（蟻を数えて歩くほどに歩きの遅いさま）
２、 アギヌ　プリムノー　ビギドｳン、インヌ　プリムノー　イズ（陸の愚か者は男、海
の愚か者は魚。男は酒食におぼれて身を滅ぼすことがある）
３、 アボー　ンツァサリン　フチｳヌ　アボー　ンツァサルヌ（深い洞穴は埋められるが、
人間の口の穴は埋められない。生きている限り胃袋へ食物を入れなければならない）
４、 アラグ　パンヌドｳ　ペー　キル（歩く足がつまずく＜爪先を蹴る＞。じっとしてお
れば躓くことはない。出る杭は打たれる。犬も歩けば棒にあたる）
５、 アラサドｳ　カイシャ（粗削りこそ美しい。技巧を凝らさない素朴なものが美しい）
６、 アル　リーヤ　トースィナ　ネーン　リーヤ　タティナ（伝えられた先例は廃止する
な。従来なかった例は勝手に設けるな）
７、 イザリ　ファーヌドｳ　マイフナー　マリ（叱られる子が良い子＜立派な人＞に育つ）
８、 イシヌ　ウイナガー　タツァリン　オーナリｳヌ　ウイナガー　タツァルヌ（石の上
には我慢して生活できるが、嫉妬の目が睨んでいるところには生活でできない）
９、 イシマシｳエー　コーリン　ピトｳマシｳエー　コールヌ（石で積み上げた垣は越えら
れるが人垣＜人格＞は越えられない）
10、 イズヌドｳ　イゾー　フォー　ピｳトｳヌドｳ　ピトー　フォー（魚が＜ぞ＞魚を食う、
人が＜ぞ＞人を食う。同じ仲間同士が互いに傷つけあう）
11、 イタンダ　ムヌヌ　ダイダカ　ムヌ（ただで貰ったものが却って高価なものになる）
12、 インヌ　パーンガ　ヌンヌ　アタルン（犬の歯に蚤が当たる。僥倖に恵まれる）
13、 インヌ　フシュヌ　タカアンガリｳ（犬糞の高上がり。出過ぎて身分不相応の地位に
登って、思い上がり、果ては失敗する）
14、 インチｳカ　ブーン　ウムッカー　タマルン（短い苧も績めばたまる。塵も積もれば
山となる）
15、 ウーナイヌ　ブー　ファイムヌ（鰻の尾を食う者。鰻の尾はぬるぬるして捕まえても
手から抜ける。そのように記憶がすっと消えていくので、健忘症になることにいう。）
16、 ウベー　マイカイドｳ　ブリ（指は自然に前の方に折れる。血は水よりも濃い）
17、 ウムザヌ　ミン（猪の耳。猪は聴覚が鋭敏であることから、耳聡い人のことをいう）
18、 ウムティヌ　カール　ソンヤー　キｳムン　カールン（顔＜面＞が変わるように、心
＜肝＞も変わる。人の心は面の如し。十人十色）
19、 ウヤヌ　クイヤ　カンヌ　クイ（親の声は神の声。親の意見と茄子の花は千に一つも
仇はない）
20、 ウヤファー　カイシャー　ファーカラ（親子の仲を円満にするのは子供の心がけ次第）
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21、 カタチェー　ドｳーシドｳ　チｳクル（形＜容姿＞は自分で作る。容姿の良し悪しは己
の心がけ次第で作られるもの。姿は俗姓を現す）
22、 カタチヌ　アソンヤードｳ　ウンクトｳン　アル（形＜容姿＞のあるように分別もある。
思慮分別はその人の姿・形に現れる。姿は俗姓を現す）
23、 カタティーシェー　ティッチャーヤ　ナラヌ（片手では拍手＜手打ち＞はできぬ。片
手で錐は揉まれぬ）
24、 カタバ　ムヌヌ　ピｳトｳカタ　ノーリｳ（体の不自由な＜片端＞者は何か一方の芸に
秀でている）
25、 カナサル　ファーヤ　グジｳシドｳ　スングル　キナファーヤ　バラシドｳ　スングル
（可愛い子は鞭でたたいて扱いて鍛える。嫌いな子は藁でたたいて鍛える）
26、 カマウ　インヤ　ピｳトー　フォーヌ　ンダマリリｳ　インヌドｳ　ピｳトー　フォ （ー吠
える犬は人に噛みつかない。黙っている犬が人に噛みつく）
27、 キｳス　ムヌドｳ　カタチｳ（着るものが容姿。着るものよって容姿＜姿形＞が決まる。
馬子にも衣装）
28、 キナイヌ　ウキムケー　ユミヌ　ファーカラ、シマヌ　ウキムケー　ハラヌ　シュー
カラ（家庭の盛衰＜有卦無卦＞は嫁の子＜次第＞から、島の盛衰は村の主＜頭＞次第）
29、 キーヌ　マーレｳー　ノーサリン　ピｳトｳヌ　マーレｳー　ノーサルヌ（木の曲がりは
直される。人の曲がりは直されぬ）
30、 キｳムヌ　アリｳッカー　フクン　アン（肝があれば肺もある。真心をもって接すれば
相手も真心をもって応ずる）
31、 グシェー　ヌマシ　ミヤードｳ　ピｳトｳヌ　タケー　バガル（酒を飲ませてみてこそ
＜ぞ＞人の程度＜丈＞は分かる。酒の癖が本性を現す）
32、 クトｳバドｳ　シュンギ（言葉こそ＜ぞ＞祝儀。お祝いの言葉がなによりの祝儀で、贈
り物は問題でない）
33、 グマイズシ　ウフイズ　フォース（小魚で大魚を釣る。海老で鯛を釣る）
34、 コーキヌドｳ　ブリ（堅い木が＜ぞ＞折れる。柳に風折れなし）
35、 シｳカン　ミンヤ　ミシャ（聞かぬ耳は結構。聞くからこそ腹も立つ。知らぬが仏）
36、 シｳクッカー　シｳク　カタンガー　シｳティリ（聞いたら聞く方で捨てろ。不愉快な
ことを聞いたら、すぐその場で忘れてしまえ）
37、 ショッコーヤ　マガラシドｳ　シｳー（法事＜焼香＞は真柄の血縁者で＜ぞ＞するもの）
38、 シラピｳトｳヌ　ドｳーヤ　ズグトｳ　ユヌムヌ（産婦の体＜胴＞は梯梧と同じ。産婦の
体は出産で疲労しているため、体はデイゴのように脆い）
39、 ジンカニトー　バラールヌ　ファートｳドｳ　バラーリ（銭金とは笑われぬ。子と
＜ぞ＞笑われる）
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40、 ター　カーバ　シｳキ　ミーリ　ユミ　コーバ　ミナムトｳ　タダシ　ムク　トｳラバ　
カラ　ミーリ（田を買わば水源＜堰＞を見よ。嫁を請わば源をただせ。婿を取らば柄
＜人柄＞を見よ）
41、 タビｳ　シｳメー　ミヤードｳ　ウンクトー　イディ（旅をさせてみてこそ＜ぞ＞分別
は出る。可愛い子には旅をさせよ）
　以上、『八重山のことわざ』瀬名波長宣著、『八重山ことわざ事典』宮城信勇著を参照し
た。
３.８　八重山の民謡
　喜舎場永珣氏によると、「八重山民謡は、節歌（フシウタ）と労働歌の二つに大別され
る。節歌は、御座敷で諸楽器の伴奏によってうたわれて「何々節」と称せられ、「工工四」
という三味線楽譜によって歌われていることは、沖縄本島と同一であります。（中略）労
働歌は ｢ユンタ｣、「ジラバ」、「アヨウ」の三種からなっております。この民謡が八重山に
おける古い民謡で、楽器は一切使用しないのである。」『八重山民謡誌』という。次に八重
山の人々の人口に膾炙した民謡を挙げる。
３.８.１　バシｳヌトｳリｳブシ（鷲の鳥節）
１、アヤパニバ　マラショーリ（綾羽の雛鷲をお生みになり）
　　ビｳルパニバ　シｳダショーリ（蚕の蛾＜比々流＞のような麗しい羽の雛鷲を孵され）
２、ションガジｳヌ　シｳトｳムディ（正月の早朝＜豆止女天＞に）
　　グﾜンニチｳヌ　アサパナ（元日の朝まだき＜朝端＞に）
３、アガリｳカイ　トｳビチｳケー（東の方へ飛び立ち）榔榔
　　ティダバ　カメー　マイチｳケー（太陽＜お天道様＞をおし戴いて舞い立った）
３.８.２　パトｳマナカムリ（鳩間中岡＜節＞）
１、 パトｳマナカムリ　パリヌブリ（鳩間中岡に駆け上り＜走り登り＞）
　　クバヌ　シタニ　パリヌブリ（クバ＜蒲葵＞の下に駆け上り＜走りのぼり＞）
　　 パイヤヨー　ティバ　カイダキ　ティトｳルトｳ　テンヨー　マサティ　ミグトｳ
（南の方はと云えば、美しい古見岳が手に取るようで、誠に素晴らしく見事である）
（囃子）
２、 カイサ　ムイタル　ムニンヌ　クバ（美しく生い茂った中岡のクバ＜蒲葵＞林）
　　タカサ　ムイタル　ティジヌ　クバ（高く生い茂った頂上のクバ林）（囃子省略）
３、 マイヌ　トｳーユ　ミワタシバ（前の渡＜海峡＞を見渡すと）
　　イクフニ　クルフニ　ウムシルヤ（往く舟来る舟の情趣が楽しく面白い）
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４、 マイヤ　シンシキ　ウムシルヨ（稲は舟に積みつけて誠に楽しい）
　　アワヤ　シミタティ　サティ　ミグトｳ（粟は舟に積み立てて、なんとまあ見事だ）
　本文は『鳩間島古典民謡集』を参照し、現代語訳は筆者が直訳にして示した。
３.８.２　クモーマブシ（小浜節）
１、 クモーマティル　シｳマヤ　カフヌシｳマ　ヤリバ（小浜という島は果報の島だから）
　　ウフダキバ　クサディ　シルパマ　マイナシ（大岳を腰当にし、白浜を前にしている）
　　ヨーンナ（囃子）
２、 ウフダキニ　ヌブティ　ウシクダシ　ミリバ（大岳に登って島をおし下して見ると）
　　 イニアワヌ　ナヲリ　ミルク　ユガフ（稲粟の稔りは弥勒神の齎された豊年満作
だ）（囃子略）
３、 イニアワヌ　イルヤ　ハタチｳグル　ミヤラビ（稲粟の色は二十歳頃娘の黄金肌色）
　　 チｳヂｳジュラサ　アティドｳ　ウハチｳ　アギル（稲粟の粒が見事であるので初穂を
供えるのだ）（囃子略）
３.８.４　アサドーヤブシ（安里屋節）
１、アサドーヤヌ　クヤーマニヨー（安里家のクヤーマニは、ヨー）
　　アンチュラサ　マリバ　シーヨー（あのように美しく生まれ育って、ヨー）
　　ウヤキヨーヌ　ユバナウレ（囃子。以下省略）
２、ミザシｳシューヌ　クヨータラヨー（目差主＜役人＞が賄い女に求められたら、ヨー）
　　 アタリョーヤーヌ　ヌズミョータ（当たられる親＜役人＞が賄い女に望まれたら、
ヨー）
３、ミザシｳシューヤ　バナー　ンパヨー（目差役人の賄い女は、私は否です、ヨー）
　　 アタリョーヤーヤ　クレー　ユムヨー（当たられる親の賄い女は、これは万一にも
否です）
３.８.５　ションカネブシ（しょんかね節）
１、 イトｳマグイ　トｳムティ　ムチュル　サカジキヤ（暇乞いと思って手に持った盃は）
　　 ミーナダ　アワムラシ　ヌミヌ　ナラヌ（涙が泡の如く溢れ出て飲むことが出来ぬ）
　　 ンゾーナリ　ムヌヨ　ハリ　ションカネヨ（哀れなる＜無慙なる＞ことよ、ション
カネよ）
２、 カタフー　ムタシバ　キｳムン　キｳムナラヌ（片帆を揚げると気が気でない）
　　 ムルフー　ムタシバ　ムルミヌ　ナダ　ウトｳシ（諸帆を揚げると諸目の涙を落と
し）。ンゾーナリ　ムヌヨー　ハリ　ナグリシャヨー（無慙なることよ、名残惜し
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いことよ）
３、 ユナグニヌ　トｳケヤ　イキヌ　ミッジグクル（与那国への渡海は池の水のようだ）
　　 ククルヤシヤシトｳ　ワタティ　イモリ（心安らかに渡っていらっしゃい）
　　 カリユシ　ショーリ　サトｳマイヨ（安全航海なさいませ、愛しいお方＜里前様＞よ）
　バシｳヌトウリｳブシｳ（鷲の鳥節）、クモーマブシｳ（小浜節）、アサドーヤブシ（安里屋
節）、ションカネブシ（しょんかね節）の本文は音声表記に詳しい『精選八重山古典民謡
集（一）』當山善堂著を参照し、現代語訳は筆者が直訳して示した。
注解
（注11）　久野眞（1990、平成２）「竹富島方言の音韻体系」『琉球竹富島の方言』國學院大學
日本文化研究所編
（注12）　（1996、平成８）「竹富方言音韻の問題点」加治工真市、『音聲學會會報』212号
（注13）　内間直仁（2004、昭和16）「八重山黒島方言音韻」、『沖縄県宮古・八重山方言の調査
研究―研究成果報告書』
（注14）　中本正智（1976、昭和51）『琉球方言音韻の研究』法政大学出版局
（注15）　加治工真市（1982、昭和57）「琉球, 小浜方言の音韻研究序説」『琉球の言語と文化』
（注16）　内間直仁（2004、平成16）「古代日本語のワ行子音の［b］音化について―宮古・八
重山方言を中心に」、『国語学』第55巻２号（通巻217号）
（注17）　服部四郎（1974、昭和49）『音声学』岩波書店
（注18）　加治工真市（1984、昭和59）「八重山方言概説」、『講座　方言学　10　沖縄・奄美の
方言』
（注19）　平山輝男編著（1988、昭和63）『南琉球の方言基礎語彙』桜楓社
（注20）　（2003、平成15）宮城信勇著、加治工真市監修『石垣方言辞典』沖縄タイムス社
（注21）　馬渕和夫（昭和57）』笠間書院、馬渕和夫（1984、昭和59）『日本韻学史の研究Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲ』臨川書店
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